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『わたしはあなたに化粧を施すことはできません』




　ダイがマリアージュに啖たん呵かを切った、そのあとが大変だった。

　マリアージュはその場にいた使用人たちを追い出して自室に籠ろう城じよう。晩餐会は欠席。ダイはもちろん謹慎だ。

　その翌朝、ヒースが執務室にダイたちを招集した。騒動の仔し細さいを関係者の口から聞き取るためである。

「これ以上ダイをミズウィーリに留める必要はございません」

　侍女頭ローラが隣のダイを示し、ヒースに免職を進言する。

「マリアージュ様への礼を失した発言の数々。反抗的な態度。……女王候補の方にお仕えしているという自覚が彼には足りません。即刻、退去させるべきです」

　執務机に着くヒースがダイを見上げる。その感情のない蒼の目に、ダイは胃が縮む思いだった。

（しつぼうさせた）

　期待を掛けてくれていたのに。

　ダイは下唇を嚙みしめた。

　ヒースが優雅な物腰で椅子の背に重心を預ける。

「あなたの言い分はわかりました……。ですが、ローラ。わたしはあなたの部下の無能さにも腹を立てています。ダイが不敬を働くに至ったそもそもの理由は、侍女たちがマリアージュ様を御ぎよしかねたからではありませんか？」

「皆はマリアージュ様を宥めておりました。なのにダイがそこに加わり、ことを引き起こしたのです」

「ダイが自ら割って入ったような言い方ですね。マリアージュ様の癇かん癪しやくに匙さじを投げた侍女たちが、無理矢理ダイを矢面に立たせたとの証言もありますが？」

　ぱさ、と、ヒースが書類の束を机上に投げた。文面から察するに、今回の騒ぎの調書だ。

　ヒースは冷ややかに言った。

「報告は、正確にしてください、侍女頭。……ダイに責がないとは言いません。が、それは侍女たちにも言える。マリアージュ様の癇癪ひとつ満足に収められない愚ぐ鈍どんさを反省すべきです」

　ヒースの視線がダイの背後に向く。執務室の入り口付近には、今回の件に関わった使用人たちが控えている。ヒースはダイを含めた一同を睥へい睨げいし、苛立ちをあらわにして告げた。

「──わたしの手を、煩わずらわせるな」

「……申し訳、ございませんでした」

　ローラが謝罪に頭こうべを垂れる。ダイも慌てて彼女に倣ならった。

　仕事に戻れと言い渡され、皆が素早く退室していく。ローラもまた背筋を正し、深く一礼して踵きびすを返した。

　ダイも頭を垂れて、彼女の後に続く。

「ひどい言い方……」

　隣室に足を踏み入れた矢先、先行していた使用人たちの囁きがダイの耳に入った。

「いくらご自身は有能だからって」

「わたしたちの苦労をおわかりでないのよ」

「偉そうに。ご自身の地位を勘違いされていてよ」

「従うしかないわ。わたしたち、あの方に生かされているようなものだもの……」

　ダイは思わずその場で立ち竦んだ。

　ヒースに対する悪意に息が詰まるようだった。身体からだが震えて目の前が暗くなる。

「ダイ」

「っつ!?」

　肩に置かれた手を振り払い、ダイは背後を振り返った。そしてすぐさま後悔する。退けた手はヒースのものだったからだ。

　ダイは縺もつれた舌を懸命に動かして謝罪した。

「す、み、あ、も、申し訳ありません……！」

　ヒースが払いのけられた手を引いて首を横に振る。

「いえ……。こちらこそ、失礼しました」

「あの……なにか、御用ですか……？」

「えぇ。外出します。あなたも来なさい」

「外出……？」

　ダイの確認にヒースは首しゆ肯こうした。その顔は冷たく感じる無表情のままだ。

「化粧箱を持って、馬車回しまで来なさい」

「それって……」

　やはり、ミズウィーリ家を去れということか。

　ダイの荷は少ない。価値のあるものは化粧道具を除けばひとつのみだ。

　拳を震わせて沈黙するダイを、ヒースが眉間にしわを寄せて急かす。

「支し度たくしなさい。……すぐにです」

　彼はダイの傍らを早足で通り過ぎていく。

　ひそひそ囁き合っていた使用人たちは、蜘蛛くもの子を散らすようにヒースから逃れていった。
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　化粧をしないとマリアージュに宣言する。実に愚おろかなことをしたものだ。ミズウィーリから追い出してくれと主張したようなものである。失職ならまだよく、上級貴族に楯突いたことを思えば、命すら危うい状況だった。

（……化粧箱を持ってって言われたから、殺されることは、ない、気が、しますが……）

　いまから命を奪うなら、荷をかまいはしないはず。

　せめて処分が解雇で留まることを祈りつつ、ダイはミズウィーリ家のお仕着せから平服に着替えた。化粧鞄と数少ない私物を抱え、恐々と馬車回しへ赴おもむく。ダイがその場に到着すると、ヒースはすでに着いていて、簡素な箱馬車の前で執事長キリムと話し込んでいた。

　ダイの姿を認めたヒースが眉をひそめる。

「……なぜ着替えているんです？」

「な、なぜって……？」

　ミズウィーリから追い出されるなら、支給された服は返却するのが筋だろうに。

　ヒースは顎に手を当てて頷いた。

「まぁ、いいでしょう。着替えの時間はとれませんし。早くこちらへ」

　彼はダイを手招き、馬車の中へ押し込む。混乱するダイに対して、キリムは丁寧に頭を下げた。

「行ってらっしゃいませ。お二方とも、お気をつけて」

　なぜ、身を案じられているのか。

　自分はミズウィーリを解雇され、貴族街へ放ほう逐ちくされるのではないのか。

　キリムへ追及する前に、馬車は無情にも発車した。

　混乱から身を硬くするダイに、ヒースが告げる。

「まずは商会に顔を出します」

「しょ、商会……？」

「えぇ」

　ダイの斜はす向かいに着席する男は肯定した。

「市街地の手前、検問所の近くに、商会が店を構えています。化粧に関わるものを集めておくよう、先に遣いを出しました。上手く補充ができればよいのですが……どうしました？　その顔」

「いえ、あの。……補充って、化粧品、の？」

「……ほかに何かありますか？」

「化粧品の補充に、付き合ってくださるんですか？　リヴォート様が？」

「えぇ。ミズウィーリで商談のできる人間は限られますから。あなただって、仕事道具が欠けていては困るでしょう」

「それは、困りますが……。あの、わたし、ミズウィーリから、追い出されるんじゃ……」

「追い出すと言いましたか？　わたしが」

「言って……ません」

　ダイは早朝の遣り取りを思い返した。

　ダイの免職はローラの主張であり、ヒースは承諾しなかった気がする。

　ダイは腕の中の化粧箱に視線を落とした。

「ちなみに、化粧箱を持ってくるように言われたのは……？」

「いま使っている現物を見ながらの方が、商会も代わりのものを探しやすいからです」

　もっともな理由を述べて、ヒースがダイに微笑む。

「あなたにはこのまま、マリアージュ様に仕えていただきますよ。辞めさせろ、と、命じられておりませんので」

　ダイは脱力した。化粧箱を抱え込みながら項うな垂だれる。

「てっきり……辞めさせられるものだと」

「そうなってもおかしくはありませんでしたが」

「すみませんでした……どうかしていました」

　ダイは化粧箱を抱く腕に力を込めた。留め金や蝶ちよう番つがいの壊れた箱は、蓋が開かないように紐で固定されている。これをマリアージュが叩きつけたときの、悲鳴にも似た軋みを聞いた瞬間、自分のうちにある抑制の箍たがが外れて、鬱うつ憤ぷんのすべてが噴き出してしまっていた。

　貴族に仕えるのなら、その反応は過ちだった。

「我慢すべきところだったのに」

「確かに、ハンティンドン女史の言うことは正しい」

　ヒースは膝の上で手を組んだ。

「ですが、マリアージュ様にとって、勉強にもなったはずです。あのように正面きって説教されることは、これまでになかったでしょうから」

「……リヴォート様だって、これまでマリアージュ様に色々と言われていたでしょう？」

「わたしは苦言を呈ていしているにすぎません」

　雇用主の言動を諫いさめはしても、それ以上はないと、ヒースは断じた。

「大切な仕事道具を壊されたのです。あなたが怒りくるうのも無理はない。……マリアージュ様も、それを感じ取ったからこそ、あなたを辞めさせろと命じなかった。……わたしは見てみたかったですよ。あなたが啖たん呵かを切ったところを」

「笑いごとじゃないと思いますけれど」

　男の笑いを含んだ声に、ダイは口先を尖らせた。

「マリアージュ様は昨晩と今日の予定を蹴って引きこもってしまいましたし。それに……皆さんの不満が、リヴォート様に飛び火しています」

　今朝、彼の執務室を出るときに耳にした、使用人たちの嫌悪のこもった囁きを思い出し、ダイは胃に鉛なまりを仕込まれた気分を味わった。

「わたしが疎まれているのはいまさらです。飛び火ではありません」

　ヒースがきっぱりと言い放つ。

「マリアージュ様が駄々をこねて、催しを欠席することはよくあります。暴れるでもなし、部屋で大人しくしているのなら、なおさら心配する必要はありません。……あなたが案ずるべきは、欠けた道具のほうです。いつ、マリアージュ様に呼び出されてもよいように」

　違いますか、と、問われて、ダイは首を横に振った。

「違いません」

　ミズウィーリにいることを許された。

　そのことに心から安堵する。

　振り返れば今朝の事情聴取も、ローラの怒りの矛ほこ先さきを逸らすためのものだった。ダイはこのすました顔の上司に深い感謝を抱いた。

「……ありがとうございます、リヴォート様」

　ヒースはダイに頷き返した。

「礼には及びません。ただ……」

　言って彼は表情を曇らせる。

「あなたの道具が揃えば、よいのですが」

　──ヒースの懸け念ねんは、もっともだった。







　貴族街において、化粧品は限られる。整肌に用いる化粧水や乳液はあっても種類は少ない。こういった保湿剤は基本、肌が荒れた際に医師に処方してもらうもので、肌を健やかに保つべく日常使いする類たぐいのものはないようだった。色物も白粉おしろいか口紅。それ以外の色粉となると、劇場の舞台化粧用のものになる。

「駄目です……」

　貴族街の玄関口に並ぶ商会の商談室で、ダイは長卓に並べられた品に否を唱えて頭かぶりを振った。

　顔をこわばらせた商人に代わってヒースが尋ねる。

「なにが駄目なのですか？」

「色味です」

　見てください、と、ダイは見本として出された色物のひとつを、指で反対側の手の甲に塗り伸ばした。赤だ。深紅である。

「これは目許に使う色味です」

「……ほぼ原色ですね。絵具のようだ。いつもあなたが使うものとまるで違う」

「でしょう？」

　感想を述べたヒースに、ダイは頷いた。

「伸ばしても、色が薄くならない。みんな、こんな感じなんです。舞台の上では映えますが、日常使いとしては派手すぎます。時間が経つと、くすみやすくもなりますし」

　目許に使うものだけではない。頰紅。口紅。色粉のあらゆる色味が原色で、赤か、黒か、それに類似する極端な色しかない。客席から遠目に舞台を見て、認識できるようにするためのものだから、花はな街まちに卸されている化粧品とは用途が異なるのだ。

　次々に駄目出しをしていくダイは、突然現れて、商品に難なん癖くせをつけているも同然だ。商人の目が徐々に笑わなくなっていく。

　彼らの心中を思うと胸が痛む。だが、妥協はできなかった。ダイの施す化粧が貴族の社交界で拒絶されない理由は、肌造りも色味も素肌のものに近い、いわゆる『薄うす味あじ』だという点に拠よるところが大きいからだ。

　化粧品のみならず備品に関しても、ダイの普段使いしているものがまったくない。ことの次第を見守っていたヒースは、商人たちにすべて片付けるように命じると、ダイを連れて店外へ出た。

「すぐに発注できる体制を、整えておくべきでした」

　馬車が回されるまで待つ間にヒースが呻うめいた。

「すみません。失念していました」

「いいえ。……わたしが言わなければならないことだったんです」

　道具の補充の道筋をつけてもらえるようにしていなかった点はダイの落ち度だ。ヒースのせいではない。

　落胆するダイにヒースが問いかける。

「あなたは化粧品をいつもどこで調達を？　花街に出入りの業者がいるのですか？」

「業者はいますが……それとは別で。えーっと、わたしは、友人が扱っているのを、買っています」

「友人？」

「……はい」

　ダイは控えめに頷いた。

　ヒースが追及する。

「その方は、いまどこに？　花街ですか？」

「花街ではないんですが、王都には……。あの、手紙って出せますか？　化粧品のこと、訊いてみます」

「いえ、それには及びません。いまから向かいましょう」

「えっ、いまから!?」

　ダイは目を剥むいて叫んだ。友人の店は貴族街の外にある。これから向かえば確実に屋敷への戻りは昼を回る。

　ところが多忙なはずのヒースは向かう気満々らしい。

「あの、リヴォート様、お時間は……？」

「問題ありません」

　念のための確認を入れたダイに、ヒースは即答した。

「まずはあなたの道具を揃えることが先決です」

　化粧品を補充する経路を整える過程で、商会と契約を結ぶことになるなら、商談をするため時間がかかる。ヒースはそのつもりで予定を調整して出てきたらしい。

　で、と、ヒースが先の問いを繰り返す。

「あなたのご友人は、いまどこに？」

　ダイは言葉少なく回答した。

「……裏街です」







　裏街は花街に隣接する区画だ。貴族街から続く目抜き通り沿いに広がった、商業街の裏手にある。富裕層を除いた大部分の平民が住む街である。

　その一角に居を構える友人の店が、ダイの仕事道具の調達先だった。

　看板すらない塗装の剥はげた扉の先。得体の知れない菓子から、繊細な細工の装飾品、歴戦を経た鎧よろいまで、多種多様な品の並ぶ細長い造りの店内に、絞めた家鴨あひるの叫びのような奇声が響き渡る。

「グワァアアアァア!!」

　店主の声である。

　顔を両手で覆って叫んだ彼は、据わった目で受付越しにダイの肩を掴み、がくがく力のかぎり揺さぶった。

「なに……なにコレどうしたのこの色男！」

「み、ミゲ……ミゲル！　落ち着いて！」

「だれだれ、いったいだれなのさ!?」

「仕事先の上司ですよ……！　まっ、待って！　揺さぶらないで……！」

　あと一歩で吐く。

　どうにか店主の身体を押し返して、ダイはよろよろとヒースの隣まで退たい避ひした。

　店主の興奮具合ときたら。ヒースをひと目見るなりこれである。彼が引いているのでやめて欲しい。こちらの人格が疑われる。

　ヒースがぽそりと言った。

「……店のことを話す、あなたの歯切れが悪かったのはこれですか？」

「いい人なんです。いい人なんですけれどね……好みを見つけるとちょっと激しいだけで……」

　ミゲルは細身の身体に女物の衣服を身につけた、狐のような顔立ちをした男である。耳に宝石。首と名の付くところには金鎖を飾る宝飾好き。元は遠方の出自らしく、言葉に独特のなまりがある。方々に伝手つてを持ち、おおよそ手に入らないものはない、裏街のその筋でも有名な男だった。

　情に厚く、面倒見がよい。ダイも幼いころから世話になっている。

　ただし、男色家で美形に目がなかった。

　ダイはちらとヒースを見た。

「こう、たぶん、ミゲルの好みなんじゃないかなあって……。あ、もしかして、男の方がよかったりしま」

「違います」

　食い気味に否定された。貴族令嬢に言い寄られても、適当にあしらっているようだから、同性が好みの可能性がなきにしもあらずと思ったのだが、余計な勘繰りだったらしい。

「コラコラ」

　落ち着きを取り戻したらしいミゲルが、受付から身を乗り出してダイを睨む。

「本人がいる前で何をひそひそ言ってるんだわ。ちょっと興奮しただけさね。こっちは去る者追わずなの。……っていうか、何なのさ。この真っ昼間に来て」

「すみません。……これを揃えて欲しくて」

　今日はなぜか開いていたが、ミゲルの店は夜間営業である。営業時間外に訪れたことを謝りながら、ダイはミゲルに注文票を差し出した。馬車の中で急いで書き付けた、欲しい道具類の一覧である。

「んー……なんだいこりゃ」

　ミゲルが目を眇すがめて注文票を眺める。

「ずいぶんと大量さね。全部揃えられるかはわからんよ。どうしたのかね、コレ」

「ちょっと、色々とありまして……」

　ダイは苦笑した。ただ不足を補充するというより、道具を一新する勢いの量である。ダイが道具を入れ替える間隔をミゲルは熟知している。今回のことを彼が怪しんでもおかしくはない。

　ミゲルはヒースに視線を移した。しばらく眺めて、ふむ、と、鼻を鳴らす。

「大事にされてるならいいさね。思ったより元気そうだし……ちょうどあんたの話をしてたところだったからね」

「わたしの話を？　……だれとですか？」

　ミゲルが背後を親指で指す。

　頃合いを計っていたのかもしれない。見知った顔の男が店の奥から現れる。

「やぁ、ダイ」

「ロウエン!?」

「こんなところで会えるなんてね。……元気だったかい？」

　ミゲルの隣に並んだロウエンがうれしそうな微笑をダイに向けた。

　ロウエンは花街で活動する医師である。アスマの店も回診している。年は二十代半ばを過ぎていたはずだ。このあたりでは珍しいことに東大陸の出身で、黒髪黒目の中肉中背。東方人らしく童顔で、柔和な顔立ちをした男である。

　ダイも喜色を浮かべた。

「元気です。ロウエンも元気でしたか？」

「変わらずだよ。とうとう、花街を出たんだってね。……今日はお仕事場の人と買い出しかい？」

「そうです。……あ、紹介します。ミゲルにもまだでしたね」

　ミゲルの暴走ですっかり紹介を失念していた。

　ダイはまず友人ふたりをヒースに手のひらで示した。

「ミゲルとロウエンです。ミゲルはここの店主。ロウエンはお医者様です。……ふたりとも、こちらはわたしの新しいお仕事先の方です。今日は化粧の道具を揃えるのに、お付き合いくださっています」

「初めまして──ヒースと申します」

　素性を知られないように家名を避けてヒースが名乗る。

　ミゲルは満面の笑みの見本のような顔でヒースに手を振った。

「よろしくさね。ミゲルって呼んで」

　一方のロウエンは瞬まばたいてヒースを見返していた。確かめるようにヒースの名を反復する。

「……ヒース？」

　ヒースが訝しげに問いかける。

「……何か？」

「あ、いや……」

　我に返ったらしいロウエンは、申し訳なさそうに目尻を下げた。

「ぶしつけでしたね。失礼しました……目が眩くらんでしまった。すごいね、ダイ。なかなかお目にかかれない男前じゃないか。ミゲルが奇声を上げても無理はない。ミゲル、僕が来るまでに襲い掛かったりはしなかった？」

「人のことを見境ない色しき情じよう魔まみたいに言うんじゃないんだわ！　どいつもこいつも、人のことを何だと思っているのかね。まったく……」

　ロウエンにからかわれたミゲルが、ぶつぶつ言いながら店の奥の倉庫へ引っ込む。彼の背を笑って見送るロウエンに、ダイは呆れた目を向けた。

「あんまりミゲルの機嫌を損ねないでくださいよ……。にしても、ロウエンはどうしたんですか？　こんな時間に。わたしもひとのこと言えませんが、いまお昼ですよ？」

　花街の医者であるロウエンは夜に患者を診ている。彼もミゲルの顧客のひとりだから、ここにいてもおかしくはないが、日中に姿を見ることは稀まれである。

　ロウエンが肩をすくめてダイに答える。

「女王選の兼ね合いで色々とね……」

「お手伝いです？　祭りどきって喧嘩っ早い人、増えますもんねぇ」

「そんなところだね」

「ちょっとあんたら」

　店の奥の倉庫から木箱を抱えてミゲルが現れる。

　恨めしそうに彼は唸うなった。

「くっちゃべってる暇があったら手伝いな。特にダイ！　今から出すもん全部、あんたのもんなんだわ！」

「すみません……うわっ」

　ミゲルがダイの腕に勢いをつけて木箱を下ろす。なんとも大人げないことである。

　ダイが常連だからか、元々準備していたものでもあったらしい。すぐ戻ってきたわりに化粧道具の詰まった木箱は殺人的に重い。重量に閉口しつつ、よたよた歩いていると、急に横から手が伸びた。

　ヒースの手だ。

「貸してください。危なっかしい」

　ヒースが易々と木箱をダイから取り上げる。

　なんとも力強いことだ。

（いいな……）

　彼のような男に生まれていたならば──。

　ダイは喉元までじわりとこみ上げた苦い感情に嗤わらった。

「化粧鞄のいいのがあったから、これから出しとくよ。綿布やら海綿やらも問題ない」

　ダイへ歩み寄ったミゲルが、伝票を差し出しながら告げる。

「でもやっぱり、全部揃えられないんだわ……特に、化粧品の類ね」

「え。それが一番重要なんですけど」

　ダイは意識を切り替えて、ミゲルから伝票を受け取った。急いで紙面に目を通す。

　ミゲルの言う通り、予備として依頼した、海綿、綿布、消毒薬、といった細々としたものはある。

　ところが肝心の化粧品はほとんど欠品中だ。乳液、化粧水、落とし粉、色粉の類。なかには急ぎで欲しいものもあった。

「いつ店に入ってくるんでしょうか？」

「それがねぇ……わからないんだわ」

「わからない？」

「そう」

　ダイに頷いたミゲルは、倉庫近くに設えられた棚から、台帳と思しき書類の束を取り出した。黄ばんだそれをぱらぱら捲めくって説明する。

「あんたが使ってるものは、ちょっと特殊なんだわ。工房を通したものじゃなくて個人の手製でね」

「個人って……あれを全部ですか？」

　ダイが愛用する化粧品類はいずれもかなりの高品質である。遠方の有名な品でも取り寄せているのかとダイは思っていた。

「ちょっと変わった女が作ってるんだわ。魔術師でね」

「魔術師？」

　ミゲルの発言にヒースが口を挟んだ。

「つまり、王宮にいるということでしょうか？」

「いいや、野良さね。変わってるだろ？」

「……本当に魔術師なんですか？」

「間違いないよ……前に《保持》の魔術を調整してもらったんだ。あそこのね」

　ミゲルが倉庫の入り口に刻まれた魔術文字を振り返る。彼に尋ねたヒースは顎に手を当てて黙り込んだ。

　魔術師とは文字の如ごとく、魔術を用いる者である。

　魔力を糧かてに、火種なく火を熾おこし、灯りを点ともす。ときに温度を調整する。彼らが刻んだ魔術文字を通じ、ダイたちはその術の恩恵を日々受けている。

　ただ魔術師は存在自体が希少だ。たいていが王宮勤めと聞く。ダイも街灯の魔術の調整に、王宮から派遣された術者を一度見たきりだ。

「その……どうして魔術師の人が、化粧品を？」

「さぁてねぇ。研究の一環かもね」

　ダイの問いかけにミゲルが推測を口にする。

「化粧品以外にも、珍しい薬草やら、それを煎せんじた薬やらを持ってくるさね。いつここに来るかは謎。どこに住んでるのかも謎。……定期的には来てるし、最後が二か月前だから、そろそろっちゃあそろそろなんだけど……」

　そう言ってミゲルは紙束を指で弾いた。

　ヒースがミゲルに尋ねる。

「連絡はつかないのですか？」

「一応、連絡先は知ってる。ただ、使ったことがないから、どれぐらいで応答があるかはわからないね」

　ミゲルの回答にダイは肩を落とした。化粧品の入る時期が不明では困るのだ。

　落胆するダイを慰なぐさめるようにミゲルが微笑む。

「ダイが化粧品を欲しがっていることは、あっちに伝えておいてあげるさね。まぁ、気長に待つんだね。届いたらあんたんとこに、送ってあげるからさ」







　ひとまずダイは不足した化粧品を、ミゲルが揃えられるほかのもので補うことにした。花街の顔師向けに彼が卸しているものだ。いま愛用しているものに出会うまではダイも使っていた。貴族街の劇場向けのものより圧倒的に使い勝手が良い。

　購入した化粧道具をロウエンの手を借りて馬車まで運び、ミゲルの店を後にする。

　平民街仕様の簡素な箱馬車の席で、ダイは隣に置いた箱の中身を軽くさらった。

　化粧水と乳液、落とし粉をそれぞれひと瓶。色粉は三種類。砕けた色粉を収め、再利用するためのちいさな容器も見繕ってもらえたし、直近の化粧ならどうにかなるはずだ。

　しかし今後の化粧品の調達については考えなければならない。

　そもそもだ。

（わたし、ミズウィーリでこれからも、化粧を続けられるんでしょうか……）

　今朝から続く懸念が脳裏を過よぎり、ダイはため息を吐いた。

「品物は揃っていましたか？」

　斜向かいに座るヒースが、案じるように箱を覗く。

　ダイは慌てて否定した。

「あ、それは大丈夫です。もちろんあとでちゃんと確認しますが、ミゲルの仕事なので、きっと不足はないです」

　ミゲルとは長年の付き合いだ。ダイの仕事のことも熟知しているし、ダイが気づかなかった細々とした品まで揃えてくれている。

「すみません、勘違いさせてしまって」

「かまいません。……ただ、先ほどのため息は？　ずいぶんと大仰でしたが」

「あー……あれは……」

　ダイは視線を宙に彷徨さまよわせた。正直に不安を告白してよいものか逡しゆん巡じゆんする。

「マリアージュ様はあなたを手放しませんよ」

　唐突にヒースが言った。

「本当に気に入らないなら、すぐに出て行けとあなたに言ったはずだ」

　言いよどむダイの悩みを、どうやら彼は悟ったらしい。

　励ますような口調だった。

「……ありがとうございます、リヴォート様」

　ダイは彼に礼を述べて、頭をそっと横に振った。

「でも実は、お仕事を辞めさせられることは、そこまで怖くはないんです」

「……では、何を悩んでいるのですか？」

　神妙に問うヒースにダイは苦笑した。窓の外にそっと視線を向ける。

　流れ行く街並み。それはダイが故郷を発った日を思い起こさせる。

「……花街以外のところで、上手くやっていけないんじゃないかって。……そういうのが、怖くて」

　ミズウィーリにいられなくなることはもちろん辛い。

　だが、もっと恐ろしいことは、自分はどこでも失敗する──さらにいえば、どこにも馴染めないのかもしれないという、可能性だ。

　いまさらながらに自覚する。

　自分があの街でどれほど甘やかされていたのかを。

「わたし、花街では仕事がたくさんありました。だから、驕おごっていたと思うんです。マリアージュ様に化粧をしない、なんて。化粧をさせてくださいって、お願いして、いさせてもらっていたのに。それを思ったら、ミズウィーリを追い出されても、仕方ないなって思います。でも……」

　たとえば、ミズウィーリ家を去ったとして、自分はその次の仕事をきちんと探せるのだろうか。よしんば見つけられたとしても、不当な扱いをされたとき、堪えてやり過ごせるのだろうか。

　これまではアスマがダイを守ってくれていた。その守りもいまはない。ダイはひとりで自らを立てなければならない。

　改めてそれを思い知った気がした。

「それは不要な心配でしょう」

　ヒースが言った。

「まだたった一回ではありませんか。マリアージュ様と口論して辞めなければならないのなら、わたしなぞとっくに首を切られていますよ」

「えっ、いえ、それは……」

　ヒースの自虐的な冗談に何と返せばよいのやら。うろたえるダイにヒースがくすりと笑う。

「たとえ、ここでミズウィーリを離れることになったとしても、花街はまたあなたを受け入れるでしょう。見送りの日のことを覚えています。あなたはとても惜しまれていたのだから。……それとも──」

　ヒースが笑みを消し、ダイの顔を覗き込む。

「……戻れない、ご事情でも？」

　今度こそ。

　ダイは答える言葉に詰まった。

　ヒースが膝の上で手を組んで、ダイと同様に花街の方角を見遣る。

「ロウエンが、あなたにこう言っていましたね。……〝とうとう〟花街を出た。……わたしが引き抜きの話を持ち掛けたとき、あなたは真っ向から拒んでいた。なのに今日、話を聞いていると、あなたは花街から出たいと望んでいたように聞こえました。最初のわたしの話の持ち掛け方が、あなたにとって不審だったからかもしれませんが、それを差し引いても彼の言い方が少し……引っかかりました」

「わたしは……花街を、出なければならなかったんです」

　ダイはため息を吐いて打ち明けた。ただ、理由は説明しかねた。どう述べればよいのかわからなかった。

「それは……あなたの容姿の、せいですか？」

　言い当てたヒースをダイは驚きの目で見る。

　数呼吸、視線を合わせ、先にヒースの方が目を伏せた。

「失礼、踏み込みすぎました……」

「いいえ」

　ダイは首を横に振った。失礼ではない。ヒースは気にかけてくれているのだ。

「リヴォート様のおっしゃる通りです。……わたしの顔は、その、母に、よく似ているんです」

「……芸妓だった、お母上？」

「はい。……それが、こう、あまりよくないんですよね。だから、花街を出るようにって、言われていたんです。アスマに」

　母は頭が弱かった。彼女に代わってダイを見ていたアスマは、ものがわかり始めた自分に、ひとつの約束をさせた。

　それが大人になるまでに花街を出るということだった。

「アスマはわたしを追い出したかったんじゃないんですよ。ちょっと顔を出すぐらいなら、問題ないとは思います。でも……まだ、戻れないです」

　郷愁を覚えないといえば噓になる。

　使用人たちが化粧やマリアージュへの侮ぶ蔑べつを無意識に示す度、明るくてあけすけな芸妓たちが恋しくなる。花街とは異なる静かな夜にはなおさらだ。

　けれども、次に花街へ戻るときは、自分が確かな基盤を築いたときだ。そう決めた。

「近くにいるばかりが愛ではない。あえて手放す愛情もある」

　聖書でも諳そらんじるようにヒースが述べる。

「戻りたくなったら言いなさい。あなたがミズウィーリに来て、そろそろひと月。環境の変化に気疲れするころです。変に不安になるのもそのせいだ。……意固地になるより、顔を見せて気が楽になるのなら、その方がいいのではありませんか？」

「……まだたったひと月でこれって先が思いやられません？」

「慣れ親しんだ故郷を恋しく思うことはだれにでもある」

「リヴォート様にも、そういうこと、あるんですか？」

　ヒースの言い方は断定的だった。経験則から来たものなのかと、ダイはつい訊いてしまった。

　ヒースが瞬く。

「……わたし？」

「はい。リヴォート様、どこか遠くから来たんでしょう？」

　王都の外でヒースはマリアージュの父に見いだされた。

　マリアージュが語った話を思い出し、ダイは失言に気づいた。ヒースは天涯孤独の身で旅をしていたのだ。それに自分は彼が故郷を追われたのやもと勘ぐったのではなかったか。

「あっ……と、すみません」

「かまいません」

　ふっと表情をゆるめてヒースが答える。

「そうですね。わたしにも……確かにありました。故郷を恋しく思うことが」

　ダイは安堵した。ヒースにとって故郷は思い出すことすら嫌な場所ではなかったようだ。

　目を細めて遠くを見るヒースに、ダイは躊躇ためらいがちに問いかけた。

「その……どんなところだったんですか？」

「何もないところですよ」

　田舎です、と、ヒースは言った。意外だった。社交に秀でる彼のことだ。王都に近い規模の街の生まれだと思っていた。

　ヒースが穏やかな声で話を続ける。

「山脈の麓ふもとで、海のような荒れ野が、東に向けて延々と広がっているような土地です。ヒースだけが自生する……」

「ヒース？」

　ダイは思わず反はん芻すうした。

　ヒースが一瞬、驚いたように息を詰める。ダイは慌てて弁解した。

「あ、すみません。なんだか呼び捨てたみたいになって……。リヴォート様と、同じ名前だなって思ったんです。ええっと……植物、ですか？」

「えぇ……そうです」

　ヒースが苦笑して、説明を続ける。

「低木で、主に紫色の花が咲きます。わたしの名前も、この花から。わたしが生まれたときに、平原のヒースが、一斉に咲いたからと言って。……おかしいでしょう？　男にそんな、花の名をつけるなんてね」

「いいえ。すてきだと思いますけれど。……どなたが付けたんですか？」

「父です。母は、反対したようですが」

　血も涙もないように囁かれる、取り付きにくいこの男は、確かに親の愛情を受けて生まれたのだ。

　そう思うと急に彼が親しみやすくなったような気がした。

「きっと、本当に、ぱーってお花が咲いたんでしょうね」

「ヒースの野は基本、灰色ですが、開花期には紫に色づいて、とてもきれいなんです。ただ、それほど長くはないので、しばらくすると灰色に戻って、厳しい冬がくる。そんな、痩せた土地です」

「……場所の名前を、訊いても？」

「……──ペルフィリアです」

　一瞬の逡巡を見せて、ヒースは答えてくれた。

「わたしはそことデルリゲイリアの、国境沿いの生まれでした」

「ペルフィリア……」

　ペルフィリアはデルリゲイリアの東に位置する隣国だ。王都から見て一山を越えた先にある。思っていた以上に遠方だ。

　これまでヒースの素性の詳細を耳にしたことがない。彼は個人的な話題に触れることを避けている節がある。だが話してくれた。ダイの内情に踏み込んだことへの引き換えにと、彼は思ったのかもしれない。

　それでも、うれしかった。

「ありがとうございました。リヴォート様。その……どこから来たのか、だなんて、教えてもらえると思っていませんでした」

「仰ぎよう々ぎようしいですね。質問に応じただけでしょう」

　あえてそっけなさを装った風の回答に、ダイはふと思った。

「……もしかして、リヴォート様って、下にご兄弟きようだいいませんでした？」

「……なぜ？」

「えっと……。リヴォート様って訊けばちゃんと答えてくださいますよね。そういうところ、年下の子たちの面倒を見てる、芸妓のお姐ねえさんたちにそっくりなので」

　若手からなぜなに攻撃を食らう世話役たちは、総じて面倒見がよい。ヒースにも通じるところがある。ただし、ヒースは尋ねなければ説明を欠くのだが。

「……妹がいます」

　ヒースはやや諦めた顔で告白した。

「ほかにも年下の面倒を見ていました。あとふたりほど。……人の多い家だったので、それが役目で」

「大家族？」

「いえ。使用人の数が多かったのです」

　やはり、ヒースはよい家の出なのだ。それなら彼の能力の高さも頷ける。元から慣れていなければ、この若さで貴族の家政を回すことはできないだろう。

「妹さんたちはどんな……？　あ、もしかして、マリアージュ様みたいな方？」

「やめてください。……まぁ、確かに跳ねっ返りでしたが……」

「はねっかえり」

「木に登ったり馬に乗ったり遭そう難なんしたり」

「おぉ……」

「ひとり……弟のような子どもがいて」

　ヒースが小さく笑う。

「妹たちは彼を頻ひん繁ぱんに振り回していました。……彼は気弱で、よくわたしの後ろに隠れていたものです。ですが、色々なことに、とても懸命で」

　ヒースが不意にダイを見つめる。

「……あなたを見ていると、思い出す」

　遠い昔、自分を慕う年少の者たちの世話を焼いていた日々を。

「……戻りたい、ですか？」

　躊躇いがちにダイは尋ねた。

　ヒースは哀しげに微笑んだ。

「あなたと同じです。戻れない」

　失われた故郷について嘆なげくことなく、ヒースはたったひとり、ミズウィーリを背負って生きている。

　敬意を払われる一方で、冷酷だと囁かれながら。

「……リヴォート様はすごいですね」

　ダイは心から感心した。

「わたしなんて、その気になれば戻れる距離で、もう泣き言を言ってる」

「離れている方が、覚悟が定まることもありますからね」

　ヒースはダイの意見をやんわりと否定した。

「それに、こちらに来たばかりのころは、わたしもよく旦那様に気遣っていただきました」

「じゃあ、いまは？」

「……いま？」

「はい。……リヴォート様は、だれかに弱音を、吐いたりできますか？」

　ヒースと他の使用人との間には壁がある。本来なら主人たるマリアージュが彼の特殊な立場を慮おもんぱかるべきだがあの通りだ。

　ヒースに頼れるだれかはいるのだろうか。頼れずともせめて、ままならない現状への嘆きを零す相手ぐらいはいないのか。

　沈黙するヒースへダイはおずおずと切り出した。

「あの、よければ、わたし、聞きますので」

「……何を？」

「愚ぐ痴ちを」

　不平不満。なんでもいいのだ。

　ヒースがダイをじっと見返す。彼はダイの提案の真意を図りかねているようだった。

　ダイは慌てて弁解した。

「その、だれか聞いてくれる人がいるなら、いいんです。ただ、わたしが、話を聞いてもらってばかりというのも、どうかと思ってですね。だから、わたしでよければって……」

　ひとに聞いてもらえるだけで、楽になることもあるはずだ。

「あっ、大丈夫です。何をおっしゃっても、だれにも話しませんから」

　化粧師の仕事のひとつは、愚痴や悩みを聞くことだ。芸妓たちも同僚には漏らせない不平不満をダイに零していったものである。

　ヒースが眉根を寄せて口を開く。

「わたしは──……」

　そのままヒースは沈黙する。

　彼はひどく迷っているようだった。

　ダイは黙って返答の続きを待った。しかしそれが返ってくることはなかった。

　ヒースが急に瞠どう目もくして、窓に取り付いたからだ。

「リヴォート様……？　どうされました？」

「道が違う」

「……え？」

　聞き返したダイに、ヒースは厳しい顔を向けた。

「馬車が予定にない道を通っている。明らかにおかしい」

「えぇ？」







　ヒースが背後の小窓から御者台を覗く。

　その顔に険しさが広がった。

「いつ入れ替わったんだ……」

「御者の人、うちのひとじゃないんですか？」

「えぇ。……声をひそめてください。それから、外套を着て」

　ヒースが切迫した声で指示を出す。ダイは急かされるまま、席の隅に丸めて置いてあった外套に袖を通した。

　ヒースも同様に外套を身につける。

「ダイ、このあたりがどこかわかりますか？」

「裏町の……ええっと、工房街手前ですね。この方向だと、たぶん、倉庫街に向かっている気がします」

「倉庫？」

「工房が持っているんです。見た目は一軒家みたいな感じで、古くなった道具とか、納品できないけど捨てるに捨てられないようなものを入れているらしいです。そういう倉庫が、並んでいる場所で……近くに貴族街へ続く北の小門があります」

　貴族街と平民街を隔てる内壁には門が三か所ある。ひとつはダイも通った中央門。そして北と南の小門である。

　眉間のしわを深めて、ヒースが低く呻く。

「……どちらだ」

「……え？」

「いえ、こちらの話です。……馬車から飛び降りた経験は？」

「あ、ありませんよ……馬車に乗ったことだって、数えるぐらいしかないんですよ」

　せいぜい乗り合い馬車で中心街に買い出しに出かけた程度である。それでも十指に足らない。

「……速度が落ち始めたときに出ましょう。幸い、道が狭いから、いまもそれほど速くない。いらないものを先に屋敷へ戻しておいてよかった……。荷は置いていきなさい。あとで揃え直せばいい」

「え、えぇ……本当に飛び降りるんですか……？」

「殺されなかったとしても、身代金を求められては面倒です」

「……ミズウィーリにはお金がないから？」

「ご明めい察さつ」

　よくわかりましたね、と、ヒースがダイを褒める。

　ダイはため息を吐いた。このようなことで彼に感心されたくなかった。

　誘拐された理由はわからない。

　しかし待っている結末はろくなものではない。

「この道の先でもっと速度の落ちそうな場所はありますか？」

　ヒースから質問を受け、ダイは窓の外を真剣に見た。頭の中で地図を広げて、現在地を必死に照合する。

「……四軒先から、曲がり角が続きます」

「出る心づもりを」

　ヒースが懐から金属の板を取り出した。ぱっと見、荷札に似ていた。指二本分の大きさをした薄い板だ。

　彼はそれをおもむろに扉と壁の隙間に差し込んだ。

　そのまま待つこと十呼間。板を上へと跳ね上げる。

　かちん、と、いう、掛け金の外れる音。

　扉が風圧に押され、勢いよく跳ね開いた。

「ダイ！」

　ヒースがダイの手首を摑んだ。

　そしてダイは彼に引きずられるようにして、馬車を飛び降りていた。







《女王選出の儀》──女王選とは、何も貴族だけのものではない。平民にとっての祭事でもある。

　女王選に便乗し、城下はどこもかしこもお祭り騒ぎ。思い返せば花街でも気前のよい客と宴が増えていた。そしてそれは工房街も例外ではないようだ。女王選の影響を大いに受けてか、とにかく混雑しきりである。

　商人たちが狭い通りの角を占拠して、手押し車いっぱいの雑貨を売り捌さばいている。工房の職人たちも負けじとその玄関口に敷布を広げて、彼らの製作物と思しき小物を溢れんばかりに並べていた。

　そういった露店の前を往来する人々に阻まれて、馬車の速度は思いのほか緩やかだった。飛び降りたダイたちも大だい事じなく、すぐさま逃げることができた。

　だがこれでひと息つけるかと思えばそうではなかった。

　ダイたちを追ってくる輩やからがいる。

　人数は二、三人。薄汚れた外套に生成りの上下という、旅人によくある出いで立たちをした男たちだ。馬車の進行方向から、肉厚の短剣を片手に握ってこちらを追跡してくる。

　十中八九、ミズウィーリの御者になりかわっていた男の仲間である。

　ダイはヒースと共に街を走りながら声を上げた。

「い、いったい、なんなんですか……!?」

「わかりません！」

　売り物と思しき衣服が掛かった竿さおを、派手に引き倒してヒースが叫ぶ。

「友人ではありませんよ！　少なくともね！」

　竿は露店の支柱も兼ねていたのか、露店が布張りの屋根ごと崩れた。店主の怒声が背後で弾ける。

「ばかやろうが！」

　店主には同情するが、謝罪する余裕はない。ダイは背後を振り返った。外套姿の男たちはかなり距離を縮めている。ヒースは路肩に積まれていた樽たるを蹴り飛ばした。ぎゃあ、わぁ、と騒ぎ立てる通行人が、追跡者たちの進路を阻む間に、ふたりで雑踏の中をひた走る。

　ダイの手首を摑んで先導しながらヒースが問うた。

「近くに知り合いは？」

「い、いません……！」

　工房街を居とする職人の知り合いは幾人かいる。だが彼らの住まいはここから遠い。

　見ず知らずのひとに助けを求めるわけにもいかない。相手が得物を手にしている以上、下手を打つと無関係な者に死者が出ることもありえた。

（……きつい）

　右へ左へ。あるいは前後へ、露店の間を往来する人の群れに突っ込んで走る。ひっきりなしにだれかと衝突し、ときに足を踏まれる。他人の肘が眼前を掠め、あわや追突ということもあった。

　そのような状況下でも、ヒースの足は速かった。

　どのように道を選んでいるのか。上空を見据えて走る彼は、方向転換も頻繁だった。初めはダイ自らヒースを追っていたはずなのに、いつしか振り回されるままになっていた。

　ダイの肺が悲鳴を上げる。

　息を吐き出しながら天を仰ぐ。

　黒い影が青空を滑っている。

　奇妙に大きな鳥だ。

　それに気を取られた直後、ダイは足を縺もつれさせた。路地に転がり込むように転倒する。

「ダイ！」

「すみま、せっ……」

　ダイは立ち上がろうともがいた。なのに脇腹がねじり上げられたように痛んで、身体を上手く起こせない。

　胸元を握りしめ、うずくまっていると、唐突に身体が宙に浮いた。

　ヒースがダイを抱えて、やや奧まで移動させる。

「ここでやり過ごしなさい」

　積まれた樽の間にダイを押し込み、早口でヒースが告げた。

「落ち着いたら花街に。アスマならミズウィーリと遣り取りできます」

「ちょっ……リヴォートさまっ……！」

　ダイは離れたヒースの手をとっさに摑んだ。

　踏鞴たたらを踏んで、ヒースが怒鳴る。

「放しなさい！」

「駄目です！　逃げるなら、方向が逆です……！」

　ヒースは路地から通りへ飛び出そうとしている。

「おとりになるなら、わたしです……！　あなたが……逃げてくださいっ！」

　おそらくヒース単独なら逃げられた。足手まといになっているのは自分だ。

　ヒースが口を引き結ぶ。

　ダイは喘あえぐようにして呻いた。

「はやく……！」

「だめです」

　ヒースが告げた。

　彼は通りを睨み据えていた。

「もう遅い」

　通りへの入り口に三人の男が立っている。

　ダイを背に庇ってヒースが彼らと対峙した。

「何が、狙いだ？」

　ヒースが静かに尋ねた。

　研いだ刃のように冷たく鋭い声だった。

「わたしが、狙いか──……？」

　襲撃者たちは答えず、腰を低く落とした。

　先頭に立つひとりがそのまま地を強く蹴り、短剣を構えたままダイたちの下へ跳躍する。

　振り上げられた鋼の煌めきをヒースの肩越しに見て、ダイは思わず身をすくめた。

（殺される）

　そう覚悟した瞬間だった。

「がっ……」

　男が呻いた。

　薄目で様子を窺うかがったダイは啞然とした。

「な……に？」

　何だ。これは。

　男が、標本の虫よろしく、宙に張り付けになっている。

　現実感のない光景。一瞬、幻かとダイは思った。だが現実らしい。ヒースもまたダイと同様、宙に浮いた男を愕がく然ぜんと見つめている。

　ふいに男の身体が仲間たちの頭上を越え、路地の入り口まで引き戻される。

　次に男の仲間のふたりが前のめりに倒れた。

「なっ……あぐっ！」

　足首を後ろから不意に摑まれて、転倒したような動きだった。実際、彼らは短剣で足許を切り払った。そこに目に見えない縄でもあるかのような仕草だ。

　彼らは抵抗も虚むなしく、建物の角へ勢いよく引きずり込まれていく。

「あぁああっ……ぐぎゅっ！」

　地面に爪や剣を立てながら、男たちは路地から消えた。彼らの姿はどこにもない。地面に付けられた抵抗の痕跡だけが彼らの存在の証明である。

　ふっと、耳に表通りのざわめきが届いた。

　いつの間にか聞こえなくなっていた音だった。

　通過する馬車の車輪の軋みと馬ば蹄てい音おん。商売の掛け声。往来する、人々の笑い。

　それらに交じって、近づいてくる足音がある。

「あ、いたいた」

　路地を窺うように、建物の陰からひょこっと、女が顔を覗かせた。

「あらぁ、お話に違たがわず、きれいな子たち。こーんーにーちーは！　ご無事かしらぁ？」

　にこやかな笑みを浮かべたその女が、ダイたちのもとへと歩いてくる。

　二十代半ばか、それ以降か。妙齢にも見える年のわからない女だった。ゆるく波打つ銅あかがね色いろの髪を、一本の三つ編みにして肩に掛けている。笑みに細められた目は亜あ麻ま色いろで、寝こける猫を思わせた。身体の優美な曲線をすっきりと見せる細身の服を着て、麺麭パンの入ったかごを片腕に抱えている。近所へ買い物に出ていた通りすがり、といった風情だった。

　ヒースが疑わしげにダイを見る。ダイは勢いよく首を横に振った。

　心当たりはない。初対面だ。

　ダイたちの前で屈んで、彼女は順番に指をさす。

「こっちがヒース、こっちがダイ。……ミゲル君のところで、わたしを探していたおふたりさん、で、合っているかしら？」

「……あなたは」

「初めまして。わたしはアルヴィナ」

　問いかけるヒースを遮り、にっこり笑って彼女は名乗った。

「ミゲル君のところに化粧品を卸している魔術師はわたしです。アルヴィーって呼んでくれると嬉しいな」







　アルヴィナの案内に従って路地裏から移動する。彼女の家は工房街の細道を進んだ奥まった場所にあった。

　一見、こぢんまりとした古い一軒家。だが足を踏み入れると外見に反して妙に間取りが広い。玄関から真っ直ぐ延びた廊下には扉が五枚もある。

　その突き当たりの扉を開いてアルヴィナは言った。

「ミゲル君から呼び出しがあるなんて初めてでねぇ。何事かって思ったの。帰り道に会えてよかったわぁ。あ、どうぞ。そこに座ってね」

「はぁ……」

「……失礼します」

　手近な長椅子をアルヴィナから勧められ、ダイは生返事を、ヒースは警戒している顔で断りを入れ、ふたり隣り合って着席する。

　ダイはかしこまったまま、室内の様子をそっと見た。

　通された部屋は炊事場、兼、居室らしい。大きめの円卓がふたつの空間を区切っている。その卓上に麺麭の入ったかごを置き、アルヴィナは炊事場へ入っていった。

　居室は花や絵、小さな宝石箱、異国のものらしい民芸品、人形に古い本と、実に様々なもので飾ってあった。

　ダイから見て左手側は、大きな窓になっている。玻は璃り製の掃き出し窓だ。見事な透明度を誇る窓で、その向こうは中庭であるらしい。やわらかな陽光を受けた緑と花が生い茂る。ここは本当に工房街なのかと、疑わしくなるような景色である。

　そこまでダイが観察したところで、アルヴィナが居室まで戻ってくる。彼女は茶道具と菓子の載った盆を携えていた。

「とりあえず、お茶をどうぞ。たくさん走っていたみたいだから、疲れたでしょう？」

　ダイたちの対面の席に腰を下ろし、アルヴィナが紅茶を茶器へそそぐ。その香りにダイは思わず喉を鳴らした。彼女に言われた通り、喉がからからだった。勧められた茶器に手を伸ばす。

　ヒースがその手を押しとどめた。

　険しい顔で彼は尋ねる。

「……わたしたちの追われる姿を、あなたはどこかで見ていたのですか？」

「ん？　うん」

　アルヴィナがあっさり首肯する。

「なんだか、大変そうだったねぇ」

　大変どころか死にかけたのだが、アルヴィナの言葉に深刻さはない。

　ヒースが眉間のしわを深めて追及する。

「ちなみにあなたは彼らがだれかを知っていた？」

「いいえ。まったく」

「では……三人がどこへ消えたか。……あなたはご存じですか？」

　襲撃者の三人が奇妙なかたちで退場してすぐ、彼らの消えた建物の陰からアルヴィナは現れた。彼女が男たちのその後を目にしていてもおかしくはない。

　アルヴィナは頰に人差し指を当てて、んー、と唸った。

「さぁ、どこに行ったのかしら。そこまで、わたしは把握していないわ」

「質問を替えます」

　ヒースが声を低めて尋ねる。

「……あの三人が急に消えたのは、あなたが何かをしたから、という理解で、よろしいのですか？」

「そうね」

　アルヴィナは肯定を返した。

「だって、あなたたちとお話しするのにお邪魔だったんだもの」

　まるで余分な椅子を片付けた、とでもいうような、軽い口調だった。

「……あ、もしかして、捕まえておいたほうがよかった？　ごめんね」

「……いいえ。もうひとつ、質問をよろしいですか？」

「どうぞ？」

「いったい──彼らをどのように？」

　自分たちの前から消して見せたのか。やはり気になる点はそこだ。

　ヒースの質問に唸ったアルヴィナは、円卓の上を見て、ぽん、と、手を打った。そのまま炊事場の戸棚を振り返る。

　アルヴィナは何気なく右手を掲げた──だけのように見えた。

　だが次の瞬間、彼女の手の中には陶器の壺があった。戸棚の中にあったはずの壺だ。

「えっ」

「砂糖を持ってくるのを忘れていたわ」

　アルヴィナは笑って、壺の蓋を開けている。

　ヒースがため息交じりに呟いた。

「魔術師──……」

（これが）

　本物の、魔術師。

　ダイは息を呑んだ。

「こんな感じで、身体をどこかに飛ばしたの」

　アルヴィナが紅茶に砂糖を匙で溶かし入れながら間延びした口調で言った。

「運が良ければ街中に。そうでなければ王都から遠いどこか。魔力で放り投げた感じだから、どこへ行ったかはわからないかなぁ」

「……わかりました」

　ヒースが頷いて視線を下げる。黙考している顔だ。アルヴィナの言葉に何か引っかかるものがあるらしい。

　やおら面おもてを上げた彼は慎重な声音でアルヴィナに請うた。

「化粧品を見せていただきたい」

「化粧品？　わたしが作ったのを？」

「そうです。完成したものがあればよいですが、作りかけでも。あなたを探していたのも、彼が使う化粧品を求めてのことでしたので」

「彼」

　アルヴィナがぱちくりと瞬いてダイを見る。

　彼女は唇に人差し指を当て、んん、と視線を斜め上に向けた。

「……ンー。まぁいっか。……つまりアレね。襲ってきた子たちとわたしの関係がわからないから、ヒースはせめてわたしがちゃあんとミゲル君の知り合いの、お化粧品を作っているひとか確かめたいのね」

　ヒースは無言だ。それが肯定を示している。

　くふ、と、アルヴィナは笑った。

「まぁ、状況からして、怪しいね、わたし。うんうん。ヒースの警戒するそのココロ、間違ってないと、おねーさんは思うな。面倒くさがっちゃだめってことね。捕まえておけばよかったんだね」

　アルヴィナは茶器を受け皿に置いた。手の付けられていないふたり分の茶器を一いち瞥べつし、彼女は苦笑しながら立ち上がる。

「さて、じゃあ、行きましょうか」

「……行くって、どこに？」

　ダイの問いにアルヴィナはにっこり笑った。

「わたしの工房。……お化粧品、見たいんでしょう？」







　先ほど目にした廊下に並んだ扉のうち一枚が工房への入り口だという。ダイとヒースを連れて扉を開け、アルヴィナがすぐ右手の壁を五指でなぞる。

　刹せつ那な、淡い緑に輝く幾き何か学がく模様が浮かんで燐りん光こうを散らす。

　室内が真っ白な光に満ちた。

「わっ……」

「んー、ちょっと眩しいかしら」

　アルヴィナが呟きながら、幾何学模様に指を滑らせる。ほんのひと刷はき。まるで窓枠に溜まった埃を拭うかのような動作だった。それだけで彼女の指が滑る傍から、模様が次々に書き換えられ、室内を照らしていた天井の白光が、徐々にやわらかな橙だいだい色いろへ変じていく。

　そしてまさしく魔術師の工房とでもいうべき、雑然としながらも好奇心を刺激する半地下の部屋が、ダイたちの目の前に現れた。

「すごい……」

　ダイは感嘆の声を上げた。

　まず、広い空間の中央に鎮座する、巨大な装置に目を奪われた。

　杯を巨大にしたような形の台座に、赤子の頭ほどもある半球型の水晶が取り付けられている。水晶の中央には六ろつ角かく錐すいの石が横倒しに浮かんでいて、その先端が台座に放射状に刻まれた目盛の一角を指し示していた。

　装置に歩み寄ったヒースが、興味深そうに水晶を覗き込む。

「これは……方位計、ですか？」

「方位計？　めちゃくちゃ大きいですよ!?」

「間違いないでしょう。ここに、招しよう力りき石せきがあります。こちらもとんでもない大きさですが」

　ヒースが六角錘の石を指さす。

　ダイは彼の隣に並び、その石を見つめた。

　時と同様に方角は、魔から判別できる。ただし昨今はそれをできない者の方が多数派だ。彼らのための補助具が、時計や方位計である。

　ただしこの二品、いずれも市場には滅多に出回らない。材料が非常に高価なのだ。

　その中の最たるものが、方位計の中央で浮かぶ石──招力石だった。

《招力石》とは魔術的効果を発揮する石である。厳密に言うと石ではなく、魔力を溜め込む特殊な樹木を加工したものらしい。効果は定着させた術次第。火を熾したり、水を濾ろ過かしたり、温めたり。下町でも日常的に用いられている。

　ただし、普段使いされるようなものは、形の不揃いな屑くず石いしに限られる。

　一度だけ、アスマに質の高い招力石を見せてもらったことがある。透明度の高い、淡い緑の石で、目を凝こらすと銀が星のように煌めく。

　方位計に浮かぶ石の特徴は、過去に見た石と同じものだ。

　アスマの石がとんでもない額だったことを思い出して、ダイは呻いた。

「い、いくらぐらい、するんでしょうか……？」

「……わたしたちの住むあの屋敷の一棟なら、余裕で建ちますね」

「ひっ!?」

「本物なら、ですが」

「本物よ？」

　ヒースの呟きにアルヴィナが口を挟んだ。

　方位計の傍で腰に手を当て、呆れた様子で彼女は呟く。

「もー、こんなとこで立ち止まってないで。あなたたちのお目当てはこっちよ？」

「すみません。驚いて……」

「あとでいくらでも見てちょうだいな。でも、まずは証明させて欲しいかしら。お化粧品をちゃあんと作ってますよってこと」

　アルヴィナがひらりと身をひるがえして方位計から離れる。

　ダイは慌てて彼女に続いた。

　工房内は方位計のほかにも珍しい器具や道具の宝庫だった。

　床に置かれたかごには鋼色の歯車やら、幾何学模様を刻んだ金属の箱やらが、無造作に突っ込まれている。不思議な色合いの液体で満ちた小瓶が壁面の棚の一角を埋め、その下の段には大小様々な水晶が放り込まれていた。文字の刻まれた木板や銅板が束ねて立てかけられ、壁から突き出た鈎かぎ状じようの金具からは、銀の首飾りがじゃらじゃら下がっている。はまっている石がすべて招力石に見えるので、魔術具の一種かもしれない。

　それらを横目に通り過ぎて、作業台の並ぶ奧まで来ると、すり鉢や乳棒、蒸留器などが視界に入った。天井には紐が渡されて、乾燥させた花や香草が吊されている。

　アルヴィナが作業台に箱をいくつも積み上げていく。

　ダイは蓋を開けて中を覗いた。乾燥した植物を緩衝材に、様々な瓶が詰められていた。

「開けてもいいですか？」

「どうぞ」

　アルヴィナの許可を仰いでから、ダイは中身をひとつひとつ検あらためつつ、瓶を作業台に並べ置いた。

「化粧水、乳液……白粉……色粉もちゃんとある……」

「必要なものは揃いそうですか？」

「揃います！」

　ダイはヒースに笑顔で答えた。

　化粧水の香り、乳液の伸びのよさ、白粉の粉の細かさ、そして、色粉、練粉の繊細な発色。確かにダイが愛用している品々だ。

　作業台に陳列された小瓶の数を数えてヒースがため息を吐く。

「改めて見ると、すごい種類ですね……。助手の方と作っているのですか？」

「助手なんていないわよぅ。わたしひとりで作ってるの」

「ひとり!?　これを!?」

　ダイは目を剥いて隣のアルヴィナを振り仰いだ。

　ヒースが怪訝そうに眉根を寄せる。

「……魔術を用いて精製を？」

「まさか。魔術を使って作ったらすぐにできて、つまらないじゃない？　一回でこんなに作ったわけじゃないよ。こつこつ作ったのを置いてあるだけ」

「あの……それだと、物が悪くなりませんか？」

「箱に保持の術を掛けているの。あぁ、そこは魔術に頼っているわね」

　ダイの質問にアルヴィナが箱の一角を指し示す。刻まれた魔術文字が淡く光った。

　ヒースが腕を組んでアルヴィナに尋ねる。

「……ここまで色々作られたのには何か理由があるのですか？」

「趣味なの。作るのが」

「「しゅみ」」

　啞然としたダイの呻きがヒースのそれときれいに重なる。

　趣味でこの品質のものを作れるものなのか。本職が泣くだろう。

　アルヴィナが説明を続ける。

「時間はあり余っているし。この薬草を入れたらいいかしらぁ。あの花の色の粉を作りたいなー。みたいな感じで」

　商業的な観点を度外視して作り続けた結果が、この種類と量らしい。

「家に置き続けていても、仕方ないじゃない？　ミゲル君は出来がよければ、ちょっと変わったものでも引き取ってくれるから、助かっていたの。化粧水はともかく、色物は売り物としては薄すぎるって言われていたんだけど……」

　アルヴィナが腰を屈めてダイの顔を覗き込む。

　彼女は微笑んだ。

「使ってくれるひとがいるなんてね。うれしいな。ありがとう」

　アルヴィナの物作りは多岐にわたるようだが、これまで仕上がったものを使うひとがいなかったらしい。

　だからダイが愛用していると聞いて、とても嬉しかったのだと彼女は言った。

　ダイは並んだ小瓶を見た。

　見慣れた品々にほっとする。

「こちらこそ……ありがとうございます。あなたの作った化粧品が、とても好きです」

　アルヴィナはにっこり笑った。

「さて、わたしがちゃんとお化粧品を作るひとで、ミゲル君からお話を聞いて、あなたたちを知っていた、ってことは信じてもらえた？　お茶ぐらい飲んでもらえる？」

「えぇ……信じました」

　問いかけられたヒースが苦笑する。

「改めて礼を」

　彼はアルヴィナに丁寧に頭を下げた。

「危ういところを、助けていただいたようです。……ありがとうございました」







　給仕された紅茶を拒んだことを、アルヴィナはやや根に持っていたらしい。彼女は仕切り直しね、と言って、必要な化粧品を引き取ったダイたちを居室へと押し戻した。

　ダイたちに紅茶を淹れ直し、炊事場と庭先を往復して、機嫌良く何かを作り始める。

　鍋をかき回して鼻歌を弾ませるアルヴィナの背を眺めながら、ダイは独りごちた。

「……もしかして、食事まで準備してくれているんでしょうか」

「……急ぎ、馬車と御者を探させなければならないのですが」

　その口ぶりからヒースはアルヴィナの歓待に応じるつもりらしい。大の男三人をどこかへ飛ばせるような魔術師の機嫌を、これ以上は損ねたくないのだろう。

「リヴォート様は先に戻られますか？　ここ、わたしひとりでも」

「わたしも残ります」

「でも」

「アルヴィナは襲撃者と無関係でしょう。腕のすこぶるよい魔術師です。わたしたちと関わりたかったのなら、もっと上手くやるはずだ。……とはいえ、危険がないとは言いきれません」

　相手は男三人をどうにかしてしまえる魔術の使い手である。彼女に敵意がないことはわかるが、安全を担保するにはもう少し時間が必要だ。

「……それと、あなたは自ら危険を引き受ける真似は控えなさい。襲われたときもそうでした」

　ヒースが苛立った様子で声音を低める。

「あなた、わたしの代わりにあの場に残ろうとしたでしょう」

　路地裏の出来事だ。ダイはおとりになろうとするヒースを引き留めた。彼はそのことを非難している。

「どうして大人しく隠れていようとしないんですか。余計な手出しをして……一歩間違えれば、ふたり、殺されるところだった」

「すみません……でも！　どう考えてもあそこで隠れるべきだったのはリヴォート様でしょう？」

「なぜ？」

「なぜって……あなたの代わりはいないじゃないですか」

　そもそもダイはローラから辞職の勧告を受けている。女王候補付きの《職人》は交代が利くのだ。ところがヒースはそうはいかない。ミズウィーリ家の柱だ。死なせるわけにはいかない。

「……アスマや花街の芸妓たちは？　あなたに何かあったら悲しむでしょう」

「……それは……」

　そうかもしれない。

　だが一方で──……きっと、安堵する。

　続く言葉をダイは飲み込んだ。

　しばしの沈黙。

　ヒースが嘆息する。

「……わたしの……愚痴を、聞いてくださるのでは、なかったのですか？」

　ダイは瞬いてヒースを見た。

「……ぐち……」

「えぇ。……もう忘れたんですか。そう時間は経っていませんが」

　恨めしげに、半ば呆れた様子でヒースが呻く。

　ダイは首を勢いよく振った。

「……覚えています。もちろん──はい、もちろん！」

　馬車から逃げ出す直前、弱音なら聞くと、ダイは確かにヒースに話した。

　まさか本当に彼がその話にのってくれるとは思わなかった。

　嬉しくなって、ダイは勢い込んで言った。

「任せてください……！　マリアージュ様への愚痴でも仕事の忙しさについてでも！」

　昔取ったなんとやら。繰り返すようだが、芸妓たちとの付き合いで、愚痴の聞き役には慣れている。

「なんでも聞きますね、リヴォート様」

「……ヒースでかまいませんよ」

　今度こそダイはヒースを二度見した。

　ヒースは珍しく目を彷徨わせている。眉間にしわを寄せた難しい顔で。言い訳を探しているかのように。

「……いえ。もちろん、役職を得ている手前、皆の前では控えていただきたいのですが。……考えてみれば、わたしも、ミズウィーリの中では、新参になります。……つまり……わたしの話を聞いてくださるなら、そのときは、対等でかまわない、と、いうことです」

　もって回った言い方だ。

　彼は軽く咳払いして話を続けた。

「ですので、いなくなられては困ります。……そもそもあなたは大事なミズウィーリの《職人》。あなたの化粧の腕に何かあれば損失ですから」

　ヒースは茶器を傾けてアルヴィナの紅茶を啜すすった。無駄にいい香りですね、と、呑気な感想を彼は述べる。

　ヒースを眺めながら、ダイは口元を引き結んだ。

　うれしかった。この男が、変わらず自分を化粧師として求めてくれていることが。

　今日も彼は忙しいはずなのに、何だかんだと理由をつけて、わざわざ同行してくれた。

　色々な話を丁寧に聞いてくれたことも含めて、ダイの気晴らしを兼ねていたのかもしれない。

　これほどまでしてくれているのに、仕事を自ら放り投げたとあっては化粧師の名折れだ。

　マリアージュともう一度、きちんと話をしよう、とダイは思った。

　あんな怒りくるった状態で、彼女に問いかけるのではなくて。職人として、化粧師として。

　もっと、ちゃんと、冷静に。

　求められる仕事をしよう。

「ヒース」

　許された名前を呼んでみる。

「……何ですか？」

　ヒースがぎこちなく応じる。

　ダイは微笑んだ。

「ありがとうございます。──これからも、がんばります」

　ヒースも笑みに口角を上げた。

「えぇ。期待しています」







　アルヴィナは久方ぶりの客人を手料理で存分にもてなした。家を訪ねてくる知ち己きは少なく、彼らは来たところで薄情にもさっさと帰るので、他人にご馳走を振る舞える機会を得られ、とても、とても満足である。

　日没前、帰宅を急ぐという客人たちを家の前で見送る。良い気分にさせてくれたから、礼も兼ねて軽く祝福を掛けてやった。これで無事に帰宅するだろうし、化粧品のこともあって連絡先を教えたから、また何か言ってくるやもしれない。それはそれで楽しみだ。

　日も落ちきり、客人ふたりの影が夜の闇に吸い込まれたのち、入れ替わりに三人の男たちが姿を現した。昼に客人たちを襲っていた輩だ。

　アルヴィナは彼らに労いの言葉を掛けた。

「こんばんは。わざわざわたしを探したの？　ご苦労さまねぇ」

　対して、男たちの返答は端的だった。

「死ね」

　アルヴィナが客人たちの前から排除した彼ら。あのとき思ったより近場に落としてしまっていたらしい。そのまま逃げていればよかったのに、彼らは愚かにもアルヴィナに報ほう復ふくしに来た。

　いや、祝福で害意あるものたちから視認できなくなっている客人たちに用があるのか。

　どうでもいい。

　客人のためには彼らを捕縛したほうがよいのかもしれない。だがさすがにそこまでしてやる義理もなかった。

　男たちが三方に別れ、それぞれの得物を手に、アルヴィナ目がけて跳躍する。

　アルヴィナは肩をすくめ、魔術の構成を編んだ。

　本来、アルヴィナの家は王都からやや離れた荒野のただ中にある。そこと王都に借りたこの家の玄関を、手間暇かけた術でつないであるのだ。このまま男たちを逃がして、家の門を壊されでもしたら面倒だ。

　だからこれは、呼ばれぬ来訪者たちを、今度こそ、現世から消し去るための術。

　魔力の光が家の前の細道を、いっとき昼のように染め上げる。

　ほかの魔術師がその様相を目にしていたならば、畏い怖ふに凍り付くだろう──このような術、ありえない、と。

　程なく家周りが平和な夜に戻る。

　アルヴィナは鼻歌を歌いながら、扉を潜って帰っていった。
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　無事に化粧品の調達を終えて、改めてマリアージュと話し合う。

　と、心意気を新たにしたまではよかった。







「マリア様……マリアージュ様！」

　早朝。ティティアンナが扉を叩きながら、寝室の主に呼びかけてかれこれ四半刻となる。ダイはマリアージュの朝の支し度たくを手伝うべく、彼女の居室をティティアンナと共に訪れていた──しかし。

　ダイは諦め顔の同僚に問いかけた。

「だめですか？」

「えぇ」

　扉の前から離れたティティアンナが、顔の横で力なく手を振った。

「物音がしているから、起きてはいらっしゃるんでしょう。でも」

　マリアージュは部屋から出てこない。

「時間よ、ティティ」

「メイベル……と、シシィ」

　廊下からしびれを切らした侍女ふたりが、食事の載った台車を押して現れた。

　メイベルが腰に手を当てて呆れた目を向ける。

「これでわかったでしょ。ダイがいると、マリアージュ様は出てこられないの。……時間が押してしまうから、ダイは部屋から出てくれる？」

「メイベル！　そういう言い方って」

「ティティ」

　メイベルに食って掛かるティティアンナをダイは慌てて押しとどめる。

　そしてメイベルたちに笑顔を作った。

「すみません。お邪魔しました。……マリアージュ様、失礼いたします」

　そうして顔を見せない主人に挨拶し、ダイは居室を後にした。







　──この朝の一幕を、思い出したらしい。

「なんなの！　あの、メイベルの態度！」

　客室の清掃点検中。鏡を磨いていたティティアンナが、唐突に叫び出した。

「マリアージュ様がお会いになるのは、あんたなんかどうだっていいからなの！　なんなのなんなの！　マリアージュ様が大人しくなられたら、急に自分が昔からの付き人です、みたいな顔をして！」

「ティティ、落ち着いて……」

「落ち着いているよ!?　ちょっと腹が立っているだけなの！」

　ティティアンナが布巾をぐしゃりと握りつぶす。

　ダイは苦く笑って、椅子磨きに戻った。

　ダイと口論した最初の三日間、マリアージュは吐き気、目眩めまい、腹痛、頭痛を訴えて女王選の活動を休んだ。その後はヒースに部屋から引きずり出され、方々の催しへ出かけるようになったものの、ダイとは頑かたくなに会おうとしない。

　安息日をひとつ数えた現在、マリアージュは侍女の手を借りて化粧を行う。白粉おしろいと口紅だけの昔ながらの化粧だ。一方のダイは開店休業。侍女の雑務を手伝いながら、日々を過ごしている状態である。

（道具も揃えられたんですけどね……）

　得体の知れない輩やからに襲われる過程で行方不明となった馬車は、工房街の一角に乗り捨てられていたところを発見された。積まれていた荷は手付かずで、ミゲルの店で調達した道具類も手元に戻った。ヒースは犯人捜しの対応に追われているが、ダイはこの件に関しては何もすることがなく解放されている。

　一難去ってまた一難。マリアージュからの拒絶に加え、同僚たちからの風当たりが日増しに強くなっているのが、ダイの現状だった。

　面と向かって嘲あざけることはなかったとしても、挨拶を無視されたり、さりげなく距離を取られたり、皆、ダイと関わり合いになるまいとしている。それがすでに七日も続いているのだ。

　ダイは木目の美しい椅子の背にため息を吹きかけた。

「どうにかしないと……」

「本当。これは、由ゆ々ゆしき事態よ」

　ティティアンナがすかさずダイに同意を示す。

　ダイは不思議に思って尋ねた。

「……あの、ティティはどうして一緒にいてくれるんですか？　わたしに付いていて、仕事がやりにくくありません？」

　ティティアンナはミズウィーリ家生え抜きの使用人である。そのおかげかダイと普通に接していても、同僚たちからあからさまに無視されることは少ないようだ。ただ周りから白い目で見られてはいるはずである。

　あっけらかんとティティアンナは答える。

「仕事がしにくいなんていまさらだよ。侍女で一番の年下だから、面倒なことだって思われることは、いつもわたしの役目だったのね。マリアージュ様のお守りとか、リヴォート様への伝令役とかね」

「……なるほど」

　ダイは納得に手を打った。ダイの世話役をティティアンナが言いつかった理由もそれか。

「最初はまたかって思ったんだけどね。でも、ダイは聞いていた以上にちっさいんだもの……これは放っておけないわって」

　ダイがあまりにも子どもに見えたということもあって、ティティアンナは最初から優しく接してくれていたらしい。苦笑したダイに彼女は居心地悪そうに弁解した。

「いま一緒にいるのは、ダイがすごいからよ。ダイのお化粧、本当に素敵だし、あのマリアージュ様と根気強く付き合ったのが何よりすごいわ……。だ、か、ら！　みんなにすっごく腹が立つの！」

　同僚たちへの怒りを思い出したらしい。ティティアンナはにわかに拳を握って振り回す。

「皆さんの気持ち、わからないでもないんですよ。ティティ」

　ダイはティティアンナに穏やかに告げた。

「皆さんからしてみたら、わたしは現状を引っ掻き回すことだけして、マリアージュ様には、化粧をできないって言って、自分から仕事を投げた人間でしょう？　……なのにまだここに居座って、皆より高い給金をもらっている……」

　皆の理不尽な扱いにやるせなさを覚える。だが、彼らがダイを目障りだと思う気持ちもわかるのだ。

「……ここを辞めた方が落ち着くのかもしれないって、思うことはあります」

「……ダイは辞めたいの？」

「辞めるつもりはないですよ」

　ダイはにっこり笑った。

「マリアージュ様とちゃんと話したいですし、その上でいい仕事をしたいなって思っています。ただ……わたしは化粧師──職人ですから。わたしの腕を、欲しいと、言ってくださらないかぎり、わたしはここに居続けることはできない」

　ヒースが求めてくれたから、ダイはミズウィーリに来られた。辞めないでいられた。だが、これからはどうだろうか。

「ティティはわたしが劇場から来たって聞いていますよね。わたしの前の勤め先にはたくさんの芸妓……踊り子のひとがいましたけれど、人気の出ない、求められない子は店を移ります。いくらわたしが留め置きたいと望んでも、それでは物事が立ち行かない。……えぇっと、それで、何が言いたいかっていうと。……わたしは急にいなくなってしまうかもしれません。だから、あんまり皆を非難したら、だめです」

　今度はティティアンナが孤立してしまうかもしれないのだ。それだけはダイとしても避けたかった。

「でも……それでも、なんだかいやなの」

　ティティアンナが悔しそうな表情で唇を嚙みしめた。

「ダイってば、お人よしにも程があるよ。ここは皆のことなんて考えなくていい。ひどい態度に怒っていいところなの！　だって皆、何もしていないじゃない？　ダイはわたしたちの代わりに、マリアージュ様と向き合っただけなの。どうしてダイが厄介者みたいに扱われるの？」

「ま、まぁ、アレです。マリアージュ様がわたしを避けているんですから、皆さん、ご主人の意向に倣ならっているんですよ……」

「マリアージュ様はダイを避けているんじゃないよ。初めてまともに怒られて、うろたえていらっしゃるだけ」

　唇を尖らせるティティアンナにダイは笑った。彼女の発言の内容には聞き覚えがある。

「リヴォート様も、似たようなことをおっしゃっていましたね……」

「でしょう？」

　なぜか勝ち誇った顔をして、ティティアンナは胸を張った。

「マリアージュ様が本当にダイのことをお嫌いなら、あのあとすぐに辞めさせろって大騒ぎしているわ。だからダイはどーんと構えて待っていればいいのよ」

　でも、みんなに軽んじられちゃうのは、考えものよね。

　ぶつぶつと呟きながら、ティティアンナが鏡磨きへ戻る。

　彼女の背にダイは呼びかけた。

「ティティ」

　ティティアンナが訝しげに振り返る。

「なぁに？」

「──ありがとうございます」

　ダイはティティアンナに微笑んだ。

　ミズウィーリに来てからの短い期間、ダイの仕事を見てくれていたひとは確かにいる。

　そのことが、とてもうれしかった。

　ダイを見返したティティアンナが瞠どう目もくして動きをぴたりと止める。

　一拍後、彼女はそのままその場に崩れ落ちた。

　ダイはぎょっと目を剥むいて彼女に駆け寄った。

「ティティ!?　えっ、どうしたんですか!?」

「な、なんでもないの……」

　磨いていた鏡台に突っ伏して、ティティアンナはぱたぱたと手を振った。

「知らなかった……。ダイの笑顔って、破壊力あるね……」

「はかいりょく」

「人を殺せそう」

「はぁ？」

「気にしないでいーの。……ごめんね。変なことを口走って。……うん。まずは仕事をがんばろう！」

　よろよろ立ち上がったティティアンナは、気合いたっぷりに拳を天へと突き上げる。

　仕事をこなすことに異論はなかったので、ダイも部屋の清掃に戻った。

「それにしても、面倒よね」

　鏡台の天板を水拭きしながら、ティティアンナが呟く。

「何がですか？」

「水場が下にしかないの」

　あぁ、と、ダイは水を張った桶を見下ろした。

「毎回、降りなきゃいけませんもんね」

　飲用水は下男が朝方に井戸から汲み上げて、《濾ろ過か》と《保持》の魔術が掛けられた各階の水瓶に溜め置かれる。一方、掃除などに用いられる水は、半地下の水場まで汲みにいかなければならなかった。汚お水すいを捨てるだけなら、近くの排水溝に流せばよいが、仕上げ用のきれいな水を求めるなら、桶を抱えてえっちらおっちら、階段を往復しなければならないのだ。

　ティティアンナがぼやいた。

「水道がどうにかなればねぇ」

「《調整》不足で動かないんですよね？」

「そうそう。水道管だとか、ほかの部分は傷んでいないんですって。でも肝心の調整がねぇ。魔術師ばっかりは、どうにもならないし」

　部品の取り換えや修理までなら、専門の職人がおらずとも、小器用な者がいれば何とかなる。しかし水道の機構そのものを動かす魔術の調整は魔術師にしか行えない。

「別にうちの家だけじゃなくて、どこの家も魔術の調整には頭を抱えているわ」

　ティティアンナが鏡台を乾拭きしながら言った。

「わたしがちっさなころは、魔術師もそこそこいたんだけれどね。魔の公国メイゼンブルがなくなってからかしら。急に少なくなったの」

　大陸のかつての政経の中心地、メイゼンブルは魔術の研究国家でもあったという。星の数ほどにあまたの魔術師を有し、各国に派遣も行っていた。当然、デルリゲイリアもその恩恵を受けていた。

　メイゼンブルが滅びて十五年。魔術師は王宮の保護するわずかな人数を残すばかり。貴族ですらおいそれと姿を見ることができない。

　と、ダイも先日までは思っていたのだ。

　ティティアンナが頰に手を当てて呟く。

「はぁ、どこかに暇そうな魔術師のひと、落ちてないかしら……」

「落ちてはないですが……。いることはいますね……」

「へぇ……そうなの。……えっ、いる!?」

　布巾を放り投げたティティアンナが、ダイに素早く歩み寄って詰問する。

「ダイ、魔術師の知り合いがいるの!?」

「え、えーっと、そうですね」

　ダイは視線を泳がせて白はく状じようした。

「つい先日、知り合ったばかりなんですが。……あの、わたしの化粧品、あれを作っている人が、魔術師だったんですよ。王宮勤めじゃなくて、平民街にいて……」

　モノづくりが趣味で、化粧品の製作まで手掛ける、一風変わった、腕のよい魔術師。

　噂が独り歩きしないよう、表現に気をつけながら、ダイはアルヴィナについて説明した。

　ティティアンナの目が徐々に見開かれ、爛らん々らんと輝き始める。

「それよ!!」

「は？」

　ティティアンナが叫んで、ダイにいっそう詰め寄る。気迫のこもった顔に迫られ、ダイは思わずたじろいだ。

「え、えーっと、ティティ、なにが？」

「だから、その魔術師の人を、紹介するのよ！　この家に！」

「しょ、紹介!?」

「そう！　そのひと、水道の魔術、調節できそうなんでしょ!?　だからこの家に紹介して、術式を調整してもらうのよ！」

　ティティアンナに上半身を激しく揺さぶられる。ダイは混乱しながら呻いた。

「え、えぇ……!?」

「いい？　ダイ。皆、もちろんハンティンドンさんも、水道を昔みたいに使えればいいなぁって思っていたはずなのよ。仕事の効率だって、うんとよくなるんだから！　水道だけじゃないわ。調節してもらいたい魔術はたくさんあるはず。たとえば、《保持》だとか、《灯り》だとか、厨房周りにだって……。なにより腕のいい魔術師を押さえておくことは、この家にとってすっごい利益のはずなんだから。ダイが紹介すれば、皆だって、もうちょっと、ダイに柔らかい態度を取ろうとするはずよ！」

　ダイの肩を握りしめて、ティティアンナが力説する。

　彼女の言には一理ある。

　だがその魔術師の必要性を承知しているヒースが、アルヴィナの存在を知りながら、調整の依頼を出していないのである。そこには意味があるはずだ。

　そもそも、ほとんどの魔術師が王宮に庇護されているというこのご時世に、アルヴィナは市井に家を構えているのだ。それは貴族と関わり合いを持ちたくない意思の表れではないのか。

　そういった諸もろ々もろを、考えはしたのだが。

「行きましょう、ダイ。リヴォート様にお話しするのよ」

「ティ、ティティ。リヴォート様はまだ忙し」

「すぐに!!」

　怖いほど真剣な顔でティティアンナに凄まれる。

　ダイは冷や汗が背を伝う感触を覚えながら、思わずこくこくと、首を縦に振っていたのだった。







　繰り返すが、アルヴィナは腕のよい魔術師である。

　ダイが目にしたことのある魔術師は、魔術の行使に時間をかけていた。それを彼女は息を吸うように扱ってみせる。それだけでいかに優れているかわかるというものだ。

　しかし彼女の素性はあやふやで、魔術とまったく関係のないものを作りながら、平民街で生活している。通常、魔術師は貴族に雇われながら魔術の研究に一生を捧げる傾向にあるというが、そこから大いにかけ離れた変わり者がアルヴィナだ。

　そのような彼女をただでさえ緊迫感の漂う屋敷に放り込んでどうなるか。その危うさに、ヒースも気づいていたはずである。

　だからダイはティティアンナの提案も、すぐに却きやつ下かされるものと思っていた。

　ところがティティアンナの熱意に押され、ふたりでヒースの執務室を訪ねた数日後。うららかな陽射しの昼下がり。

　ヒースの執務室には魔術師を紹介する声が響き渡っていた。

「──ローラ、キリム。彼女が魔術師のアルヴィナです。アルヴィナ、こちらが当家の侍女頭と執事長です」

　紹介を受けたアルヴィナが、柔らかな所作で一礼する。

「アルヴィナと申します。よろしくお願いいたします」

　典てん雅がな型だ。それはダイも学んだばかりの、宮廷式の礼だった。

　また、彼女の身につける縁ふちを銀と朱で縫い取った衣装は、王宮勤めの魔術師の制服とよく似ているらしい。その装いはアルヴィナの余裕のある態度と相まって、彼女がすこぶる腕のよい魔術師だと納得させる、超然とした雰囲気を醸し出している。

　一方、ローラや、壁際に控える侍女のメイベルは緊張感を漂わせている。魔術師という存在を歓迎するべきか、ダイの紹介した外の人間を疎うとむべきかを迷っているようにも見えた。

「依頼内容は当家の敷地内にある、全魔術の調整になります」

　室内の微妙な空気を無視したヒースが、契約内容の確認をアルヴィナと行う。

「最優先は建物の《保持》、排水や貯水関係、照明などです。数が多いので、詳細はお渡しする一覧に記載しました。目を通してください。仕事を行っていただく期間中、こちらに滞在いただきますが、無断での外出は控えてください」

「はい」

「……わたくしから少しよろしいでしょうか」

　常と同じく眉間にしわを寄せて、ローラが発言の許可を願い出る。

「調整には幾日程度お時間をいただくのでしょうか。長引くようなら、その心づもりをこちらもしなければなりません」

「ごめんなさい。掛かる日数は術を見てみないとわからないんです」

　アルヴィナは困ったように笑った。

「どれぐらい使われているかとか、放置されていたかとかにも拠りますから。今日、視察させていただいて、それから回答いたします。それで問題ありませんか？」

　アルヴィナがよどみなく受け答える。ローラはやや緊張を解いた。アルヴィナが無法者ではないと納得したらしかった。

「えぇ。それでかまいません。……。まずは滞在の部屋に案内いたします。……メイベル」

　控えていた壁際から一歩前へと進み出て、メイベルが軽く膝を曲げて会え釈しやくした。

「あなたに付ける侍女です。何か入用のものがあれば彼女におっしゃっていただければ結構です」

「準備が整いましたら、屋敷内の魔術を見て回り、調整できるものと、作業に掛かりそうな日数を申告してください」

　ローラに続いてヒースが述べる。

「作業には一覧を持たせたダイを付けます」

　アルヴィナがダイを向いて微笑む。ダイは真面目な顔を保ったまま、彼女にぺこりと頭を下げた。

　話の終了をヒースが告げる。

「質問はありませんね？　では、よろしくお願いいたします」







　アルヴィナを雇ってはどうかという提案を、ヒースは退しりぞけなかったのだ。

　執事長や侍女頭と協議した上でマリアージュに許可を取り付けた彼は、アルヴィナと連絡を取るようにダイへ指示を出した。そしてダイはあらかじめ教えられていた方法でアルヴィナと連絡を取り、彼女の家を再び訪ねて今回の契約を取り付けたのだった。

　仕事の内容はヒースが彼女に確認していた通り。屋敷の広範囲に及ぶ魔術の調整と点検を行う。

　ダイのような正式な使用人としてではなく、出来高制の短期雇用。招力石をいくつも保有しているだけあって金銭には困っていないのか、アルヴィナが応じたその契約金の額は破格の安さだったらしい。借金貴族、ミズウィーリ家の懐ふところ事情へのやさしさ満点である。

　だからこそ逆に胡う散さん臭くさく、ローラから余計に警戒されてしまったのだが、アルヴィナの態度は懸念を払ふつ拭しよくするものだった。

　散会したあとの執務室で、ダイは安堵のため息を吐いた。とにかく、一同の顔合わせが何事もなく終わって何よりである。

　皆の去った扉を見つめて、ダイの隣でヒースが呟く。

「大丈夫そうですね」

「……アルヴィーがきちんと受け答えしてくださるから、助かりました。……あ、いえ、できるはずがない、とか、そんなことは思っていなかったんですけど……」

「あなたのおっしゃりたい意味はわかりますよ」

　ヒースがダイに同意を示した。

「貴族とつながりはないようでしたが、工房にあった道具にあの礼の仕方……。やはりどこかに仕えたことがあるのでしょうね。雰囲気に気圧されてもいませんし、慣れている」

　ミズウィーリに初めて足を踏み入れた日、ダイは屋敷の規模に圧倒された。廊下を歩いても周囲をつい物珍しく見てしまったものだった。

　ところがアルヴィナは馬車から降りて執務室までの道中、華麗な調度品も、華やかに生けられた花も一顧だにしなかった。彼女は堂々と廊下を闊歩して、様子を遠巻きに見る使用人へ、にこやかな笑みを向ける余裕すらあった。

「実を言えば、わたしも心配していました」

　ヒースは告白した。

「アルヴィナがどこかずれた受け答えをするのではないか、とか、そうしてハンティンドン女史の不ふ興きようを買うのではないか、とね。……自宅で見た彼女はこう、変わっていましたから」

　アルヴィナは会話の通じない相手ではない。だが独特なのだ。浮世離れしている。

「だったらリヴォート様はどうして、アルヴィーを雇うことに賛成したんですか？　わたし、意外だったんですよ」

「意外？　なぜ？」

「アルヴィーを雇いたいなら、もっと早くに動いたんじゃありませんか。そうしなかったのは、理由があったからでしょう？」

　たとえば、水道ひとつ動くようになるだけで、掃除、洗濯、日常の飲用水の確保、様々なことがずいぶんと楽になる。灯らなかった魔術灯が復活すれば、使用する蝋ろう燭そくの数が減る。それを購入する費用が不要になる。

　そういった恩恵を受けられる機会を、当主代行たるこの男は見過ごすまい。

「逆に尋ねますが、あなたこそよかったのですか？」

　ヒースがダイに問い返した。

「アルヴィナがミズウィーリに来るということは、門向こうのご友人に、あなたの現状を知られる可能性があったわけですが」

　指摘を受けて、ダイは瞬またたいた。

　アルヴィナは元々ミゲルの知人である。今回の仕事の交渉で彼女のもとを訪れたとき、ダイの雇用先を知人には伏せてほしいと伝えている。けれども彼女がダイの希望通りにするいわれはない。アルヴィナと過ごした半日は、彼女の口の堅さを知るまでには至らなかった。

「まぁ、大丈夫だと思います」

　ダイは微笑んだ。

「ミゲルに知られたときは仕方がないので、彼に黙っていてもらいますよ」

　商売人は往々にして口が堅い。ミゲルも例外ではないとダイは知っている。彼とは長い付き合いだからだ。

「もしかしてそれを気にして？」

「あとはアルヴィナがわたしの知人というよりも、あなたの知人だからですね。……あなたが消極的なのに、強引にわたしが彼女に誘いをかけて、変にこじれてはあなたも困るでしょう？　化粧品が手に入らなくなる」

　つい先日、使い慣れた品を手にするためにふたりで苦労した。それもあってヒースもアルヴィナの件を言い出しかねていたらしい。

　ヒースが肩をすくめて呟く。

「ひとまず、アルヴィナは上手く対応してくれそうです。──これで、風向きが変わればいい」

　ダイの現状について、ヒースは述べている。

　ミズウィーリのすべてを握るといっても過言ではないこの男が、屋敷内の穏やかではない空気を把握していないはずがなかった。

　ダイは苦笑した。

「アルヴィーがいい仕事をしてくれたからって、わたしが感謝されるっていうことには、ならないとは思いますけれどね」

　ティティアンナには悪いが、ことはそう簡単に運ばないものだ。

　ダイの指摘にヒースが首を緩く横に振る。

「そこはわたしもそう期待していません。……ただ、アルヴィナがいれば、ティティアンナはあなたに張り付かなくてすむ」

　ダイは瞬いてヒースを仰ぎ見た。

「彼女の行いはあなたを思ってのことです。けれど、いまは度が過ぎて周囲との間に余計な軋あつ轢れきが生まれている。それは彼女にとってよいことではありません」

　同じことを考えている。

　そのことに興奮してダイは声を荒らげた。

「それ……わ、わたしも、心配していたんです！」

　ティティアンナは本当にダイに寄り添ってくれている。だからこそ、もしも今後いまのダイの状況に彼女が置かれたらと考えると心身が冷えるのだ。

「何より大切なことは、アルヴィナはこの家のしがらみとは無縁だということです」

　ヒースは続けた。

「この家に滞在する間、立場に縛られるわたしやティティアンナよりも──彼女はきっと、あなたの強い味方になってくれる」

　ふいに、ダイは悟った。

　──……あぁ。

（呼ばなくてもかまわなかったんだ）

　だれもがまず想像する魔術師を雇う利点を、ヒースはここまで一度も口にしていない。なぜだかわからない。だがダイは直感した。

　ヒースはきっと、魔術師を不要なものだと見ていた。

　だからアルヴィナに仕事の依頼を出さなかったのだ。それが真実だったのだ。得体の知れない存在を引き入れる。そのことがもたらす不利益の方を重視していたのかもしれない。

　それでも彼はアルヴィナを雇うことに踏み切った。

　ダイのためだ。

　うぬぼれかもしれない。けれども確信があった。

　ダイはうろたえながらヒースに詰問した。

「か……考えなかったんですか!?　これ以上、状況が悪くなるかもしれないって」

「もちろん、考えました。……ですので、そのあたりの事情はアルヴィナに話してあります」

「話!?　いつ!?」

「書簡で」

　ダイがアルヴィナのもとへ交渉に出向く前後にも、ヒースはほぼ毎日、彼女と手紙の遣り取りをしていた。てっきりそれは契約関係のものばかりなのだろうとダイは思っていた。

　思わず摑んでいたヒースの腕から手を放す。

　ダイは喉を鳴らしてヒースを見上げた。

（何だろう……）

　ダイは汗ばむ手をゆっくり握った。本当は襟元を握りしめたかった。

　ありがとうと、感謝を告げるべきだ。

　なのに上手く言葉が出てこないのだ。

「さぁ、あなたもそろそろ行きなさい。……アルヴィナも部屋に落ち着いて、支度が整ったころでしょう」

　何も言えずにいたダイに、ヒースが行動を催促する。これからアルヴィナと合流し、彼女に屋敷を案内して回る仕事はダイの役目だ。

　ダイは促されるまま歩くと、扉に手を掛けて振り向いた。

「ヒースもしんどいことがあったら何でも言ってくださいね！　しっかり聞きます！」

　呆れた目をしたヒースがため息を吐く。

「それよりわたしが愚ぐ痴ちらなくていい状況を、あなたも早く作ってください。心身が持たない」

　それ自体が彼の愚痴だったのかもしれない。

　ただダイを見送る彼は笑っていた。







　何はともあれ。

　アルヴィナの仕事の補佐に取り組む前に、ダイにはしなければならないことがあった。

　謝罪である。

「わたしから何も言わず、ややこしい事情に巻き込んでしまって、すみませんでした」

　アルヴィナの部屋で彼女と合流し、ダイは丁寧に頭を下げた。

　対人関係の摩ま擦さつに巻き込んでしまい、彼女には申し訳ないにも程がある。しかも説明はヒースからと来た。本来なら当事者のダイが話を通すべきところである。

「いいのいいの。だぁいじょうぶ。がんばるわね！」

　ダイの謝罪をアルヴィナが笑顔で一いつ蹴しゆうする。

　そのあまりの能天気さに不安になりながら、ダイは縮こまって申告した。

「あ、あの。一応、念のため言いますが、アルヴィーがこう、わたしのせいで変な言いがかりをつけられるかもしれないんですが」

「そんなの平気よぉ。あと、謝る必要はないのよ。わたしが好きで引き受けたの。あなたの味方になるってね」

　アルヴィナは片目をぱちっと瞑った。

「ほんのちょっとしか会っていないのに、何でって思ったかしら。まず、理由はふたつあります」

　呆気にとられたままのダイに、アルヴィナが二本の指を立てて見せる。

「ひとつ、わたしがうれしいって言った呼び方に、素直に応じてくれたこと。あんまりねぇ、呼んでくれないのね。みんなね」

「あの、そう呼んで欲しいって言われたから、わたしはそうしただけなんですが……」

「それがきっと難しいのね。で、ふたつ。わたしの化粧品を喜んで使ってくれていたこと」

　アルヴィナはにっこり笑った。

「前も言ったかしら？　作るのは楽しいんだけれど、できたものをだれかが喜んでくれたことって、長い間、なかったの。だから、とてもうれしかったわ。……これからもぜひ、使って欲しいし……あなたのお仕事を、応援させてね」

「……はい」

　ダイはアルヴィナに微笑んだ。

「改めて、よろしくお願いいたします」

「うん。じゃあさっそく始めましょう」

「はい」

　ダイはアルヴィナと連れ立って部屋を出ると、斜めに肩掛けした鞄の中から、折りたたまれた紙を取り出した。屋敷内の魔術の箇所と前回の調整時期を、ダイが書庫にあった魔術総覧から写して、ヒースが優先順位を書き加えたものである。

　それをふたりで覗き込み、最初の行き先を相談する。

「灯りと、濾過と……ふんふん。ダイ、まずは建物の耐久に関する魔術を見たいな」

「だったら、えーっと、中庭ですね。こっちです」

　ダイはアルヴィナを先導して歩き始めた。

「アルヴィー、わたしは基本、道案内と書記をするんですが、ほかにも手伝えることがあったら言ってください」

　彼女の仕事をできるかぎり補佐するように、ダイはヒースから指示を受けている。

　アルヴィナが宙を見ながら思案する。

「んー、今のところは充分かな。あっ、調べものをしてもらうかも」

「お安い御用ですけれど、何を調べるんですか？」

「色々。……ダイは《調整》が何をするか、ちゃんと把握してる？」

「いえ、あんまり……。そもそも魔術自体、たぶんわかっていないと思います」

　魔術師は魔力を使って魔術を行使できる。そして魔術文字を物に刻んで、魔術と同等の効果を生み出す道具を作り出せる。その道具には魔術師による、《調整》が必要。その程度しかダイは把握していない。

「この間、アルヴィーがその、砂糖壺を引き寄せた魔術、ありますよね？　そういう、魔術師の方が使う術と、道具に刻まれている術って、そもそも何が違うんですか？」

「あぁ、そこからかぁ。……いいでしょう。おねーさんが特別に講こう釈しやくしましょう」

　アルヴィナは人差し指を立て、歩きながら話を切り出した。

「魔術とは何か。そも、魔とは何か。それは神の息吹いぶき。この世界を形成す、力ある銀の粒子」

　ヒースと美び醜しゆうの話をしたときにも話題に出た──草も木も獣も人も、この世のすべては魔によってかたちづくられる。

　万物の素体。それが魔だ。

　アルヴィナは自分の胸元に手を当てて語る。

「魔には実は二種類あります。ひとつは内在魔力、もうひとつは外在魔力。内在魔力はわたしたちの身体からだを構成している魔力です。一般的に、あのひと、魔力が高いね、多いねって言うと、この内在魔力のことを言います」

「見た目の良さとか、怪我の治りの早さのときにいう魔力も？」

「はーい、その通り。それがどうして外見や丈夫さを左右するのか、は、割愛ね。いま関係ないから。……さて、次は外在魔力」

　階段を下りながら、アルヴィナは話を続ける。

「これは世界を循環する魔です。ものに定着していない魔力です。これは何かの指示を受けると、魔の粒子同士でぶつかったり、結合したり、変化したりします。時には内在魔力と場所の交代もします。わかりやすくいうと、目に見えなかった外在魔力が動くことによって、現象という奇跡を生み出す。人の目に見えるようになる。それが、魔術」

「……えーっと、普段は何も見えないようなところに波風立てて、目に見えるようにした結果が、魔術。で、どんな感じで目に見えるようにするかの指示、を、できるひとが魔術師……？」

「そうそう。ダイは呑み込みが早いね」

　ひと足先に階段の踊り場に下り立ったアルヴィナは、くるりと振り返ってダイを褒めた。

「魔に、こういう風に動いてねって言うためには、そもそも魔が見えていなければならない。それが魔術師の才能」

「つまり、魔術の調整っていうのは……その指示のやり直し、ですか？」

「その通り」

　アルヴィナは出来の良い生徒のようにダイを褒めた。

　踊り場を抜け、窓のかたちをした陽光が床に並ぶ廊下を進む。

「指示のことを、わたしたちは構成って呼びます。魔術師が構成を編んだとき、その場に生まれる現象が、ダイに見せたような、その場かぎりの魔術です。逆を言うと、魔術師が不在のときには魔術は生まれなくなってしまう。……それって面倒なの。いちいち自分で構成を編まなくても、一度かけたら効果が続いて欲しいものってあるじゃない？　暗い夜道で灯りには先に点灯していて欲しいわよね？　……だから魔術師はモノに構成を書き込むことにしたの」

　厨房の前を通り過ぎて、通用口から中庭へ出る。

　ダイはアルヴィナの説明を聞きながら魔術の一覧を覗き込み、別に持参していた見取り図と照らし合わせて最初の場所を発見した。

　中庭の中央に設置された東屋の円卓だった。つる草模様に交じって、魔術文字が刻まれている。

「最初から込めておくか、周囲から吸い上げるかをした魔力を資源として、効果を発揮し続けるように、魔術文字を起動の鍵として、ナニカに焼き付けられた構成。これが、《術式》です」

　アルヴィナが円卓の天板を手で払う。

　ぱちっ、と、音がした。

　それは火の粉が爆ぜる音に似ていた。刹せつ那な、飛沫しぶきのように燐りん光こうが散り、幾き何か学がく模様の円陣が宙に投影された。

　ダイは息を呑んで後ずさった。はらはらと銀の粒子を零し、淡い緑に発光する円陣は、畏い怖ふを抱かせるほど美しかったからだ。

　アルヴィナが円陣に描かれた文字の位置を指先でひょいひょいと動かす。また燐光が爆ぜて、最初の円陣を核として、二、三の小さな円陣が生まれた。

　それらを弄いじりながら、アルヴィナが説明を再開する。

「魔術の効果を長く保つために、《術式》には色んな情報が書き込まれています。建物を維持するんだったら、その材質、大きさ、場所の気候、などなど。……魔力が安定して供給されているなら、書き込まれた情報が変わらないかぎり、魔術は可動し続けます」

「……だけど、情報が、変わってしまうことがある……。あ、だから、指示のやり直しが必要なんですか」

「そう。それが《調整》。……建物なら、たとえば改修とかすると調整が必要。魔術の効果範囲が変わってしまうから。小物の場合は、調整不足よりも魔力切れ、の方が多いかしら。魔力を補充して、魔力の供給方法を変えることもある。……さて、ダイ、お仕事だよ。筆記具を出してくれるかな」

「えっ、はい」

　ダイは鞄から下敷きとなる薄い木板と雑記帳、筆記具を出した。

「言う通り書いてね。中庭、《保持》、範囲は四、体積、面積、許容内。縦横誤差一・四。高低誤差二・八……術式を見るたびに、誤差って言った部分が、ダイに調べてほしいところ。ちなみにこの中庭の魔術は、この一帯の建物の耐久性を上げるために刻んであるんだけれど、前回の調整から、たぶん建物の一部を壊して、増築しているね。総体積は変わらないから、ちゃんと動いている。でも建物の高低差や縦横比に誤差があって、そのせいで術式に負荷がかかって余計な魔力を……うん、大丈夫？」

「す、すみません。そ、そーたいせき？　ですか？」

　ダイは頭を押さえて呻いた。アルヴィナは建物の規模を言ったのだと思う。ただ、理解がさっぱり追い付かない。正直、書記をするどころではなかった。

　アルヴィナが申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「あ、あぁー……うん。ごめん。とにかく、術式に書いてあって、現実と違っている部分を、誤差って呼ぶから。その部分の正しい情報を調べて欲しいのね。それがわかったら、書き換える」

「わかりました。……あれ、っていうことは、《調整》って結構、時間掛かりますね？」

「そう。実は調べものにね」

　たとえば、術式に記載された屋敷の高さが、実際のものと違ったとして。最後に改修したときの記録を調べなければならない。必要な数値がなければ、計測のし直しもありえる。下手をすると専門の職人を呼び出さなければならない。一日二日どころでは終わらない。

「うわ……」

「なので、今日はまず、大きい魔術の確認に回りましょう。誤差の部分を書き出して、ヒースに相談。いまの情報がすぐにわかるのか、そうでないのかで、わたしが調整可能の可否を出す。調べられるものはダイにお願いして……ダイが情報を洗い出してくれている間に、わたしはちっさいものを順番に見ていくから。廊下の《灯り》や、貯水槽の《保持》、《濾過》なんて、どうせ魔力切れだもの」

　アルヴィナが陣をぱちりと指で弾く。

　陣は折りたたまれるように、宙から掻き消えていった。

　彼女はダイににっこり笑った。

「それじゃ、張り切って次に参りましょう」







　この、《調整》のための調査が、思ったよりも曲くせ者ものだった。

　アルヴィナが求めた情報は多岐にわたった。屋敷の《保持》の調整は彼女が初めに説明してくれた通りの種類。皆、ご所望の水道ともなれば、水道管の材質や長さ、排水溝の全位置が必要だった。

　それらを古びた紙束から、もしくは分厚い年鑑から、拾い出さなければならない。これがどうにも難しい。なにせたいていが高等教育を受けた者向けに書かれている。専門用語も頻ひん出しゆつする。しかも貴重な資料だから、書庫から持ち出し禁止である。ダイはほぼ毎日夜中まで、辞書や参考書と首っ引きで、資料と格闘しなければならなかった。

　しかしダイはアルヴィナの補佐ばかりが仕事ではない。ダイと顔を合わせなくとも、マリアージュは女王選の催しに出ていたし、ダイはその裏方の人員として、駆り出されることが常だった。

　化粧の練習も、しなくてはならない。

「終わりましたよ、ティティ」

　ダイは化粧筆を置いて、ティティアンナに手鏡を渡した。彼女は手鏡を覗き込みながら顔に触れ、満足そうに笑う。

「うん。すごくきれい。わたしも悪くないんじゃないかなって思えちゃうね。ありがとう」

「ティティはかわいいですよ。こちらこそ、練習台になってくださって、ありがとうございます」

　長く人の顔に触らないと、化粧の腕が鈍にぶってしまう。非番のティティアンナや休憩中のアルヴィナに、ダイはたびたび顔を貸してもらっていた。今日もティティアンナの部屋で練習となったわけである。

　鏡を卓に伏せ置いて、ティティアンナがため息を吐く。

「わたし、いまでも忘れられないな。ダイが初めてこの家でお化粧したときのこと。これまでのと全然ちがって。……マリアージュ様もそう思われたから、ダイを化粧師として認めたんでしょうに。いつまでダイと顔を合わせないつもりかしら」

　次の安息日を数えれば、あれからひと月弱となる。

　ティティアンナはマリアージュに心底あきれているようだった。

「時間が変に開いてしまって、ダイの前に出るに出られないだけだと思うんだけれどね」

「そうだといいなってわたしも思っています。まぁ、がんばります」

　言いながらダイは手早く化粧道具を鞄に収めた。

　ティティアンナが瞬く。

「あら、もう行くの？」

「はい。そのマリアージュ様のところに」

　会ってもらえるわけではない。ただ、今日は部屋にいるようだから、せめてひと声かけるだけでも、と、寝室の前まで押し掛けているだけである。

「……ダイも無茶しないでね。毎日、夜遅くまで起きているんでしょう？」

「うっ。気をつけます」

　ティティアンナに痛いところを突かれた。ダイは苦笑して彼女の部屋を辞去した。

　自室に化粧鞄を置いて、マリアージュの部屋へ向かう。

　まずはその隣の控え室にダイは顔を出した。侍女がひとりだけ、繕い物をしながら控えている。

「リース、マリアージュ様は？」

「おひとりでお勉強なさっています。ちょっと待ってちょうだい」

　リースが控え室を離れて、ダイの来訪を主人へ告げに向かう。ばたばた、ばん、と、やや乱暴な扉の開閉音が響いたのち、リースは仕方なさそうに笑って戻ってきた。

「寝室に入られたわ」

「ありがとうございます」

　また何かあったら声を掛けて、と、リースはダイに告げた。彼女はダイに味方するわけでもないが、冷たくあしらうわけでもない。マリアージュ様に追い返せ、と、言われていないもの。居室までは入っていいんじゃないかしら、と、最初に言ったのも彼女だ。ありがたい存在である。

　ダイはマリアージュの部屋に入り、寝室の扉の脇の壁に背を付けて座った。室内を見渡すと、確かに勉強の形跡が円卓の上に残されている。今日は歴史のようだ。ダイも見覚えのある便覧が伏せ置かれている。

　扉を隔てて主人の気配を感じながら、ダイは今日の挨拶をした。

「えーっと。マリアージュ様、ダイです。ご機嫌はいかがですか？　お勉強のお邪魔をしてすみません。すぐ行きますから。少しだけお付き合いください……」

　マリアージュはこのひと月近く、女王選の用事以外は外出もせず、衣装や装飾品の類も侍女と短時間で決めて、自室に引きこもってばかりいる。自室では招待状や礼状の処理を黙々と行っているようだった。以前は祐ゆう筆ひつを巻き込み、三人で大騒ぎしながらしていたものを、いまはどうにか彼女ひとりでこなせるようだ。喜ばしく、一方で物寂しい気もする。

　ダイはそんな主人を、毎日一度は訪ねるようにしている。

　ダイをどうするのか。マリアージュから告げられる日を、ただ待つのもどうかと思ったし、できるなら彼女の声を聞きたかった。とはいえ、マリアージュは寝室まで撤退して顔を出さないので、ダイが近況報告をして終わることが常だった。

　リースの指摘通り、帰れと言われないのだから、嫌がられてはいないのだと思う。たぶん。

「アルヴィーを手伝って調べることも、ようやっと終わりが見えてきました。あとちょっとです。最初に資料の一覧がなかったらまずかったですね……。リヴォート様、ちゃんとご準備されていたんですよ」

　アルヴィナと屋敷を回った初日の夜、魔術の視察の結果を持って相談に行くと、ヒースはとある目録をダイに差し出した。資料の名前と保管場所を、屋敷の魔術と関連付けて記した一覧である。

　彼は魔術の《調整》がどういうものかを知っていたのだ。

「『あなたの勉強にもなりますので』ってきらっきらした顔で応援されたときは、感謝がしゅっと引っ込みましたけどね……。あれ、絶対、わたしが苦労するって知っていた顔です。こっちはめんせき、とか、たいせき、とか、えんしゅうりつ、なんて知らなかったんですよ……調べ方もわからないですし」

　ちなみにこのあたりは、ダイの苦労を見かねた祐筆の同僚が、そっと参考書を差し出してくれた。あとは一日の作業を終えたアルヴィナに教えてもらった。

「リヴォート様も貴族じゃないのに、どうやって勉強したんでしょうね。……ねぇ、マリアージュ様」

　ダイはいったん、言葉を切った。

「わからないことをするのって、たいへんですね」

　マリアージュは生まれてこの方きっと、『考える』という行為をしたことがなかった。

　振り返ればダイは、マリアージュに酷こくなことを要求し続けていたのだと思う。

　ダイはいつか花街を出なければならなかった。だからアスマに折に触れて言い含められていた。

『あんたはリヴを継げない。だからよく考えな』

『どんな技能なら身につけられるか』

『あんたは何をして生き残っていたいか』

『物事をよく考えて行動するんだよ』

　マリアージュにそんな経験はなかったのだろう。教える人間もいなかったのだ。

　ダイが屋敷の構造のほんのわずかな数値を、資料を提示されていてさえ拾い上げることに苦労したように、考えることのわからなかったマリアージュにとって、ダイの要求は辛いことの連続だったはずだ。

「考えろって、すみません。偉そうなことを言いました。わからないことをし続けるの、しんどかったですよね……」

　マリアージュはダイが想像していた貴族の令嬢より、うんと話に耳を傾けるひとだった。だから、知らない間に甘えてしまっていた。

　ダイは抱えた膝に頰を付けた。

「だから、いま、何でもいいので、教えて欲しいです。これがおいしかったとか、この勉強が面倒だ、とか、これがいやだ、とかでもいいので……マリアージュ様が、思っていることを……教えては、いただけませんか」

　マリアージュは、ダイのよく知る、芸妓たちと違う。

　ダイと生まれも育ちもまったく異なった人間だ。化粧ができないと言う前に、もっと知っておくべきことがあった。全然、足りなかった。

　その上で、彼女の理想の美しさがわからないなら、共に考えたってよかった。

　マリアージュからの応答はない。

　扉は閉ざされ、沈黙している。

　ダイは天井をしばらく眺めて立ち上がった。

「また来ます」

　そして今日の分の調べ物を終えるべく書庫に向かった。







　マリアージュは開け放った窓から、日暮れていく屋敷の庭を眺めていた。

　とろりと融けた太陽が、王都の外壁に手を掛ける。ばら色の西日が庭園の緑に照り映えた。花々も夜風にそよぎ始める。

　肌に触れる空気も冷たくなった。窓を閉め切って暖まるべきところを、マリアージュは窓辺に座ったままぼんやりしていた。

「ンー、終わった終わった！」

　能天気な女の声が聞こえたのは、残照もあとわずかというときだ。聞き覚えのない声。マリアージュは眉をひそめて目を凝らした。マリアージュの死角だった建物の陰から現れたらしい。見慣れない女が鼻歌を弾ませながら歩いていた。

　一本に緩く編んだ銅あかがね色いろの髪が尾のように揺れている。優美な曲線を描く身体。しなやかな長い手足。顔は暗がりでよく見えない。

　少なくとも、ミズウィーリの使用人ではない。

「だれ……」

「あら？」

　ほぼ真下を通り過ぎていた女が、マリアージュの誰すい何かに反応した。マリアージュを見上げてにっこりと笑う。

「こんにちは」

「……あぁ」

　マリアージュは女についてようやく思い至った。

「あんたが、アルヴィナ？」

「はい。アルヴィナです」

　短期雇用されてミズウィーリに滞在する魔術師だ。屋敷の方々に刻まれた、魔術の調整を行っているという。元々はダイの知り合いらしい。彼と共に仕事をしていると聞いている。

　──あの子と、いまここで、顔を合わせたくなかった。

　マリアージュは女の周囲を一瞥して尋ねる。

「ダイは……？　一緒にいるんじゃないの？」

「このあと合流します。日中は作業を別にしているので」

　アルヴィナの回答は明めい瞭りようだ。真実、ダイはここにいないのだろう。

　マリアージュは息を吐いた。

「そう。……だからあの子、暇そうにこっちに毎日くるのね」

　違う。

　マリアージュは自分で吐いた言葉を胸中で否定した。

　わかっている。ダイに暇はない。

　ダイはマリアージュに会いに来る。

　毎日、会いに来る。

　そしてマリアージュに語る。

　いままでと同様に侍女の手伝いをする一方、アルヴィナの仕事の補佐を務めていること。図書室にこもって慣れない調べものに奮ふん闘とうしていること。合間を縫って化粧の練習に努めていること。

　アルヴィナの魔術の調整に同行していなかったからといって、ダイは暇ではない。

　それでもダイは時間を捻ねん出しゆつして足を運ぶ。

　顔を見せず、声ひとつ掛けない、この自分のもとに。

「ねぇ」

　マリアージュはアルヴィナに告げた。

「あの子、どうにかしてよ」

「どうにかって？」

「毎日毎日。わたしに無視されているのに、なんで来るのよ、あの子は。どうにかしてよ」

　普通、もっと早くに見限るものではないのか。

　噂通りのわがままな娘だと。付き合っても仕方がないと。マリアージュのもとを去っていくものではないのか。

　なぜ、ダイはマリアージュから離れないのだ。

　アルヴィナが穏やかな声で尋ねる。

「……迷惑？」

「……そうよ」

　マリアージュは低く呻いた。

「迷惑よ。毎日飽きずに、なんでもいいから、わたしの思っていることを教えてくれってうるさいの。考えろって言って悪かったって……なによ。自分でやれって言ったこと、いまさらひるがえすんじゃないわよ」

「じゃあ、ひとりで考えられそう？」

「無理に決まっているじゃない!!」

　窓枠を握りしめて、マリアージュは叫んだ。

「そりゃ、あの子に言われっぱなしなんて嫌だもの！　このひと月、色々したわ。昼餐会や晩餐会で、ほかの子たちと比べもしたわよ。わたしといったい何が違うのか……でも、ちっともわからなかった！」

　新たに付き合いを得た家々と共に観劇をし、美術品の披露会に足を運び──それでも、わからなかった。

　アルヴィナに話の理解を求めてはいない。ただ衝動に任せて叫び続ける。

「美しいってなによ!?　なりたいとか、したいとか、そんなこと、どうやって考えるのよ!?　あんたたち、いつもそんなことしてるの!?　なに？　どうするの？　そんなこと……ひとりでできるはずないじゃない！」

　女王になりたいと思ったことはない。かといってそれ以外の何かになれるかなどと考えたこともなかった。わがままで、頭が悪く、不美人だと、皆が囁く。そんな状態で何かを望んで何になる。

　もしも、叶うことなら、と。ただひとつ望めたことは、美しくなりたい、それだけだった。

　その定義も、未来も、マリアージュには考えつかない。

　なぜなら自分は愚かだから。

「いやだとか、嫌いだとか、したくない、だとか。……そんなことしか、浮かばないわよ……」

　マリアージュは下唇を嚙みしめて黙り込んだ。

　わかっている。自分は叫ぶ相手を間違えている。けれどもこんなこと、家のだれにも言えるはずがない。

　アルヴィナはミズウィーリを去る人間だ。だから、まだ、吐き出せる。

　知らない人間にしか心中を吐と露ろできない自分が、ひどく惨みじめだ。

「……それでいいんじゃないかしら」

　アルヴィナの声は思いがけず優しかった。

「そこから始めようって、ダイは言っているわけでしょう？　難しいことを考えなくったって、いま、あなたが思いつくかぎりのことを伝えれば、ダイは納得するのではないの？」

「……でも、それは……ひと月も、何やってたのって、なるんじゃないの？」

　ほかの女王候補なら、きっとすぐに答えを出した。

　自分だけが悶もん々もんと悩み続けている。自分がダイの立場ならまず呆れる。

「あははっ。なかなか、わかっているじゃない」

　何が面白かったのか。アルヴィナが軽やかに笑った。

「そぉねぇ。……なら、このひと月、あなたが集めた情報から、ダイも納得する答えを探してみましょうか」

「え？」

「色々したっておっしゃいましたね、お嬢様。ここで質問。ひとりで悩んでいる間、あなたは何ひとつ、美しいって、思わなかったの？　美しいものはなかったの？」

「それは──……」

　このひと月、大人しく女王選に出かけ、着飾った女王候補たちを眺めた。貴族たち秘蔵の美術品を、華やかな舞台を鑑賞した。たくさんの『美しい』とされるものを目にした末に、見いだしたものは何もなかったのか。

　ダイから話を聞いていたのかもしれない。アルヴィナの問いは的確だった。

　マリアージュは震える声で答えた。

「……あるわ」

「そう。よかった。そのあなたが美しいなって思ったものに、共通点はあった？」

「ひとが、いっぱい……周りに集まっていた」

　以前から思っていて、今回、確信した美の法則だ。

　でもそれはダイの求める答えではない。

「そんなもの知ったって、何にもならない」

「あらどうして？」

「ダイはわたしに自分がなりたい美しさを教えろって言ったのよ」

「人が集まるような美しさをあなたは求めているということではないの？」

「違うわ。そんなものはわたしには無理だもの」

「なぜ？」

「なぜって、だって、わたしは──……」

　赤っ茶けたまとまりのない髪。そばかすの浮いた顔。うるさい声を発するだけの大きな口。

　体型が優れているわけでもない。美しいと囁かれる要素はひとつもない。

　黙りこくるマリアージュに、アルヴィナは肩をすくめて見せる。

「なら、お嬢様。周りに人が集まる以外には？　皆こうねっていう、感想はあるかしら？」

「……自信が、あるように見えるわ。胸を張って、ちょっとやそっとじゃ、動じないみたいに見える」

「なら、それがあなたのなりたい姿なのね」

「言ったでしょ！」

　マリアージュは弾かれたように叫んだ。

「無理よ！」

「無理なものを除いてって、条件でもついていたの？」

　条件はない。

　ダイはただ、マリアージュがなりたいと願う姿だけを訊いた。マリアージュの理想の美しさを尋ねただけだ。

　ね、お嬢様、と、アルヴィナが優しく語り掛ける。

「答えなんてとっくに出ている。あなたに必要なのは覚悟だけ。なりたい姿がこうである、という宣言だけ。そうすれば、ダイはあなたをあなたの理想に近づけて装ってくれる」

　ダイは完璧に仕事をこなすだろう。マリアージュに初めて化粧を施したときのように。

　アルヴィナが言葉を続ける。

「あなたは無邪気ではないのね。だから、こうなりたいと言って、なれなかったときの、人の嘲ちよう笑しようを恐れている。足がすくむのもわかるわ。恐ろしいわよね。踏み出すには勇気がいるわ。でも、それで、あなたを嗤わらわないひとを、遠ざけるのはどうなのかしら」

　マリアージュは息を呑んだ。

「……あなたの理想は、周りにひとが集まっていることでしょう。手を差し伸べるひとがたくさんいる。それがあなたの理想の美しいひとなのでしょう？　……いまのあなたは……自分から、理想を投げ捨てているように見えるわね？」

　アルヴィナが微笑する。

　冷淡なようでいて、慈愛めいたものをたたえた、奇妙な微笑みだった。

「参考に、わたしから見た、美しいモノを教えてあげましょう」

　謳うたうように、アルヴィナは言った。

「……ソレには覚悟がある。こうたらんという意思を持って行動するヒトガタの命は、その器の輪郭を視界から消すほどの光を放つ。世界が美しいのは、その命の輝きの集合ゆえ。美術品に目を奪われるのは、これを生み出すと世界に宣誓した、制作者の命が焼き付いているからこそ」

　早い足取りで歩き出しながら、ひらりと手を振って彼女は言った。

「覚悟を持ちなさいな。──まずはそのお部屋から一歩踏み出して、毎日こられて嫌なら嫌。嬉しかったならそうと、わたしにではなく、当人に伝えることをお勧めするわ」

　魔術師の背はあっという間に遠ざかる。

　制止することもできなかったマリアージュは、その場に蹲うずくまって膝を抱えた。







　アルヴィナがミズウィーリに滞在を始めてきっちり半月。

　まだ人の姿もまばらな朝の食堂で、麦粥をかき混ぜながら、ダイはため息を吐いた。

「……アルヴィーって、やっぱり大人なんだなぁ」

「アルヴィナさんがどうかしたの？」

　朝食の載った盆を持ったティティアンナが、対面の席に腰掛けて不思議そうな顔をする。

　ダイは考えが漏れていたことを恥じ入りつつ答えた。

「いえ、この半月、なんだかんだで、すごく平和だったなって思いまして」

　当初、アルヴィナと使用人の間に多少の摩ま擦さつは避けられないと、ダイもヒースも案じていた。しかしそれは杞き憂ゆうに終わりつつある。

　昼食や夕食時、使用人たちと和やかに会話するアルヴィナの姿をよく見る。彼女の仕事もいよいよ、皆ご所望の水道関係の術式を視れば終了というところまで来た。ミズウィーリに着任してから早々、マリアージュと騒ぎを起こしている自分とは大違いである。

　ぷっ、と、ティティアンナが笑いに噴き出した。

「確かに、平和って言ったら平和かもね」

「ですよねぇ」

「でもダイ。アルヴィナさんと比べるのは間違ってるよ。ダイはしっかりしてるけど、まだ十五でしょ。そもそもアルヴィナさんって、お屋敷に組み込まれた魔術の調整をしているだけで、そんなに人と関わり合いにならずにすんでいるだけじゃない？　ダイは最初からマリアージュ様や、色んなひとたちとも遣り取りしているんだから。大人だからどうこうっていうより、そういうところに差があると、わたしは思うな」

　ティティアンナはそこまで話して、きょときょとと周囲を見回した。

「……ところでアルヴィナさん、もう行っちゃったの？」

「はい。厨房の水道を見に。始業前に調整を終わらせたいらしくて」

　アルヴィナはティティアンナが来たときにはまだ食堂にいたのだ。ダイより早く朝食を食べて、彼女は席を立って行った。

　そっかぁ、と、ティティアンナは頷いて、自分の麦粥に黒砂糖を振りかけた。

「こんな風にアルヴィナさんがいないの、もうすぐ普通になるのね。そう思うと、寂しいね」

　アルヴィナは出来高制の短期雇い。今回の調整を終え次第、お役ご免となる。もちろん、魔術の可動の具合を確認しに、顔を出すことはあるだろう。だが他愛ないおしゃべりに興じることはなかなかできなくなる。

　寂しいし、心もとない。

　アルヴィナが来る以前の状況を思えばなおさらだ。

　だがそこまで未来を悲観すべきではないことも確かだった。

「おはよう、ティティ」

「おはよう、ヒナ」

　ダイの頭上で挨拶が飛び交う。ダイの後ろを通りかかった侍女の声だ。彼女は立ち止まると、ダイとも顔を合わせた。

「ダイもおはよう」

「おはようございます、ヒナ」

　ヒナは頷き返して、朝食の盆を手に、席へ移動していく。

　ほかにもぱらぱらとダイに挨拶の声が掛かる。ティティアンナのような気安さはないが、ダイを排はい斥せきしようという空気は、徐々に薄れ始めていた。同じ屋敷に勤める者として、受け入れようとする姿勢が見て取れる。

　ティティアンナの目論見が成功したというより、目立った問題が起きないことで、ダイを締め出す理由を失ったところが大きいようだが、居心地がよくなったことには変わりがない。

　この状況が続いて欲しい。そのためにはこれまで通り、与えられた仕事を丁寧にこなし、《門向こう》──貴族街の生まれではないことを悟らせないだけの礼儀作法を早く身につけることが肝要だ。

　ダイは淹れて間もない茶を一気に飲みほした。空にした皿を手早く片付ける。

「あら、ダイ、もう行くの？」

「ハンティンドンさんに作法を見てもらうんです。その前にマリアージュ様へ挨拶に行かないと」

　侍女頭による授業は早朝にある。今日のマリアージュは昼から予定が詰まっているので、部屋に顔を出すならいましかない。

「はぁ、皆、熱心ねぇ。わたしも早く仕事に取り掛かろっと」

　ティティアンナが肩をすくめ、朝食をとる手を早める。

　ダイは笑って彼女に手を振り、ひと足先に食堂を出た。







（ううーん……）

　厨房の水場の術式を前に、アルヴィナは唸っていた。

（これは本当に、すぐ終わっちゃうなあ）

　ミズウィーリ家の屋敷の敷地は広い。その至るところに刻まれた術式の数もまた膨大だ。本来ならひとりの魔術師の手に余る。実際、過去は三人一組で作業に当たっていたらしい。

　だがそれが逆によかった。ダイの傍に長く留まるための理由になる。実際、アルヴィナからしてみれば、どれも大した術式ではない。作業を引き延ばしていたぐらいである。

　しかしそろそろ限界だろう。どう見積もったところで、作業はあと一日、二日あれば充分である。

　アルヴィナは排水溝の術式を指で弾いて閉じた。

　屋敷の水道が動かなくなった理由は単純。長らく調整されなかった間に、汲み上げる地下水の流れと水深が変わってしまったためだった。《保持》の術式が生きていた水道管はほぼ無傷。あとの作業は調べた数値を術式に書き込んでいくだけである。

（まぁ、充分って言ったら、充分でしょうけれどね）

　ヒースに請われ、ダイに手を貸した理由は、先に述べた通り、うれしかったから。気分転換を兼ねていたことを加味しても、喜ばせてもらった返礼としては、破格の働きをしたはずである。

　この半月。ダイと仕事をすることは楽しかった。素直で、真面目で、呑み込みが早く、かわいい。新しい友人として、このまま手を差し伸べ続けるべきか──それとも。

　物思いは視界に差した影によって中断された。

　グレインと言ったか。厨房の責任者がアルヴィナの後ろに立って声を掛けてきた。

「終わったのか？」

「えぇ、お待たせしました」

　アルヴィナはその場を退いた。待ちかねた様子でグレインが排水溝の前に立ち、銅どう鍋なべいっぱいの湯を流していく。彼は昼食の仕込みを始めているのだ。

　人の少ない早朝を狙ったとはいえ、さすが最も早く動き始める場所。見習いや下働きも次々と現れる。

　こういう場所はさっさと作業を終えるに限る。しかし場所が厨房だけに、水道関係の術式が多いのも困りものだ。

　芋を剥く子どもと場所を代わってもらい、次の術式の調整に取り掛かる。元は野菜を洗う場所だったらしいが、いまの蛇口は単なる飾りと化していた。その周辺に刻まれた魔術文字を指で起動し、アルヴィナは陣を展開して術式を視た。ダイの作った調査表を片手に開き、地下水道からここまでの距離、水量、水道管の長さ等、必要な情報を手早く術式に転記していく。

　その作業が物珍しかったのか。仕込みの手を止めたグレインが感心した声を漏らした。

「はぁ、魔術の調整ってそんな風にするのか」

「ご覧になったことはない？」

「前に魔術師が来たとき、外周りの作業だけだったからな。厨房に詰めてる俺にゃ見れんかった。……水道を動くようにしているんだって？」

「そうです。あと二日もあれば、井戸から水を汲み上げる必要もなくなりますよ」

「そりゃあ、すごいな。俺がガキのころ以来だ」

　グレインは腕を組むと、感じ入った顔で頷いた。

「水道が使えるようになれば、楽だよな。いちいち水を運ばんでいいし、水瓶も少なくてすむから、厨房も広くなる」

　アルヴィナは厨房の片隅に鎮座する巨大な水瓶を一瞥した。縁に《濾過》と《保持》の魔術文字が刻まれたそれは、平民街でも見かける貯水用の水瓶である。さすが貴族の厨房。設置に場所をとる大きさだ。

　調理の仕込みに戻り、グレインが告白する。

「正直に言やあ、外から来る魔術師ってどんなもんかと思っていたが、大したもんだな。同じ外から来たダイとはえらい違いだ。あいつはあんなに役立たずだって言うのに」

　アルヴィナは調整の手を止めて、努めて穏やかに男へ問いかけた。

「あら……それはどういう意味かしら？」

「あん？　あぁ、そうか。あんた。ダイの知り合いだったな。……気を悪くしたなら謝るが。できればあんたからもあいつに言ってやってくれ。俺たちはあいつに迷惑している」

　グレインはこれ見よがしにため息を吐いた。

「化粧師だかなんだか知らないが、人の仕事に口出ししてくるのは感心せん。俺の立てた献立に、すぐああでもないこうでもないと言ってくる。肌状態がどうのとか訳わからん。化粧と料理に何の関わりがあるっていうんだ。料理の何たるかも知らん素人が、玄人の仕事にいちゃもんつけて、思い通りにしたがる。職人の風上にも置けん」

　グレインは忌々しげに吐き捨てた。

「だからマリアージュ様を怒らせるんだ。ざまぁみろってんだ。ここから出ていきたくなけりゃ、人のすることには口出しすんなって言ってやんな」

　下手な波風を立てるつもりはないが、さすがにアルヴィナも苛立った。

　グレインからしてみれば、助言のつもりだったのかもしれない。

　だが、わかっていないのは彼のほうだ。

「ダイはあなたの料理を貶おとしめているわけじゃあないでしょう？　あの子はむやみに人に意見したりしない。他人の仕事に敬意を持つ子よ。口出しをするなら、それなりの理由を説明したはずだわ」

　たった半月、共に仕事をしただけの自分にもわかることだ。

　確かに畑違いの人間、しかも年若いダイに注文をつけられたとあっては、面白くなかっただろう。

　けれども化粧はマリアージュを美しく、料理は彼女を健康にする。いずれも最終的には『女王選を制するため』の一部にすぎない。

　これだけ大勢の人間が、同じ目的のために動いている。その目的に適わない動きをしている仲間に、物申すことは普通だ。ほかの立場の人間に意見された程度で、この男は何を心の狭いことを言っているのか。

「ダイの説明が上手くなかったのかもしれない。けれど、あなたの言い方はあんまりじゃあないのかしら」

　魔術に訴えず口頭のたしなめに留めたことを、だれか褒めてほしい。

　アルヴィナはため息を吐いた。

「……あと、化粧と料理に関係はあるわね。……要するに、栄養について、ダイは指摘していたんじゃなくて？」

「えいよう……？」

「……しらない？」

　栄養学は料理人の基礎となる学問のひとつだ。貴族に仕えるような職人であれば、必修だったはず──かつては。

　アルヴィナは愕然とした。魔術だけではない。少々引きこもっていた間に、あらゆる学問が思いもよらない速度で衰すい退たいしていたのだと、理解したからだった。

　グレインを蔑さげすんだわけではない。しかしつい漏れた言葉が彼を刺激したとしても無理はなかった。

　厨房長は顔をさっと朱に染めて激高した。

「おまえ──！」







　こんこん、と、寝室の扉を叩き、ダイは挨拶した。

「マリアージュ様、おはようございます」

　主人が起きていることは侍女に確認ずみだ。以前なら寝ぐずっていたこの時間、いまのマリアージュはきちんと起床している。着替えを終えたところらしい。

「今日はお昼から、ホイスルウィズム家の集まりですね。どうか、頑張ってきてください」

　変わらず、主人からの反応はない。

「あの……」

　拳を扉に押し付けたまま、ダイは続く言葉を飲んだ。

（──もう、ひと月だ）

　ダイの顔を二度と見たくないのなら、マリアージュはもっと早くにそう述べるはず。解雇を言い出さないことが、ダイの残留を望む彼女の意思の表れだと、皆は言う。

　しかし、それにしたって長すぎる。

　マリアージュはただダイを放逐することに、良心の呵か責しやくを覚えているだけではないのか。

　自分から言い出せなくなっている。それだけなのではないのか。

　マリアージュがダイの前に姿を見せない、考えられる理由はほかにもある。

　たとえば──ダイは躊躇ためらいがちに問いかけた。

「……わたしに触られることが、嫌になったんですね？」

　化粧は好きだが職人に忌き避ひ感かんを覚える。そういうこともある。ただ花はな街まちと違って、マリアージュは化粧師を替えることが難しい。ダイ以外の職人を知らないからだ。

「わたしは……化粧師ですから。マリアージュ様のお顔を、触ることができないなら、このまま、ここにいる意味がありません……」

　侍女たちの雑務を手伝うと言っても限界がある。

　ダイもまた職を変えるつもりはない。

　化粧の技術は絵画の技術の応用。亡き父の遺産とも呼べるもの。そして化粧は花街を出たダイが抱えてくることの叶ったたったひとつ。ダイという生、そのものだ。手放すつもりはない。

　ぐずぐずと、足許の腐くさる気配がする。

「だから。……もしも──いやなら……」

　言って欲しい。

　決定的な言葉を吐くことは躊躇われた。

　下唇を嚙みしめるダイの耳じ朶だを、久方ぶりに主人の声が打つ。

「──勝手に、決めつけないで」

　唸るような声音だった。

　ダイははっと息を呑んだ。

「わたしの思っていることを、勝手にあんたが決めないで」

「マリアージュ様」

「わたしに化粧できないって言ったのは、あんたの方でしょうが！　好き勝手なこと言わないでよ……！」

　マリアージュが叫ぶ。

　だん、と、扉の板が寝室から跳ねた。彼女が力いっぱい、拳を打ち付けたらしかった。

　ダイは頭かぶりを振った。思わず言い返す。

「でも……ぜんぜん、マリアージュ様、返事してくれなかったじゃないですか！　だったら、何を考えているんですか!?　何もおっしゃられないのは、わたしのことが嫌だったからじゃないんですか!?」

「うるさい！」

　ばん、と、マリアージュが再び扉を叩く。

「そうよ、いやよ。いやだったわ。あんたの、なんでもかんでも生真面目なところがいや。あんたのそのいい子ぶったところもいや。わたしに無視されても、いつまでもしつこく食い下がれる、強いところも、なにもかも──虫むし唾ずが走るのよ……！」

「……マリアージュさま」

「だって……わたしは！」

　そんな風には、なれない──。

　扉越しに、ずるずると、人の崩れ落ちる気配がする。

　もしかして、マリアージュは蹲って、泣いているのかもしれなかった。

　人と正面から向き合うことが誠実さだと、ダイは信じてきた。

　けれどもそれはマリアージュを追い詰めるものだったのかもしれない。

　はく、と、口を動かして、ダイは紡ぐべき言葉を探した。

　しかし謝罪もなにも、喉の奥につかえて出てこなかった。

　そんなときだ。

　廊下に続く背後の扉が開いて、侍女が居室に飛び込んできた。

「──ダイ！」

「リース？」

　何事かをダイが問う間もなく、血相を変えて距離を詰めたリースが、ダイの腕を摑んで引き返す。

「えっ、リース？　いったい何……」

「大変よ、ダイ！」

　これまでになく声を荒らげて彼女は言った。

「あなたの連れてきた魔術師、グレインと口論になっているって……！」







　厨房に踏み込んだダイをまず怒声と衝撃が襲う。

「ダイ、お前──！」

「いつっ」

　後頭部と背を壁に打ち付けた衝撃で、ダイは摑み飛ばされたのだと知った。

　継ぐべき息を失って喘ぐダイに、グレインが眼前に立ちはだかって怒鳴りつける。

「役立たずなだけならまだしも──こんな女を、うちに引き入れやがって！」

「やめなさい」

　高く振り上げられたグレインの腕を、アルヴィナが目を吊り上げて鷲わし摑づかむ。

「いまダイは関係ないでしょう!?」

「うるさい！」

「ダイ、大丈夫!?」

　今度は野次馬から飛び出したティティアンナが、グレインとダイの間に割り込んで膝を突いた。彼女の方が暴力を振るわれたかのように血の気の引いた顔をしている。

「背中、大丈夫？　頭も、入り口の角で打ったでしょう？　すごい音したわ──……グレインさん！　いくらなんでも、こんなちっさい子に乱暴するって、どういうつもりなの!?」

「待って……待ってください、ティティ！」

　猛然と立ち上がって、グレインに食ってかかるティティアンナに、ダイは慌てて取りすがった。

「落ち着いて……ティティ、大丈夫ですから！」

「大丈夫じゃないでしょう!?　前にも言ったけど、ダイは怒らなさすぎなの！　ちょっと下がってて！」

「ティティアンナ！　お前、俺らとこいつら、どっちの味方なんだ!?」

「わたしは筋の通っている方の味方よ！」

　グレインの詰問に即答して、ティティアンナは周囲をぐるりと見回した。

「もういい加減にして！　マリアージュ様にびくびくする鬱うつ憤ぷんを、こんな子にぶつけないで！」

「ぶつけるもなにも、全部きっかけはこいつのせいだろうが！」

「違うでしょう！」

　怒鳴るグレインにティティアンナが応おう酬しゆうする。

「マリアージュ様がわがままなのは、わたしたちのせい──ずっと、周りにいたのに、何もしてこなかった、わたしたちのせいよ！」

「はっ、マリアージュ様に意見して、それで首にされろってか！」

　グレインが鼻で嘲笑う。

「俺は親のその親のそのまた親の代からここで働いてんだぞ!?　お前の言う通りにして、それでマリアージュ様の怒りを買って、ここを出て──それで俺たちはどこに行けって言うんだ!?」

「そんなのわたしも同じよ！　でもわたし、恥ずかしかったの！　新しく入ってきたばかりの、こんな若い子に、わたしたちが言わなければならなかったことを、言わせてしまっただなんて……わたしは大人として、すごくすごく、恥ずかしかった……！」

　指先を強く握り込んで、ティティアンナが訴える。

　彼女は今にも泣き出しそうだった。

「マリアージュ様には旦那様も奥様もいないんだから、わたしたちがちゃんと諫いさめて、教えて差し上げるべきだったんだわ──その、しわ寄せを、なんでダイが引き受けなきゃいけないの。悪いのはわたしたちよ！　違う!?」

「──そこまでになさい」

　氷のように冷えた声が白熱していた場を貫いた。

　その場のだれもが一斉に声の主の方を振り向く。

　ダイは呻いた。

「ハンティンドンさん……」

　侍女頭がいつも以上に険を増した顔で廊下の端から歩いてくる姿が見えた。







　ローラはひとりではなかった。ヒースと侍女をひとり連れている。シシィだ。リースに呼ばれたダイと同様、ヒースたちもシシィに呼び出されたのかもしれなかった。

　輪を作っていた人々が、三人のために道を開ける。

　彼らの横を通り過ぎて立ち止まり、ローラが冷ややかな目でダイを見下ろした。

「授業に来ないと思えば、このようなところでまた騒ぎを起こして。あなたも学習しませんね」

「違います」

　アルヴィナがローラの発言を否定した。

「ダイのせいではありません」

「ですがきっかけはダイの話題だったと、報告を受けています。先のティティアンナの話も耳にしましたが、ダイのことだったでしょう。……よしんば、この騒ぎがダイのせいではなかったとしても、グレインと口論したアルヴィナを紹介したのはダイです。──責任は、彼にあります」

「ハンティンドンさん……！」

「ティティアンナ」

　縋すがるようなティティアンナに、ローラが静かに呼びかける。それは叱しつ咤たも同然の声音をしていた。

　ぴんと背筋を伸ばして、侍女頭は冷厳に言った。

「あなたは侍女の中で最も若年でした。ダイが入り、年上風を吹かせたいのはわかりますが、彼をむやみに庇い立てするのはおやめなさい」

「わた、わたし、そんなつもりじゃ……！」

「わかりました。……それではあなたも、職を辞しますか？」

　ローラの問いは、使いに出かけてくれるか、とでもいうような淡泊さだった。

　しかし、その言葉の意味は重い。

　静まり返る周囲にかまわず、ローラは淡々と言葉を続けた。

「ただでさえ忙しいこの時期に、屋敷の空気を乱す者は不要です。選びなさい、ティティアンナ。安い正義感を振りかざして路頭に迷うか。それとも今まで通り、ミズウィーリ家に尽くすか」

　選択を突きつけられて、ティティアンナが青ざめる。

　恐れていたことが、起きた。

　ダイは息を吐いた。自分のことはかまわない。ティティアンナは自身の職を選ぶ。それが当然だ。

　ただ、ティティアンナに、このような選択をさせたくなかった。

　ローラが今度は背後のヒースを振り返った。

「今度はあなたにも、ご納得いただきますよ、リヴォート様」

「アルヴィナを雇うことはあなたも納得してのこと。そもそもダイを残すことは、マリアージュ様のご意向ですよ、ローラ」

「あの方は何もおわかりでないだけです。いまが大事なときなのです。だからこそ、わたしたちが、あの方に不要なものを遠ざけて差し上げなければなりません」

「で、ダイがその不要なものだと？」

「そうです」

　ヒースの問いに断言し、ローラはダイを睥へい睨げいした。

　忌々しげに言葉を吐き捨てる。

「だから《門の向こう》側から人を入れることは反対だったのです。こちらの道理を何も理解していない」

「その言葉は聞き捨てなりませんね」

　ローラの視線を遮って、ヒースがダイの前に立つ。

「門どころか王都の外から来た、わたしへの皮肉ですか？」

「いいえ。ですが、これ以上は不要です。……旦那様は新しい風を、などとおっしゃっていましたが、風など、あなたおひとりで充分です」

「ローラ……！」

「リヴォート様！」

　新たな口論に発展する気配から、ダイはヒースの手を強く引いた。振り返る彼の手を揺さぶって制止する。

「もういい。もう、たくさんです。やめてください」

『──虫唾が走るのよ！』

　マリアージュの言葉が耳によみがえる。

　ここまでだ、と、ダイは思った。

　ダイは膝に手を突いて立ち上がった。

　息を吸って、ヒースと向き合う。

「リヴォート様。馬車を貸していただけますか。これから……荷物をまとめますから、そのあとに」

「ダイ」

「皆さん」

　ダイは皆を振り返って、丁寧に頭を下げた。

「お世話になりました」

　そしてヒースたちが来た道を歩き出した。

（泣くな）

　歯を食いしばって、自分に言い聞かせる。

（泣くんじゃない）

　本当は、頑張りたかった。

　この場所で頑張りたかった。名誉だとかはどうでもよかった。化粧の腕を望まれて来た場所だ。踏ん張りたかった。

『ダイ……あんたは、十五までに、ここを出るんだ』

　アスマは言った。言い続けた。

『あんたはここにいたらいけない。なぜなら、あんたは──……』

　不和を生む。

（アスマ、わたし、花街の外でも、同じだった）

　いらないと、出て行けと、言われ続ける。

（あぁ、だめだ）

　泣く。

　そう思って、天を仰いだ。

「──世話になったって、なに？」

　マリアージュの声が降ってきた。

　幻聴ではない。ダイは滲む視界を瞬かせた。

「マリアージュ……様？」

　ダイの前にいつの間にか主人が立ちはだかっている。

　茫然となりながら、ダイは彼女に尋ねた。

「ど、どうなさったんですか。こんなところで……」

「あんたが話の途中で出て行ったんでしょ。戻ってこないから来ただけよ」

「は、はなし？」

「これは、マリアージュ様」

　マリアージュの姿を認め、ローラが足早に歩み寄る。

　マリアージュもまたダイの横を通り過ぎて侍女頭と距離を詰めた。

「ローラ。ダイが荷物をまとめるって、辞めるってことよね。どういうことなの？」

「失礼いたしました、マリアージュ様。この騒ぎはもうすぐ収まります。ですので」

「だれが謝れって言ったのよ？　人の質問に答えなさい。何でダイが荷物をまとめるのかって、わたしは訊いたの」

　話しなさい、と、命じるマリアージュに、ローラは困ったお方だ、とでも言いたげな表情を浮かべる。

「では、失礼ながら、このような場での報告をお許しください。……グレインと臨時雇いの魔術師が口論となりました。魔術師はダイの紹介です。場を騒がせた責任を取って、ダイには職を辞していただくことになりました」

「……臨時雇いの魔術師って、彼女よね？」

　グレインと並ぶアルヴィナをマリアージュは一瞥した。

「口論って……ダイはその場にいたの？」

「おりませんでした、マリアージュ様」

　アルヴィナが即答する。だれも異論は唱えなかった。

　マリアージュが首をかしげる。

「なら、ダイは関係ないでしょう。ふたりが勝手に喧嘩しただけじゃあないの？」

「ですが、口論の話題はダイでした。……彼に関わることで、こうも立て続けに騒ぎが起こることは見過ごせません」

「あんた、皆から無視されてたこと以外に、なんか騒ぎ起こしてたの？」

　何気ないマリアージュの発言を聞いた使用人たちが一斉に色を失くした。彼らは主人に行動を把握されていることを知らなかったらしい。

　ダイは急ぎ首を横に振った。興味なさそうに、マリアージュは、そう、と、返した。

「彼はあなたに無礼が過ぎますでしょう？　マリアージュ様」

　子どもを諭すような声音で、ローラが話を引き戻しにかかる。

「ただでさえ女王選にてご多忙の御身。ダイが空気を乱して、心休まることがなかったことと存じます。ですがそれも、間もなく終わります」

「ダイを辞めさせるから？」

「そうです」

　ローラが力強く首肯する。

「彼はマリアージュ様のためになりません。一同、そう思っております」

「ふぅん。……一同、ね」

　マリアージュは気のない返事をして、集まった人々を見渡す。

　そして鋭くローラを睨んだ。

「ローラ。……あんたいつから、この家の主人になったの？」

「……は？」

　意表を突かれたらしい。ローラが瞬いて訊き返す。

　マリアージュは返答を待たず、ローラに言い立てた。

「あんた、いつから使用人の辞める辞めないを、わたしの許可なく決められるようになったわけ？」

「マ、マリアージュ様。わたくしは」

「言いなさい。この家の主人はだれよ？」

「……マリアージュ様でございます」

　困惑の色を浮かべて、ローラが主人に回答する。

　マリアージュは満足げに口角を上げた。

「ねぇ、ローラ。あんたはこの家に仕えて長いし、皆のことも、わたしよりよくわかっているでしょう。使用人の管理は好きにすればいいわよ。でも、あんた、わたしに確認せず、ダイのことを決めようとしたわね？　あんた、いつからそんなに偉くなったの。礼儀がなってないのは、あんたの方じゃないの!?」

　マリアージュがローラに怒鳴る。

　足を踏み鳴らす主人の怒りに、ローラが初めて顔色を変えた。

　マリアージュが鼻の根にしわを刻んでヒースを見る。

「言っておくけどね。ヒースはダイのときも、そこにいる魔術師のときも、雇っていいかって、わたしに訊きに来たわよ。わたしに顔も見たくないと言われていてもね」

「それは……当主を代行する者として当然の責務だからでしょう。彼がマリアージュ様に報告を入れるのは義務です」

「そうよ。だからあんたと違って、だれを雇ってだれを辞めさせるか、ヒースは決めていいのよ」

　使用人たちがはっと息を詰めた。ダイもマリアージュを改めて見直した。

　義務を怠おこたるものに、使用人の任免を決める権利はないと、マリアージュは述べている。

　やはり彼女は、愚ぐ鈍どんではないのだ。

　ローラは分が悪いと感じたらしい。彼女らしくなく狼狽ろうばいした様子で、論点をまた元に戻そうとする。

「ですが……マリアージュ様、ダイはあなたのためになりません」

「ローラ……あんたいつからそんなに頭悪くなったの？」

　マリアージュが低く唸った。

「ダイがわたしのためにならない……？　それはわたしが決めることよ！」

「わたくしは、旦那様が幼少のみぎりより、いえ、もっと古くからずっとこの家に、真しん摯しにお仕えして参りました！　そのわたくし共の意見を蔑ろにするおつもりですか!?」

「いまはそんな話をしているんじゃないでしょう！　だいたい、あんたわたしに、ダイがどんな風にわたしのためにならないか、話に来たことないじゃないの！」

　マリアージュはローラに言い返し、続けて宣言する。

「ローラ。古いも新しいも関係ないわ。だれがわたしのためになって、だれがそうならないかは、わたしが決めるわ。あんたが決めることじゃない──文句があるなら、あんたがここから出ていきなさい」

　今度こそ、ローラが愕然と立ち竦む。

　彼女だけではない。この場の全員が言葉を失って、マリアージュを見返していた。

　その彼女がダイのもとまで引き返してくる。

「──で、さっきの話の、続きなんだけど」

　茫然とするダイを見下ろして、マリアージュは話を切り出した。

「どこまで話したかしら。そう。わたし、あんたの生真面目なところがいや。いい子ぶったところがいや。しつこいところもいや」

　そこでダイはようやっと理解した。

　マリアージュは寝室の扉越しの会話を続けているのだ。

「あと、説教くさいところがいや。面倒なことを言い出すところもいや。ホントにいや」

「あの……すみません」

「でも、わたしには、あんたの化粧が必要なの」

　空そら耳みみかとダイは思った。

　喘ぐように息を吸って、ダイは主人に請せい願がんする。

「えっと……もう一度、言ってください……」

「あんたの化粧が必要なの。……もっかいは言わないわよ」

　ぶわ、と、視界が霞かすみがかる。

　ダイは慌てて俯いた。

　先とは別の意味で、泣きそうだった。

「認めるのはいやだけど、あんたが化粧をしてくれないと、わたしは女王選でぱっとしない。あんたが化粧をしてくれて初めて、あの、自信満々な女王候補たちが並ぶ場所で、わたしは顔を上げられる。だから……」

　震える声でマリアージュは言った。

「……あんたの道具、投げて悪かったわ」

　それはマリアージュの経験する、初めての謝罪なのかもしれなかった。

「……あんたに言われて、色々考えた。でも、そもそも、あんたの言う通り、考えるってことが、よくわからなかった。だから、まず、いやだって思うことを、言ったわよ。教えろって言っていたわよね、あんた」

　確かに言った。

　何でもいい。教えて欲しいと、彼女に願った。

　ダイはマリアージュを見返した。

　彼女はダイの言ったことを、受け止めてくれていたのだ。

「ねぇ、ダイ。わたし、本当に、これまでになく、頭を痛めたのよ。どんなふうに美しくなりたいのか、どんな女王になりたいのか、わたしが言わなきゃ化粧できないなんて、あんたが言うから。でも、やっぱり、理想の美しさなんてわからないし、そのまた女王なんてなおさらだわ。でも……わたし、こうなりたいって、姿が、あったの」

　マリアージュが胸に手を当てて告白する。

「わたしは、胸を張っていたい」

　マリアージュは言った。

「こんな、地味な色の髪でも、そばかすだらけだって、嗤わらわれても、それがどうしたのよって、言いたい。アリシュエルと自分を比べるのはもうたくさんなの。容姿なんて、気にしないで……いつだって胸を張って、迷いなく、動じない人だって、見えるようになりたい。そうして、人が集まるような、自分になりたい……！」

　胸元を握りしめて、喘ぐように、マリアージュは叫んだ。

「そんなひとになりたいの！　でも、わたしひとりじゃ無理！　無理なのよ！　だから、あんたがして！　そういう風に見えるように、あんたがわたしに、化粧をして……！」

　答えを出したマリアージュが息を吐く。

　ダイは唇を引き結び、彼女を見返した。

　背を這い上がった感情を、何と表したらよいだろう。

　ただ、波紋のように広がった震えが、ダイの血ち潮しおを熱くさせた。

　マリアージュは、ちゃんと、望んでくれていた。

　ダイの化粧を真剣に、望んでくれていたのだ。

「もちろんです」

　ダイはその場に跪ひざまずいて囁き、マリアージュの手を取った。主人の柔い手を包む自分のそれに力を込める。

「ゆるぎなく、迷いなく──あなたが望まれた通りに、わたしはあなたを美しくすることを誓いましょう」

　ダイはマリアージュを見上げて宣誓した。

「わたしの、この腕にかけて」
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　魔術調整の仕事を終えたアルヴィナがミズウィーリを去ってから最初の安息日、その前日。侍女頭の書斎で、ダイは礼儀作法の最終試験に臨のぞんでいた。

「合格にいたしましょう」

　三度目にして、ようやっとの合格である。本当に長かった。このまま合格できないのかと危ぶんだほどだ。

　ダイが安堵に胸を撫でおろす傍らで、確認票に総評を書き込みながら、ローラが淡々と注意を述べる。

「基本的な受け答えは問題ありません。挙動もよろしいでしょう。ただ、敬語に若干の揺れが見られますし、とっさの動きにはぎこちなさが残ります。これらは実地で矯きよう正せいなさい」

「はい、ありがとうございました」

「かまいません。仕事です」

　確認票をダイに差し出す、ローラの声は冷淡だった。温かな激励は期待していない。彼女がダイをミズウィーリから退けようとした事実に変わりはなく、気まずさが消えるわけでもない。それでもローラはダイの授業を投げ出さなかったし、無体な真似を働くようなこともなかった。それで充分だとダイは思っている。

「──ダイ」

　ダイが確認票を眺めていると、珍しくローラから呼びかけられた。

　ダイは面おもてを上げた。変化の乏とぼしい顔に怪け訝げんな色をたたえてローラはダイを見ていた。

「あなたはどうして、わたくしの授業を最後まで受けたのですか？」

「どうして、と、言われましても……」

「あのあと──……」

　アルヴィナとグレインの口こう論ろんをきっかけに、ダイが職を辞めるかどうかの話にまで発展し、結局はマリアージュの決定で残留が決まった、あのあと。

「わたくしは確かに最後まで、あなたの作法を見ると申し出ましたが、正直なところ、あなたに断られると思っていました」

「断る権利なんてわたしにはありません。……作法は引き続き、ハンティンドンさんに見てもらうようにって、リヴォート様から言われていましたし」

「あなたは彼と上下を抜きにして親しいでしょう。……権利はなくとも、嫌だと訴えることはできたのではありませんか」

「えー、まぁ、そう、ですね」

　ダイは曖あい昧まいに頷いた。

　確かにローラの教師継続を告げる際、ヒースはダイの心情を案じてくれた。そういう意味では拒絶することもできたかもしれない。

　だが──ダイは苦笑しながら答えた。

「わたし、ハンティンドンさんに見てもらうままでいいと思っていましたから。……教え方がお上手なので、わかりやすいし、覚えやすい」

　ローラはこれまで何人も使用人の教育に携わってきたのだろう。その経験を差し引いても、彼女の教え方の上手さは抜きん出ている。彼女に礼儀作法を見てもらえたほうが、上達はうんと早いとわかっていた。

「……わたくしと顔を合わせることになって、嫌ではなかったのですか？」

「気まずいかって言われたら、否定はしませんけれど……厳しいのはいまに始まったわけじゃあありませんし。ハンティンドンさんは、ここで嫌がらせをなさるような方ではないだろうなって、思っていましたから」

　ダイの排はい斥せきにローラが動いた理由は、あくまでミズウィーリ家、そしてマリアージュのためだと、ダイは思っている。

　すべてがそうだとは言わない。個人的な感情も明らかにあったし、やり方は強引だった。ダイとて辛い思いをしなかったわけではない。ただ花はな街まち時代に似たような経験をした覚えもある。いまのローラにダイを害する意思がないならそれでいい。

「……ハンティンドンさんこそ、嫌じゃなかったんですか？　わたしを教えること……」

「あなたは女王候補の《職人》です。単なる使用人の教育ではありません。あなたがマリアージュ様の加点となれるまで教育するのなら……ほかの者たちでは、経験がやや足りないでしょう」

「そうかもしれないんですが……その」

「いまの状況をあなたのせいにするつもりはありません」

　ローラが初めて苦く笑った。

「確かにあなたはやや……お人よしというか、自己犠牲の気が、あるようですね」

　ローラから指摘を受け、ダイは、はぁ、と、生返事をした。

　ローラはいま、ほかの使用人たちから距離を置かれている。少し前のダイと似たような状況だ。いや、マリアージュに一度やめろと言われたせいで、もっと肩身の狭い思いをしているのかもしれない。

『……見て、あれが、災厄リヴの子だよ』

　──だれもが執着してやまなかった、うつくしい天性の娼婦リヴ。

　花街での自分を思い返し、ダイはローラに問いかけた。

「……ハンティンドンさんは、ミズウィーリから出ることを、考えたことは、ないんですか？」

「ありません」

　ローラは決然と否定した。

「わたくしはこの家で生まれ、この家で育ち、この家に、ずっと仕えてきたのです。ほかに行くところなど、わたくしにはありません。……ダイ、あなたは若いから、まだわからないでしょう。もうこの年になると、生き方を変えることはできないのです」

　そのようなことはない。

　生き方を変えることは、だれにだってできる。

　反射的に、ダイは思った。しかしそれを口にすることは躊躇ためらわれた。

　だれにでもできることは、だれにでも容易いことと、同義ではない。

「生き方を変えることができる者もいます」

　ダイの胸中を読み取ったかのように、ローラは言った。

「ただ、わたくしは違うということです。……だれになんと言われようと、たとえ、マリアージュ様に厭いとわれようと、わたくしは自分が良いと思うやり方で、ミズウィーリの家に仕えていくつもりです。皆の口さがなさも、時が経てば落ち着きます。……皆、不安なのです。先の見通しが立たない中、あなたやリヴォート氏が次々と新しいことを行っていく。このまま、付いていってもよいものなのか、迷い、戸惑い、そのはけ口を、求めているだけ」

　神妙に言ったローラは言葉を区切り、ダイ、と、静かな声音で名を呼んだ。

「わたくしは、あなたが……あなたとリヴォート氏が、きわめて優秀だということは、わかっています。傾いていたこの家を、平民でありながら支えるリヴォート氏の手腕も努力も、認められるべきもの。あなたの化粧の手技が特筆に値すべきものだとも、理解しています。ですが、自身が未熟だということを承知で、感情が追い付かない。生まれてこの方ずっと、ミズウィーリに仕えるわたくしではなく、あなたがたが、マリアージュ様の無二となることに。あなたがたに、気を許すことが、わたくしにはどうしてもできないのです」

「それで、いいと思います」

　ダイはローラに頷いた。

「古いとか新しいとか、貴族街の生まれだとかそうでないとか関係なく、わたしたちは、マリアージュ様のために仕えている。それで、いいんじゃないでしょうか」

　警戒してくれてかまわない。

　ただ同じ目的に向かって歩けるだけでいい。

　ふっと、ローラから肩の力が抜けた。

　彼女は呆れているようだった。

「拒絶されたというのに、怒りもしないのですね、あなたは」

「ここで怒ったら、ハンティンドンさんとずっと仲良くなれなさそうですから」

　いつかでいい。和やかに話せるぐらいにはなりたい。

　ローラが深くため息を吐く。

「……合格したからといって、復習を怠おこたることのないように」

　唐突にローラから会話の終わりを言い渡される。

「行きなさい」

　ダイは確認票と礼儀作法の教本を小脇に抱えた。

　廊下へ出る直前、ふと思い立って、ローラを振り返る。

　不器用な侍女頭は、窓から差し込む陽光に照らされながら、毅き然ぜんとして立っている。

　彼女から学んだ作法に則のつとり、ダイは丁寧に一礼して退室した。







「──ハンティンドン女史はご立派な方ですよ」

　ローラとの遣り取りをダイが話すと、ヒースは穏やかな声で彼女を評した。

「病がちだった奥様に代わって、長く屋敷を支えてこられた。方針が異なるので衝突はありますが、それを不快に思ったことはありません。ただ、今回のことは確かに感情的で、強引でした。……あなたの話を聞くに、彼女も追い詰められていたのでしょう。……どうぞ」

「ありがとうございます」

　ヒースから紅茶の入った茶器を受け取って、ダイは礼を述べた。

　夜半。ダイはヒースの執務室で一日の報告を行っていた。

　安息日の前夜、あとは適宜、ヒースの予定が空いているか、急ぎの相談ごとがあるときに。ふたりで応接席に座り、様々なことを話し合う。マリアージュとの礼状づくりに端を発した習慣は、茶を飲みつつという形に変わって継続している。

　ヒースの淹れた紅茶をすする。茶葉の香りが鼻び腔こうをくすぐり、ダイはほっと息を吐いた。

　ヒースが笑ってダイを労う。

「よかったですね。合格できて」

「はい。……ヒースもありがとうございました。その……庇っていただいて」

「いいえ」

　ヒースはダイの謝辞に首を横に振った。

「あなたがここまで苦労したのも、元はあなたの行動の意図や扱いについて、それぞれの長と意思疎通がとれていなかったこちらの落ち度です。……それに、あなたが言うほど庇ってもいません」

「そうでしたか？　……まぁ、ティティみたいにって意味なら、そうかもしれませんけど。ヒースの立場で変にわたしに肩入れしているように見えても困るでしょうし」

　花街でもアスマはダイに表立って味方することはなかった。彼女は娼館の女主人。勤め人は平等に扱わねばならない。当主代行たるヒースもアスマと同じはずだ。

　それでも彼は援護してくれた。

「わたしは心強かったですよ」

　ダイもグレインたちへの説明が上手くなかった。反省点は大いにある。

　ヒースは穏やかに微笑んだ。

「次からお互いに気をつけていきましょう。……これまで以上に連携が必要になるでしょうから。なにせ、あなたも社交に出ることになる」

「そうなんですよねぇ……」

　憂ゆう欝うつなことを思い出し、ダイはため息を吐いた。

　女王候補の《職人》は、女王選の催しに、賓ひん客きやく扱いで招かれる。いわゆる見世物で、装飾品だ。最低限の教育が終わるまで、と、いままで免除されていたが、これからはそうも言っていられない。

　そもそもいま自分たちは、その社交について打ち合わせているのだった。

「いまさらですが、大丈夫なんでしょうか。わたしが、その、貴族社会に顔を出して」

「反発はあるでしょうね」

　茶器に口を付けながらヒースが言った。

「ハンティンドン女史がいい例です。彼女の意見はデルリゲイリア貴族と視点をほぼ同じくしています」

「この間のことは、いい予行演習だったってことですね……」

「前向きに捉えていただけると助かりますね。……悲観的になることはありません。ハンティンドン女史から作法の合格をもらっているわけですしね」

　茶器を受け皿に置いて、ヒースがダイを励ます。

「あとは、慣れです」

「はぁ」

　ダイはヒースに生返事をした。慣れるまでに問題が起こらないことを祈るばかりである。

　ふとダイはこの目の前の男もまた貴族の生まれでないことを思い出した。

「……そういえばヒースは、どうやって慣れたんですか？　……初めてのときはどうでした？　何か失敗とかしました？」

「覚えていません」

「えぇ……」

「本当に、覚えていないんですよ」

　ヒースが苦笑した。

「ひどく緊張していましたし、ひとつの間違いが命取りだった。……もしかしたら、何か下手を打っていたのかもしれません。ですがそのときはきっと、上手く助けてもらっていたのでしょう」

　平民のヒースを当主代行に指名したマリアージュの父。彼はヒースを貴族社会に引き込んだ分、失敗があってもきちんと手助けしていたということだろうか。

「まぁ、慣れはしましたが、いまも苦手なことに変わりありません。特に女性の相手は気を遣う」

　権威を盾に彼へあからさまに迫る女性もいる。母親から婿入りを打診されることもあるらしい。彼の出自はともかく、働きと容姿を考えれば、ありえそうな話だ。ヒースのぼやきに、ダイは笑ってしまった。

「お顔がよろしいと大変ですねぇ……」

「他人事のように言わないでください。あなたも絶対そうなりますからね……。つきっきりとまではいきませんが、わたしもあなたを放置するつもりはありませんし、まず雰囲気に慣れるところから始めればいい」

「慣れるところって……あの、わたし、ガートルードの夜会から出るんですよね……？」

　ダイは卓の上に載る書類を一いち瞥べつした。次にマリアージュが出席する催しの準備品一覧、その写しである。

　参加先の欄には『ガートルード家』の記載。

　つまり、マリアージュが一方的に敵視する、女王候補の筆頭、アリシュエル・ガートルード主催の会合が、ダイの初の社交場なのだ。

　ダイは顔を引き攣らせて呻いた。

「も、もうちょっと控えめな会から始めませんか……」

「そちらのほうが注目を浴びますよ。最もきつい場所から始めた方が、あなたもあとあとが楽でしょう」

「きびしい」

「要はマリアージュ様から離れなければいいのです。あれでも生きつ粋すいの貴族令嬢です。受け答えはそれなりにしますし、いまさらあなたを投げ出すこともないでしょう。……ガートルードなら控え室もあります。何かあれば逃げ帰りなさい」

　女王候補を招く同格の家は彼女ら専用の部屋を支度することが慣例だ。女王候補を擁ようするガートルード家なら当然マリアージュの控え室がある。

「……確かにどこにも逃げ場がないよりは、いいような気がしてきました……」

「でしょう。あとは同行経験が豊富な侍女に、話を聞いておけばよいのですが……」

　ヒースが妙に言葉を濁す。ダイは首をかしげた。

「ちなみにだれですか？」

「ティティアンナです」

　彼の回答にダイは息を呑んだ。

「あなたがいるので、ここ最近は同行から外されていましたが、元々、機嫌の悪いマリアージュ様の扱いに長けているのは彼女ですからね」

「……なるほど」

「……で、ダイ」

　ヒースが表情を曇らせる。

　ダイの顔を覗き込むと、案じる声で彼は尋ねた。

「……大丈夫ですか？」

「あー……」

　ダイは返事を濁した。

　ヒースに心配ばかりかけて、申し訳ないなと思いながら。







　ティティアンナの顔を見ない。

　ダイがそれに気づいたとき、厨房での騒動から数日が経過していた。

　最初は単純に仕事の予定が合わないだけだろうと考えていた。マリアージュの顔に化粧をさせてもらえるようになったし、今後の予定の打ち合わせやら、魔術調整を手伝った報告書の作成やら、貴族年鑑や礼儀作法の学習やらで、ダイがとにかく忙しかったからだ。

　しかしそれにしても、あまりにティティアンナと会わない。その上、廊下や食堂で顔を合わせても、彼女は挨拶だけして、忙しなく立ち去ってしまう。

　そんな矢先に、ダイと予定を合わせないよう、ティティアンナ自身が侍女頭に願い出ていたことを知った。

　これにはダイもかなり気が滅め入いってしまった。

　ともすればマリアージュから遠ざけられたとき以上に。







「要するによ」

　安息日の翌日、数日間分の化粧を衣装に合わせて決めたあと、休憩の席でマリアージュは言った。

「ティティはあんたにいいとこを見せようとして、失敗したわけよ」

「失敗……？」

「そう」

　鸚鵡おうむ返がえしに尋ねたダイに、主人は卓に頬ほお杖づえを突いたまま、つまらなそうに頷く。

「あの魔術師とグレインが喧嘩して、あんたがローラに追い出されそうになってたとき、ティティはあんたのこと、庇ったんだけど、庇いきれなかったんでしょ。そう聞いたわよ」

「あぁ……あれですか」

　マリアージュが示し唆さしたものをようやく理解して、ダイは肩を落とした。

　ティティアンナはダイの側に立って戦ってくれた。けれども逆に彼女はローラから辞職を迫られてしまったのだ。あの場にマリアージュが現れなければ、彼女もダイと同じくミズウィーリを去っていたかもしれない。

「失敗なんてしていないんですけれどね。……単なる仕事仲間か、仕事そのものを選べって言われたら、後者を選ばずにはいられないです。どうしようもないことですよ」

「でも、ティティはあんたを選びたかったんでしょ」

　磨いたばかりの爪を眺めながら、マリアージュは言う。

「なのに失敗したの。それであんたに合わせる顔がなくなったんでしょ。……あんたに責められたくないから」

「責めるだなんて……そんなことしませんし」

「まぁ、あんたはそうかもね。……でも、フツー、責められるかもって、怖いし。あと、失敗したことが恥ずかしいものなの。……あんたはあの子に何もしてないわ。だから、その暗い顔はやめなさい。うっとうしい」

　やだやだ、とマリアージュが頭かぶりを振る。

　ダイは啞然として彼女を見つめた。

　前々から思っていた。マリアージュは人の機き微びに聡い。

　だが実は──聡い、というより、鋭い、のではないだろうか。

　この話題が出た経緯も、ダイがティティアンナとのすれ違いに悩んでいることを、マリアージュが看破したからである。彼女いわく、『あんなにくっついて仕事してたのが、最近ばらばらなんだもの。馬鹿でも気づくわよ』らしい。

　同僚たちから言われるならわかる。だが指摘したのはマリアージュだ。一日の大半を女王選で留守にしている主人である。使用人同士の十日足らずのすれ違いなど、気づかない方が普通だ。

　ダイがすっかり感心していると、マリアージュからぎろりと睨まれた。

「なに。あんたのその、意外に頭がいいんじゃない？　みたいな目は」

「マ……マリアージュ様、もしかして人の心が読めたりします？」

「はぁ？　そんなわけないじゃない。何言ってんの？」

「いえ……こう、妙に鋭いなって？」

「あんたそれ褒めてないでしょ。けなしてない？」

「そ、そんなことはありませんよ？」

「噓おっしゃい！」

「ちょ、まっ、ままま、いひゃい！」

　制止も虚しく、マリアージュに顔を両手で挟まれる。

　ダイは思わず悲鳴を上げた。

「い、いひゃい！　ほんほいひゃいんですへほ！」

　単にぐぐっと頰を圧迫されているだけなのだが、これが痛い。真剣に痛い。泣くぐらい痛い。骨からみしみし音がしている。骨折しそうな勢いである。すさまじい馬鹿力だ。

「うーうー！」

　ダイはマリアージュの手首を引きはがそうと試みた。が、びくともしない。マリアージュはダイの抵抗などどこ吹く風だ。ダイの頰を圧迫し、ときにびろりと引き伸ばし、顔の変形を明らかに楽しんでいる。

「……よく伸びる頰ね……」

「いひゃいいひゃいいひゃい！　まひはーふはま、ほんほやめ！」

　妙に真面目な顔で呟くマリアージュに、ダイが涙目で痛みを訴えたときだった。

　こここん、と、叩こう扉ひの軽い音が室内に響いた。

「失礼いたします」

　侍女が挨拶と共にマリアージュの居室に入室する。

　ティティアンナだ。

　びろーっと頰を伸ばしたダイの顔ごと、マリアージュがティティアンナに向き直る。

「あら、ティティ──……」

　何の用、と、マリアージュは最後まで言葉を継げなかった。

　ティティアンナがその場で腹を抱えて笑い転げたからだ。

「あっ、あはははははははっ！　な、何ですかその顔っ！　何していらっしゃるんですか!?　あははははははっ！」

「ちょっと、ティティ！　主人の前で大口開けて笑うっていい度ど胸きようね!?」

「も、申し訳ございませっ、で、ですがっ、あはははははっ！」

　びしっ、とマリアージュから指さされ、一度は謝罪を試みたものの、もうだめ、と呻いて、ティティアンナが膝からその場に崩れ落ちる。

　ようやっと解放されたはいいが、ダイとしては微妙な気分だ。それほど自分は面白い顔をしていたのか。

「──で？」

　気を取り直した様子で茶器に口を付け、マリアージュが首をかしげる。

「あんたはいったい、何の用なの？」

「は、はい……」

　どうにか笑いをねじ伏せて立ち上がり、ティティアンナはマリアージュに向き直った。

「ダイをですね。お借りしてよろしいでしょうか。王選の催しに同行する際の諸注意を、ダイに説明するようにと、リヴォート様から仰せつかりました」

「いいわよ。連れて行きなさい」

　マリアージュが二つ返事でティティアンナに許可を出す。

　ダイが戸惑っていると、主人は犬を追い払うように手を振った。

「ほら、そのうっとうしい顔をどうにかしてきて……。また、わたしに顔を潰されたくないならね」







　移動先の控え室は無人だった。安息日明けの忙しい日だ。侍女も従僕も各々の仕事のために出払っているのだろう。正直なところ、だれかにいて欲しかった。ようやっとティティアンナと話す機会を得たのに、少しだけ、気づまりだったのだ。

　マリアージュの部屋でこそ、笑い転げていたティティアンナだが、廊下に出てすぐその表情はこわばって、ここまでの道中はずっと無言だった。

　控え室に辿り着いても、彼女はダイを振り向かず、ずんずん奥へ進んでいく。

　茶器などが収まる戸棚の前でぴたりと立ち止まった彼女は、そのまま動かなくなってしまった。

「あの……ティティ？」

　ダイの呼びかけにティティアンナは答えない。

　背を向けたまま俯いている。

　ダイはしばらく天井を仰いだあと、覚悟を決めて彼女の前に回り込んだ。

　そして目にした彼女の様子にぎょっと目を剥く。

「ティ、ティティ!?」

　ティティアンナは足許を見つめたまま、大粒の涙をぼろぼろ零していた。

「どうしたんですか!?」

「ダイ……」

　慌てるダイをティティアンナが見つめ返す。

　その瞳にまた涙を溜めて、彼女はわっと泣き崩れた。

「ご、ごめんねぇええっ……！」







　まさか突然、目の前で、号泣されるとは思わなかった。

　ティティアンナを椅子に座らせて宥めすかすこと四半刻。

「あれだけ偉そうに言いながら、最後には自分のことを優先してしまったことが、恥ずかしくて、自分を、許せなくて」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、彼女はダイにこの数日のことを説明した。

「ハンティンドンさんに、年上ぶりたかったんだろうって言われたでしょ。違うって思ったけど、違わないのかも。ただ、頼られるのがうれしかっただけかも、とか、色んな考えが、どんどん覆い被さってきて、上手くダイの顔、見られなくて……会ったら会ったで、頭の中、真っ白になっちゃったの。いやだったよね。本当にごめんね。ダイを無視した皆と同じことするなんて、本当に最低。ごめんね。ごめんね」

「ティティ」

「ごめんなさい、ダイ。本当にごめんなさい」

　ティティアンナが再びしゃくり上げ始める。

　ダイは穏やかな声で彼女に言った。

「ティティ。大丈夫ですから。……嫌われたわけじゃなかったんだって、わたしはほっとしているんです。話してくれてよかった。もう二度と、前みたいにおしゃべりできないんじゃないかって、不安だったんです」

　傍にいてくれたティティアンナにダイはいつも救われていた。彼女の裏表のない明るさは、故郷の芸妓たちを思わせた。その彼女を何が不快にさせたのかもわからなかったし、途方に暮れていたのだ。

「はい。泣くのはもうおしまいですよ」

　ダイはティティアンナの顔を覗き込んで微笑んだ。

　ティティアンナが下唇を嚙みしめて、何かを訴えるようにダイを見上げる。

　鼻をすすった彼女は、ごめんね、と、謝罪を繰り返して呟いた。

「どうして……大事にしたいものと、守らなきゃいけないものって、いつも一緒じゃないのかしら」

　大切なものふたつが相反するとき、どちらかを選ばなければならない。

　ずっと花街にいたかった。けれども出る必要があった。花街を大切にするためには──そんな、選択をしなければならないときが、ひとにはある。

「ティティが仕事を選んだのは、正解だったんですよ」

　ダイはティティアンナを諭した。彼女がグレインに切った啖たん呵かに、ダイはずっと冷や冷やしていたのだ。

「わたしはいやでしたから。わたしのせいでティティがこの家を出て行くとか……」

「でもね、ダイ……」

「それから」

　反論するティティアンナに被せてダイは言った。

「ティティがこの家を離れたら、もうひとり辞めなきゃいけなくなるでしょう？」

「…………え？」

　ティティアンナが顔色を変える。

　ダイはにっこりと笑った。

「結婚しないんですか？」

「ダイ──!?」

　がたーんと椅子をひっくり返し、ティティアンナが立ち上がる。

「どどどどどっ、どうして知っているの!?」

「その手のことには勘が働くので……」

　花街には色恋がつきものだ。他人のそれは何となくわかる。

「あと、今回、こっそりわたしを助けてくれていましたから」

　彼女の恋人は同じミズウィーリの使用人だ。ダイと共に仕事をしたこともある。そのせいもあってか、彼は魔術調整の資料作りにも、隠れてよく支援してくれていた。

　彼ですよね、と、確認したダイに、茹で上がった人参のような顔で、そうです、と、彼女は肯定を返した。椅子に座り直して、長卓の天板に突っ伏し、もごもごとダイへ弁解する。

「ほら……昨年から、旦那様がお亡くなりになったり、マリアージュ様が、女王候補になられたり、その、色々、あったからね……？」

「落ち着いたら？」

「そのつもり。……そのときは、ダイ、お化粧してくれるかなぁ？」

「もちろんです」

　ダイは微笑んだ。

　とてもとても、光栄なことだ。

「ふたりがここを出ていくようなことにならなくて、本当によかった」

　ダイは安堵に息を吐いて、ティティアンナの指先を握りしめた。

「お礼を言わせてください、ティティ。……わたしの味方になってくれて、ありがとう」

　本当のところを言うと、心が折れそうだった。マリアージュから、同僚たちから、不要だと言われて辛かった。それでもどうにか踏みとどまれたのは、まさしく彼女がいてくれたからだ。

「……あなたが頑張っていたから応援したんだよ」

　ティティアンナがダイの手を握り返す。

　涙を納めて彼女は笑った。

「また一緒に、がんばろうね」







　──ようやっと、仲直りできた。

　一日の仕事を終えたダイは自室の寝台に仰ぎよう臥がし、安堵の息を吐いた。

　マリアージュの傍で化粧筆をとる日々も、ティティアンナとの仲も、これですべてが元通りである。

　いや、ヒースと親しくなれたことも含め、むしろ、前進したのかもしれない。

（……二か月、か）

　ダイは花街を出てから今日まで、ミズウィーリにいられるか否かの、すれすれのところを歩いていた。

　だがどうにかマリアージュに認められ、少しずつ、少しずつ、この新しい場所で、足場を築いている実感がある。

　ダイは腕に抱えている絵に視線を送った。

　ダイが花街を発つ直前にアスマから押し付けられた薄い木箱の中身である。

（あとは……）

　ダイは瞑目した。

（……気をつけるだけ）

　不和を呼ばないように、これまで通りに振る舞う。

『──にしてもダイって、泣いているわたしをあやすの、すっごく手慣れてたねぇ……』

　和解したあと、仕事の打ち合わせの合間にした雑談が、耳の奥によみがえる。

『なんだかんだで、マリアージュ様とも上手くされているし……ふふっ、今日の顔、おかしかった。……女の子の扱いが上手だねぇ。将来有望そう』

『有望？』

『うん。イイ男になりそうってことよ』

「それは、無理かなぁ」

　ダイは絵を抱える腕に力を込める。

「ね、父さん……」

　ダイはあくびを嚙み殺して横になった。

　明日からまた頑張らねばならない。

　次の大仕事は社交界への初出席だ。

　夢うつつに零れた呟きは、夜の闇に溶けていった。
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　上級貴族序列第一位、ガートルード家。

　先代女王の兄が婿入りして当主を務めている。序列第二位のドルジ家とは近親で、関係は良好。多数の中級貴族、下級貴族を擁ようする、押しも押されもせぬ大貴族だ。

　その家の敷地ともなれば広大。屋敷はまさしく宮殿そのもの。

　そこで行われる夜会ともなれば、どこもかしこも豪華できらびやかだ。

　玄関広間では見事な彫刻が客人を出迎える。壁面には模様を装って刻まれ続ける魔術文字。要所に飾られた、芳香のかぐわしい花々、写実絵画、工芸品──芸技の国を名乗るこの国で、芸術に投資しているということは、何よりも尊ばれる。

「は、はー……」

　ダイが屋敷の絢けん爛らんさに圧倒されていると、隣を歩くマリアージュから叱責が飛んだ。

「ダイ、きょろきょろしないで」

「も、申し訳ありません……」

　マリアージュを先導するヒースからも注意が来る。

「もっと人を見て歩いてください。前を向く」

「気をつけます……」

　主人の手を腕に掛けて歩くヒースの足取りは堂々としたものだし、マリアージュは趣味が悪いんじゃないのと、内装に毒を吐く余裕すらあるようである。

（しっかりしないと）

　ダイは自身を叱しつ咤たした。今日はダイがミズウィーリ家に来てから一番の大舞台なのだ。

　事前にも通告されていた、ダイにとって初めての社交の場。ガートルード家主催の会合だ。五人の女王候補は必ず揃い、各派閥からも多くの者たちが、自身の投票先を見定めるために参列する、まさしく『女王選のため』に開かれる会である。

　開催は夕方の早い時間から夜更けまで。正餐はないものの、美酒と料理は常に惜しみなく給仕されるという。

　ダイは控えとして与えられた右翼の一棟に荷を運び入れる同僚たちと別れ、マリアージュとヒースのふたりと共に、招待客としてガートルード家本邸を歩いていた。

「緊張するわよね」

　大広間の前で立ち止まり、マリアージュがダイに囁く。

「わたしだってこんなところにいたくないもの」

「困ったことがあればすぐに頼りなさい」

　ヒースも小声でダイに告げた。表情こそ素っ気ないが、声には慮おもんぱかる色があった。

　ふたりとも、ダイを気にかけてくれているらしい。

「ご心配には及びません」

　ダイは気持ちを切り替えた。

　ふたりが案じた通り、ダイにも不安はある。自分は化粧師。裏方を本分とする人間だ。大勢の貴族たちの前に立つことも、きらびやかな宴に招かれることも初めてである。

　けれども怯ひるんではいられない。

　従僕が大広間へ続く扉を開ける。奏でられる音楽の優美な調べが耳に届く。

「ミズウィーリ家ご当主、女王候補、マリアージュ嬢」

　従僕の読み上げに衆目が集まる。

　自分たちの中央に立つマリアージュが一歩踏み出し、凛りんと背筋を伸ばした。衣装の裾を広げて、ゆったりと一礼する。

　その泰然とした佇まいは、人の目を強く惹きつけた。

　だれもが息を詰めてマリアージュを見ている。

　彼女の動きから一拍ずれて、ヒースが自らを笑みで武装する。淑女の頰を染めさせる完璧な微笑。それを浮かべて彼もまた優雅に腰を折った。

　ダイは正面を見据えた。息を吸って、吐く。

（大丈夫）

　慄おののく必要はない。豪華な宴は花はな街まちにもあった。

　ダイはにっこりと笑った。

　そしてローラから教えられた通りの礼を披露した。

　──自分は主人たちふたりと共に、女王選を戦うために来たのだ。







　時はさかのぼって早朝。

　この夜会の準備のために、ミズウィーリ家は屋敷中、大わらわだった。

「ダイ、ダイ、おはよう！　起きてる!?」

　まだ薄暗い夜明け前から、ティティアンナにドコドコ自室の扉を叩かれる。上着を除いた衣装を着込み、袖の釦ボタンを留める手を止めて扉を開けたダイは、廊下に並ぶ侍女ふたりの気迫みなぎる表情に、思わず顔を引き攣らせた。

「うわっ……」

「あっ、ちゃんと着替えてるね。偉い」

「ちょっと退どいて。入るわよ」

　笑顔でダイを褒めるティティアンナの横をすり抜けて、箱を抱えたメイベルが部屋に踏み込む。彼女は机の上に箱を置くと、中から次々に玻は璃りの小瓶や陶製の容器を取り出し始めた。男向けの香水や整髪料だ。

　メイベルが顔を上げてぎろりとダイを睨む。

「なに突っ立っているの？　早く座って」

「あっ、はい」

「メイベル。お湯はどれぐらいいる？」

「これに半分ぐらい汲んで……ってダイ、あなた顔は手入れした？」

「しました」

「ダイ、鏡の方を向いてて。メイベル、このお湯、どこに置くの？」

「その小卓の上。卓ごとこっちに寄せて。ダイ、じっとして。髪を梳かすから……」

「ダイ、朝食はまだだよね。わたし取ってくる……あっ、ヒナ、どうしたの？」

「ティティ、ちょっと来て、マリアージュ様、まだ起きない」

「んもー！　今日は忙しいですよって言ったのに！」

「シシィじゃ無理。ティティが来て」

「リースは!?」

「ハンティンドンさんと打ち合わせ中。ダイの食事？　わたしが取ってくる……。あ、ふたりともおはよう」

「おはようございます」

　メイベルに整髪されながら、ダイはヒナに挨拶を返した。

　この狭いダイの個室に複数の侍女が出たり入ったり忙せわしない。

　賓ひん客きゃくとして招かれるのだ。ダイも早朝から侍女が付けられて世話されると聞いていたが、想像以上に大事である。ダイがこれから向かう場所が大舞台であると、いまさらのように思い知らされて胃が痛い。

「しゃきっとして」

　何となく腹に手を当て、渋い顔をしていたダイに、メイベルから叱責が飛んだ。ダイは慌てて背筋を伸ばした。

　鏡の中のメイベルは黙々とダイの髪を整えている。まず歯の細い櫛くしで埃を落とし、次に香油を溶かした水を吹き付けて毛の収まりを良くする。乾いた布で髪を拭き、また櫛で梳くしけずって、今度は鬢びん付つけ油あぶらを塗りつける。

　その手つきは丁寧だった。けれども、ダイは緊張した。

　メイベルはかつてのローラと同じく、ダイの存在に否定的な侍女だった。

「変な髪形になんてしないから安心して」

　ダイの心中などお見通しだと言わんばかりの口調でメイベルは言った。

「あ、えーっと、すみません」

「何も謝らなくていいから。あと、さっきも言ったけど、そんな不安そうな顔をしないで。……あなたのこと、噂になっているからね。ほかの家の使用人たちの間でも」

　ダイは瞬いて鏡越しにメイベルを見た。知らなかった。ほかの家の使用人と交流があるのか。

　彼女はしばらくダイを見つめ返したあと、卓の上に油の容器を置いて目を伏せた。

「……あなたが舐なめられると、うちの家、もっと嗤わらわれるんだから」

　──マリアージュばかりが嗤われていたのではない。

　彼女を主人とするミズウィーリ家の使用人全員が嘲笑に耐えてきたということなのだ。ここでダイが失態を犯せば、さらにミズウィーリ家はいらぬ謗そしりを受けることになる。

　メイベルは言った。

「マリアージュ様、どんな職人も嫌だって言ってた挙げ句、化粧師、だなんて。そんな、わざわざ嗤われるような《職人》を選ぶの、どうかしていると思っていたわ」

　化粧をすることは器量の、ひいては血筋の悪さを表すようなもの。

　ミズウィーリに来たばかりのころ、ローラに突きつけられた言葉を思い出す。

　メイベルはダイの髪を整えながら、とつとつと呟く。

「でも……あなたの化粧で、マリアージュ様は変わられたし。……本当に、変わられたと、わかったし。……ここでまだあなたの仕事の邪魔をするなら、わたしは、昔のマリアージュ様以上の馬鹿よ」

　だから、ダイの身なりをきっちり整える。

　メイベルは宣言通りに仕事をこなした。







「リヴォート様はいま無理だ。仕入れ？　それなら過去の表と照らし合わせればいいはずだ。待て、一緒に確認する……」

「ガートルードでお会いになる方々にお渡しするものはこれで全部？」

「昨日、マリアージュ様にご確認いただいたから問題ないわよ」

「修正された進行表がカースン家から届いたぞ」

「待って待って。なんでこんな日に届けてくるの。信じられない」

「落ち着けよ。調べたら前回と同じだったから、こちらで揃えて、決裁だけリヴォート様に……」

　自身の支度を終えて、マリアージュのもとへと急ぐ道中、使用人たちの会話が方々から耳に入る。

　使用人たちは以前の彼らではない。少しずつ未来を嘆くことをやめて、己の無力を自らの努力で埋め始めた。メイベルのように化粧師という存在に肯定的ではない人々も確かにいる。それでも、ミズウィーリ家はひとつにまとまりつつある。

　マリアージュが変わったからだ。







「──いつまで人の顔を見てんのよ」

「あ、すみません」

　嫌そうなマリアージュの声に、ダイは慌てて身を引いた。

　化粧の前準備。整え終えた肌の調子を確認しているつもりが、顔を凝視したまま動きを長く止めてしまっていたらしい。

「何か気になることでもあるわけ？」

「いいえ。今日もおきれいですよ」

「噓おっしゃい」

「そんなこと言いませんって。念入りに磨きましたから、肌がつるっつるです。自信をお持ちになってください」

　容貌の美び醜しゆうは脇に置くとして、この数日間、集中的に磨いたマリアージュの肌は抜けるような透明感と、見事な滑らかさを維持している。この肌を土台に化粧をするのだ。胸が躍る。

　マリアージュが大仰にため息を吐く。

「あんたってば余裕じゃない。初めての社交だっていうのに」

「いえ……余裕では、ないんですが」

「まぁ、落ち着いているならいいけど。……なんか失敗したら、ヒースに尻拭いさせればいいわよ」

　それはマリアージュなりの励ましの言葉だ。気を楽に持て、ということである。

　ダイは主人に微笑みかけた。

「ありがとうございます、マリアージュ様。……でも、それではだめだと、思うので」

「なんでよ」

「わたしは、マリアージュ様が女王となれる一助として、ここに来ましたから」

　メイベルの指摘で気づいた。

　自分は決してミズウィーリ家の戦力を削ぐために来たのではない。

　これまでずっとダイは失敗してきた。そのたびにアルヴィナや、ティティアンナや、ヒースに助けられてきた。だから今度は自分が助ける側に回りたい。

　少なくとも、ミズウィーリ家の嘲笑の種にならないようにしなければ。

　化粧師なのだから、化粧だけをしていればいい。そのようなときは過ぎたのだ。

　自身の職分を完璧にこなしてこそ、その先がある。

　だから、目の前のことに集中する。

「いまは、マリアージュ様を、望まれた通りに美しくする。それだけを考えます」

　ダイは円卓の上に並べた道具を検あらためた。

　海綿、綿布、手拭い数枚、筆に色板、陶器の小瓶。着色された玻璃の小瓶はあたかも宝石のよう。装飾燭台に劣ることなく、陽光を受けて燦さん然ぜんと輝く。

　陶器のたらいにはたっぷりの湯。仕事の準備は万全である。

　姿見をマリアージュの前に置き、彼女に粉除けの布を掛ける。

「それでは──始めます」

　ダイは宣言した。

　まずは、化粧下地から。

　小瓶の一本を選んで、中身を一滴、手の甲に落とす。

　やや青みを帯びた乳液状の化粧下地だ。

「今日は長く化粧をするので……肌がくすまないように、練粉の前に色を仕込みます」

　下地をマリアージュの肌に塗布しながら囁く。

　マリアージュは手鏡を覗いて仕上がりを眺めた。

「肌に伸ばしたら青みは出ないのね……。少し白くなったかしら？」

「はい。赤みを抑えます。舞踏会で踊ったあとにのぼせたとしても目立たないでしょう。肌色は粉ものを中心に」

「肌の上で粉は固まらないの？」

「薄くします。……質の良いものを被せるだけにしますから大丈夫です」

　ただし、前段階として素肌の色むらは念入りに補正する。色粉を用いてそばかすを消し、目の下の影も白の練粉で一気に飛ばした。

「今日のマリアージュ様は、一輪のばらです」

　ダイはマリアージュの後ろから彼女の顎と頭に手を添えた。彼女の顔を正面の姿見に向けさせて、今日の化粧の意味を説明する。

「庭に咲く、紅いばらです。マリアージュ様、想像してください。庭先で、ほかの花をものともせず、一輪だけ咲く花。……形が不揃いであろうと、花びらが歯抜けのように落ちていようとも、だれも醜いと思わない……堂々と生を全うする花」

　ガートルードの夜会には花のように着飾った大勢の令嬢がやってくることだろう。

　その中で、決して、埋もれないようにしたい。

　素肌感を残したまま肌を仕上げる。主人に宣言した通り、厚塗りしない。篩ふるいに掛けて均一に揃えた粉を毛足の柔らかな大振りの筆で肌に被せる。これなら踊って汗ばんでも崩れない。汗が浮いても手巾で押さえれば問題ない。

　次にダイは色物に移った。

　まずは上うわ瞼まぶた。選んだ色は梔子くちなしとキンセンカ。黄色系統の二色だ。ガートルードの会場は招しよう力りき石せきを贅沢に用いた白色光の装飾燭台だと聞いている。主張の強すぎない、けれども輝くように発色する色を選んだ。

　まず、薄い梔子色で瞼全体を彩る。目立たないが、金粉が細かく煌めいて、目許を明るく見せてくれる。次にキンセンカ。塗りすぎると派手になるため、二重の幅に抑えて馴染ませる。

「目許を黄色にしたのは？」

「赤が目立つようになるでしょう？」

「引き立て役ね」

「準主役ですよ」

　マリアージュに説明して、ダイは彼女の眉を整えた。

　マリアージュが手鏡を伏せて尋ねる。

「で、その肝心の紅はどこにするの？」

「口元に」

　色は重厚感のある紅を選んだ。種類は蜜蝋の配分が少なめで色がよく保つものを。ばらの花弁のような質感を演出する。

　ただマリアージュの唇は荒れやすい。瑞々しさも欲しいので、唇には事前に化粧水と蜂はち蜜みつを塗って、丁寧に保湿しておいた。

　頬は練り状の紅を、申し訳程度に指で薄く叩き込む。

「信じてください、マリアージュ様」

　ダイは化粧を仕上げて、マリアージュに囁いた。

　マリアージュの顔を再び正面の姿見に向けさせる。

「今日のマリアージュ様は夜に咲く、一輪のばら。一個で完成された存在。ゆるぎなく、華やかで、だれもがあなたを無視できない」

　自ら立ち上がったその不屈さで、きっと人の目を釘付けにする。







　──そして訪れたガートルードの夜会で、マリアージュはダイの予言通りとなった。







　ガートルード家の大広間。夜会の会場には絹に身を包み、花や宝石で飾った男女が、すでに大勢あつまっていた。

　その中にあってマリアージュは紛れもなく光を放っていた。

　今日の彼女の夜会服は漆黒にも見える深い緑の衣装。手の甲まで覆う長い袖が、肩から伸びる腕をすんなりと見せ、マリアージュの曲線が豊かなことを強調する。

　髪から零れるように散らされた宝石が夜露のようだ。

　ヒースに手を引かれながらも、毅き然ぜんと面おもてを上げてゆったり歩を進める様は、あまたの花々に埋もれることなく、存在感を見る者に焼き付けていく、大輪のばらのようだった。

　集まる衆目をマリアージュはあえて意識の外へ追いやっているようだ。代わりに彼女は何かを探して視線を会場に巡らせていた。

　やや置いて、マリアージュは言った。

「メリアはもう来ているわね」

「メリアさま？」

「メリア・カースン」

　主人が扇で示した一角に、人の集まりが見て取れる。その輪の中心に娘がいた。年はマリアージュと同じ。事前にそうと知らなければ、ダイと同じかそれ以下に見えたかもしれないほど、幼い顔立ちをしている。可憐な容姿で無邪気に笑う女王候補だ。

「クリステル様とシルヴィアナ様もいらっしゃっていますね」

　ヒースが目で示した先には大人びた容姿の娘がふたり、和やかな様子で歓談している。

　ヒースが述べる。

「銀色の髪の方がクリステル様、黒髪の方がシルヴィアナ様です」

　クリステル・ホイスルウィズムはメリアに次ぐ勢いを持つ女王候補だ。家の格もほぼ同列。扇を広げて笑う姿は自信に溢れていて、人を率いる者の風格がある。

　シルヴィアナは候補たちの中で最も年長だ。緩やかに波打つ黒髪に白い花を飾っている。理知的な面差しをしていて、楚そ々そとした雰囲気は聖女の遣いのようだった。

「おふたり、仲がいいんですか？」

「というより、家の方針ですね。あなたもご存じの通り、ベツレイムはカースンとホイスルウィズム、両方と上手く付き合っています。シルヴィアナ様自身もそれに倣ならって、人との距離の測り方がお上手なんですよ」

「なるほど……」

　ヒースの説明にダイは納得した。貴族間の派閥は事前に叩き込まれていたが、やはり文字で追っただけの知識と実際に目で見た姿とでは、印象に大きな差がある。

「ダイ、あっちの席に行くわよ」

　マリアージュが壁際に設えられた椅子の方へ身体からだを向ける。

　ヒースは逆の方向を一瞥した。

「わたしはあちらへ……シュテイム家の若君がいらっしゃっていますのでご挨拶に伺っても？」

「いいわ。行きなさい」

　マリアージュがひらりと手を振り、ヒースは胸に手を当てて腰を折る。

　面を上げた彼はさっと踵を返して貴族の輪の中に切り込んでいった。

　黒髪の紳士に丁寧に挨拶し、若い男女に甘い微笑を向ける。侮ぶ蔑べつの眼差しをヒースに向ける者ももちろんいた。だが彼はその視線を笑顔で往いなして、自身を歓待させる雰囲気を作り出す。

　ダイは啞然とした。

「……リヴォート様、平民の出って……」

「ぜぇったい、噓よね」

　苦虫を嚙みつぶした顔で、マリアージュが呻いた。







　ヒースの出自はともかく、彼の見事な振る舞いはよい見本だ。ダイも早く身につけなければならない。

　彼がダイたちから離れて、マリアージュが壁際の椅子に着席すると、待っていたといわんばかりに様々な年代の男女が訪れ始めた。

　女王候補の《職人》の品評会の始まりである。

　そしてダイは最初の客人からさっそく言葉の軽打を食らった。

「マリアージュ様は本当に見目のよいものがお好きでいらっしゃるのね」

　貴婦人である。にこにこと好意的な笑みを浮かべている。しかしマリアージュの好みを述べているようで、当てこすりであることは丸わかりだ。

「あぁ、マリアージュ様は泥の中から光り物を見つけるのがお得意ですこと……」

　この貴婦人だけではない。

　侮ぶ蔑べつの目を隠さない輩やからが次々とやってくる。

「当主代行の次は化粧師」

「わたくしたちに相手にされないからかしら。下げ賤せんの輩がお好きなこと。御父上にそっくり」

「ご自身に自信がないから、見目のよいものを侍はべらせたがるのよ──……」

　そのような様子の彼らに、ダイはひたすら自己紹介だけを繰り返した。

「マリアージュ様の化粧師、ダイと申します」

「この度、女王選の一助となるべく、こちらへまかりこす栄誉を賜りました」

「不慣れな身ですが、皆さまのお目汚しにならないよう努めて参ります」

　──といった感じである。

　発声に気をつけ、笑顔を絶やさず、丁寧に一礼する。ダイの手に余る質問はマリアージュが代わりに回答し、しつこい輩をぱちんと扇を鳴らして追い払ってくれた。

　挨拶の列が途切れたとき、ダイは言葉も出なかった。

　疲労困こん憊ぱいだった。

　マリアージュが呆れた顔でダイを見る。

「情けないわね……。今日はまだ少ないわよ。ほかの女王候補のところに、ひとが分かれているから」

「これで……？」

　ダイは愕然として主人を見返した。

　確かに人数だけなら大した数ではないのかもしれない。だがそのひとりひとりが、悪意を持って接してくる。ときに言葉で、笑顔で、態度で、こちらの心を弄もてあそぼうという意思を感じる。

　激すれば負け。自分たちはただ微笑を浮かべ、礼儀正しく対応し、隙を見て相手を追い払うことしか許されない。

「……あのひとたち、どうして普通の挨拶ができないんですか……？」

「聞こえるわよ。……でも、そう。あっちは、ただわたしを女王候補として試しているだけなんじゃない？　悪く言われてもわたしは人前で否定できない。騒げば冗談がわからないってなる。わたしが何をしようと、どう言おうと、あっちからすれば自分の支持する女王候補が、やっぱり女王に相応しいってなるから」

　ダイは決してそうは思えない。

　他人の傷口をえぐり、不快感を表す様を見て、愉たのしむ醜悪さを感じる。

　本来の貴族令嬢はきっと、父や兄といった親族の男性に付き添われ、危険や悪意から守られながら社交に赴く。

　だが、マリアージュはそうではない。ヒースは彼女を守るには血筋が足りない。

　マリアージュはこれまで、ずっとこの嘲ちよう弄ろうに晒されてきたのだ。

　ダイは心から主人を讃えた。

「マリアージュ様、すごいですね」

「……何よ、突然」

　急に褒め出したダイをマリアージュが怪しむ。

　本当ですよ、と、ダイは彼女に訴えた。

「だってさっき来たどんな方にも、堂々と返事していらっしゃったじゃないですか」

「あんたが信じろって言ったんでしょ」

　給仕係を仕草で呼び寄せながらマリアージュが言った。

「いまのわたしは、ゆるぎないものなんだって。……それにあんたがいるんだから、わたしがびくびくしているわけにはいかないでしょう」

　彼女は給仕係から葡萄酒を受け取って口を付けた。

　くつろぐ風を装いながら、椅子の肘置きを握る彼女の手は、血の気を失くして震えている。

（このひとが）

　己に自信がないと嘆きつつも、ダイが作った仮面を恃たのんで、自身が弱くても、それ以上に脆もろい立場のダイを、守ってくれようとする、この娘が。

（女王様だったら、いいな）

　ダイは真実、そのように思った。

　ダイは表情を引き締めた。立ち姿から隙を失くす。マリアージュの言う通り、まだまだ序の口なのだ。泣き言を漏らすには早すぎる。

「ところでマリアージュ様はこんなところでじっとしていていいんですか？」

　ダイは疑問に思って尋ねた。ほかの女王候補たちは自ら貴族の間を回って、話に花を咲かせ、男性の手を取って踊り始めている。だが、マリアージュはずっと受け身のままだ。

　よくないわよ、と、マリアージュは空の高杯を揺らした。

「あんたを放置していいなら行くけど」

「……すみません、もう少しご一緒させてください」

「まぁ、あんたに心配されるまでもないわ。もう少ししたらあんたを控え室に放り込んで、わたしもヒースと合流す、る……」

　マリアージュの言葉が途切れる。

　ダイはどうしたのかと瞬き、主人の視線の先を追った。

　ひとの中から、光がこぼれた。

　光、と、思ったものは、ひとりの娘だった。

　曇どん天てんから射す月光のように、真っ直ぐに煌めく金の髪。宝石のような紺碧の瞳。すっと通った鼻梁。かたちのよい薄い唇。花街で美女を見慣れているダイですら、これはと思う、目の覚めるような美人だ。

　マリアージュが娘の名を呟く。

「アリシュエル……」

　年はマリアージュと同じ。大人びた容姿の中に、あどけなさが微かに覗く。

　彼女が次期女王と名高い女王候補の筆頭。今宵の夜会の主催者、アリシュエル・ガートルード。

　アリシュエルは明らかにマリアージュのもとを目指している。マリアージュはそっと息を吐いて、彼女を迎えるべく立ち上がった。

　マリアージュの前で立ち止まったアリシュエルがにっこり笑う。

「ごきげんよう、マリアージュ。来てくださってうれしいわ」

　ダイが意外に思うほど、好意に満ちた声だった。決して社交辞令などではない。アリシュエルの全身から、マリアージュと会えた喜びが溢れている。

　ダイは驚きにアリシュエルを凝視した。

（これは……もしかして）

　マリアージュはアリシュエルから、かなり、好かれているのではないだろうか。

　対するマリアージュの笑みは冷ややかだ。面倒ごとをあしらうときの、ヒースの微笑にそっくりである。

「ご機嫌うるわしく、アリシュエル様。今宵はお招き、感謝いたします」

「堅苦しいのはなしにしましょうって、いつも言っているでしょう？　マリアージュ」

「アリシュエル……」

　マリアージュが控えめな声で疲れたように尋ねる。

「あんたはどうしてわたしにいっつも馴れ馴れしいの……？」

「仲良くさせて欲しいの。同じ女王候補ですもの」

「だ、か、ら、わたしたちは同じ女王候補で、競い合っているんでしょう？　挨拶はもうすんだんだから、あっちへ行って。あっちへ」

「あっ、こちらが噂の化粧師さんね？」

「ひとの話を聞いてくれる!?」

　マリアージュの主張を受け流し、アリシュエルがダイの方を向く。

　ダイは急ぎ彼女に一礼した。

「申し遅れました、わたしは……」

「ダイですね？」

　名乗る前にアリシュエルがダイの名を呼んだ。彼女はそのまま目線を合わせ、胸に手を当てて微笑む。

「あぁ、本当に──聞いていた通り、とてもかわいい人。……ご挨拶が遅れました。わたくしはアリシュエル。ガートルード家が長女。マリアージュ様と同じ女王候補です」

「……ダイです。お会いできて光栄です、アリシュエル様」

「こちらこそ、よろしくお願いいたしますね」

　アリシュエルの声は鈴の音のように耳にやさしい。

　マリアージュはこの彼女と比べられているのか。卑ひ屈くつにもなろうというものだ。

「わたし、あんたにダイのこと話してないと思うけれど……」

「マリアージュご自慢の化粧師さんは、方々で噂になっていてよ。とても素敵なお化粧をするのだって。……あなたの今日のそれも？　目許の淡い黄色、素敵ね。宝石を散らしたよう。口紅の色味もとっても似合ってる」

　アリシュエルは本当によく見ていた。彼女からてらいのない言葉で化粧をした顔を褒められて、マリアージュは何も言えないでいる。

　アリシュエルはうっとりと笑った。

「うらやましいな。侍女に尋ねたのだけれど、あなたが付けているような色はないって……」

「アリシュエル様」

　彼女の侍女だろうか。背後から現れた娘が控えめに口を挟んだ。

「そろそろ、お時間でございます」

「あぁ……そうですね。ありがとう」

　アリシュエルはふと我に返って侍女に頷いた。

「ごめんなさい、マリアージュ。失礼いたします。またあとでお話を聞かせてくださいな」

　アリシュエルの挨拶にマリアージュは応えない。引き攣った笑みを浮かべる主人の顔には、来ないでくれ、と書かれている。

　遠ざかるアリシュエルの背を見つめてダイは感想を述べた。

「……マリアージュ様のこと、お好きなんですね……」

「なんでだか知らないんだけど」

　マリアージュが頭痛を堪える顔をする。

「子どものころから、懐かれているのよ……」

「それなのにマリアージュ様はアリシュエル様がお嫌いなんですか？」

「……だって、どう付き合えっていうの？」

　扇の先を顎に当てて、マリアージュが嘆息する。

「あの子は上級貴族第一位の長女。きれいで、かしこくて、やさしくて、だれからも好かれる、非の打ちどころがない相手。わたしはいつ中級になるかって嗤われる上級貴族最下位。容姿も頭の中身も平々凡々、それ以下。気難しいのもわかっている。父にすら顧みられない──……一緒にいても、苦しいばかりだったわ」

「──ご歓談中の皆さま」

　マリアージュの独白に続き、アリシュエルの声が響いた。

　広間の音楽と会話が止んで、視線が一斉に彼女へ集まる。

　いつの間にか中央に佇んでいた彼女は、よく通る声で話を続けた。

「今宵はようこそおいでくださいました。アリシュエルでございます。お楽しみ中のところ申し訳ございません。まずは御礼を。本日はたくさんお集まりくださり、ありがとうございます」

　わっ、と、拍手が巻き起こる。が、すぐにアリシュエルが笑みひとつで皆を抑えた。

「今日はいつもと異なった趣向を準備いたしました。こちらに……」

　アリシュエルが手で示した先。ふたりの従僕が何かを押して現れる。ダイは目を凝らした。

「……衣装掛け……？」

「吊ってあるの、男物の衣装……？　いえ、女性向けの服もあるわね……」

　嫌な、予感がする、と、マリアージュが呻く。

　アリシュエルの説明は続く。

「男女とも、様々な大きさの衣装を、準備させていただきました。……今宵、女性の方は男性の装いに、男性の方も……ぜひ、女性の装いに改めください」

「はぁ？」

　マリアージュが愕然とする。

　人々の反応を意に介した様子もなく、女王候補の筆頭は笑顔で宣言した。

「そしてどうか、いつもと異なる姿を、皆さまで楽しんでいただけたら。そんな風に思っております」







「何を考えているのよ、あの子は────！」

　控え室でマリアージュが絶叫する。

　彼女の荒れ具合はすさまじいものだった。

「女王候補の筆頭に楽しめって言われたら！　しないわけにはいかないでしょう！　押し付け！　最低！　あぁいうとこ！　あぁいうとこよ！　わたしが嫌いなのはあぁいうところ！　優等生の顔をして、いきなりとんでもないことをしでかすところよ！」

　この控え室が棟貸しされたものでなかったら、その声がほかの貴族たちのところまで、響き渡っていたことだろう。

　控え室にはミズウィーリ家から同行している侍女のヒナや侍従たちがいたが、皆、荒れたマリアージュから退避していた。暴風は避けるに限るのである。

　ヒースがぬるい目をしてマリアージュをたしなめる。

「マリアージュ様、落ち着かれてください。淑女らしくございません」

「だったらあんたも女装なさいよ」

「謹んで辞退させていただきます」

　ヒースが冷笑でマリアージュの命令を退ける。マリアージュは綿の詰まった腰当を彼に向けてぶん投げた。

「マリアージュ様がおっしゃる通り、すごいことを考えられますね……。衣装の数も膨大でしょうし」

　主人たちの様子を視界の端に捉えつつ、ダイは運び込まれていた衣装掛けを眺めて感想を呟いた。

「左翼の一の棟をまるまる衣装部屋にしているんですって」

　ダイの隣でティティアンナが述べた。彼女は主人の荒ぶり方を気に留めていない唯一の強つわ者ものだ。これがいいかな、あれがいいかな、などと衣装を抜き出している。

「女王候補の方々以外は、そちらでお着替えみたい。……ご覧ください、マリアージュ様。この衣装、有名なお針子の最新のものですよ。しかも大きさ、マリアージュ様に合わせてあります。ピッタリではないでしょうが……」

「ティティ、気に入ったならあんたが着替えなさいよ」

「いえいえいえいえ」

「それでは、わたしは商談をまとめて参ります」

　この話題に自分は関係ないと言わんばかりにヒースが申し出る。

「皆さまの着替えを待つ間、暇をしている御仁も多いでしょうからね」

「ヒース、そう言って、あんた逃げるつもりでしょう」

「見苦しいものでお目汚しして、ミズウィーリ家の評判を落とすわけには参りませんので」

「待ちなさい！」

　男性用に準備されたものだろう。様々な髪色の鬘かつらを摑んだまま、じりじり迫るマリアージュを躱かわし、ヒースが廊下へ続く扉まで後退していく。

「ダイ」

　衣装を替えるのなら、化粧も直さなければ。そう思って仕事道具を広げていたダイを、ヒースが呼び止める。

「頑張ってください」

　知ってはいたが、この当主代行、自身の益とならないときは、割と薄情である。

　あえてダイに声を掛けて、主人の注意を向けさせるところなどが、特に。

「リヴォート様！」

　ダイの叫びも虚しく、男は廊下へと消えた。

　あぁ、と恨めしく扉を睨んだダイの隣で、ティティアンナが男物の衣装をマリアージュへ差し出す。

「マリアージュ様、こちらなどはいかがでしょう」

「待って……」

　マリアージュがひらめいた顔をしてダイを見た。

「ねぇ、ダイ」

「はい」

「いつもと違った衣装を楽しめ、と、アリシュエルは言ったけれど、女王候補が絶対に着ろとは、言ってないわよね？」

「……そ、そうでしたか……？」

「そうよ」

　マリアージュはにっこりと笑った。

　これまで見たことのないような、怖いほどの満面の笑みだ。元々部屋の隅まで退避していた者たちは震え上がり、何がしかの理由を述べて、次々と控え室を退散していく。

　マリアージュがダイの肩をがっしり摑む。

　指が強く食い込んでくる。すさまじい握力である。

　冷や汗をかくダイの顔を覗き込んで主人は言った。

「違う性別の格好をした身近なだれかを、わたしが楽しめばいいって、そういう解釈でいいんじゃないかしら──あんたも、そう思うわよね？」







　首まで詰まった光沢感ある薄紅の絹地。金銀の糸でびっしり施されたつるばらの刺繍。

　胸の高い位置で切り替えし、つま先に向けてふわりと裾が広がる。ひだは細かく、歩くだけで揺れ動く。乙女の憧れそのもののような、たいへん愛らしい衣装である。

　それをまとった上で鬘を被り、宝飾品を身に着け、白粉おしろいを叩はたいて口紅も塗った。

　すべてはマリアージュの希望通り。

　だがダイが女装したことをきっかけに、マリアージュの機嫌はこれ以上ない急落を見せた。

「あの……マリアージュ様」

　ダイが呼びかけても彼女は答えない。眉間に深いしわを刻み、口先を尖らせている。

　ふたりで大広間に戻り、壁際の席を陣取ってから、ずっとこのままである。

　ダイはため息を吐いた。いや、むしろマリアージュの方が嘆息したかったかもしれない。

　彼女が無言になってしまった理由はわかっている。

　──ダイが怒らせたのだ。

（どうしよう）

　正直なところ、マリアージュがここまで怒るとは、予想していなかった。

　ダイは困惑に目を彷徨さまよわせた。

　ここから見渡せる大広間は、陽気な雰囲気に満ちている。慣れない男装に頰を染める女性陣。露出度の高い女物の夜会服を堂々と着て、笑いをとっている青年もいる。音楽は軽快で、踊る男女の足取りは軽かった。常とは異なる装いを楽しんで欲しいという、アリシュエルの目論見は成功しているらしい。

　ただし、ダイたちはまったく楽しめずにいる。

　会場に視線を巡らせるダイを見て、探されていると勘違いしたらしい。給仕係が笑顔で歩み寄ってくる。違う、と、否定に手を振りかけた瞬間、その手首をマリアージュに摑まれた。

「マ、マリアージュ様？」

「……もらいなさい」

　マリアージュはダイの方を見ないまま命じた。

「何でもいいから、ふたつ」

「は、はい」

　給仕係の持つ盆には、玻璃の高杯がいくつも載せられている。ダイは命じられるまま高杯をふたつ選んだ。中身は桃色の飲料水だった。少なくとも、葡萄酒ではない。

　塞がった両手をどうするべきか、迷っていたダイからマリアージュが片方の高杯を奪う。

　彼女は残った一方を顎あごで示してダイに命じた。

「飲みなさい」

「え、いや。あの、ですね」

「いいから飲みなさい！」

「はいっ！」

　マリアージュの目は据わっている。ここは逆らわずにいることが正解だ。

　覚悟を決めて高杯の中身をひと口呷あおる。

　そして喉を焼いていく液体の正体に、ダイは思わず咳むせた。

「こふっ」

「……何、もしかしてお酒、飲んだことないの？」

「違いま、けふっ。わたし、お酒が全然だめで……っていうかこれっ、お酒!?」

「そうよ。何でわたしがここに来て、ただの果実水を飲まなきゃならないの？　っていうか、運ばれてくるのは基本、お酒よ」

「そ、そうなんですか!?」

　それは先に知っておきたかった。色味から果実水だと思ったのに予想が外れた。

（あぁ、だめだ）

　足元がぐらぐらする。

　ダイにとって酒精の類は天敵だった。二口、三口、身体に入れただけで、冷静に物事を考えられない。意識も飛びそうになる。

「……わたしが飲みたくなったのは、あんたのせいよ」

　高杯の中身を一気に干して、マリアージュが苛々と言った。

「あんたは何も言わなかった……。これって、だまされたってことでしょうが！」

　酒に焼かれた喉を押さえ、ダイは主人を見上げた。

（そっか……）

　そうなるのか。

　確かに、そうだ。

　茫然とするダイにマリアージュが唸る。

「帰ったらまず説教だからね。……覚えてなさいよ！」

「マリアージュ」

　どこからともなく響いた呼びかけに、マリアージュの怒りの顔がはっと解ける。ダイは彼女と共に振り返った。

　傍にあった人の群れを割って男が現れる。

　ヒースと同じ年のころだろうか。亜あ麻ま色いろの髪と瞳をした、柔和な顔の若い男だ。

　マリアージュが嫌そうに呻く。

「……何でいるの」

「ご機嫌うるわしくてなによりだよ、マリアージュ」

　ただいまのマリアージュの機嫌は、まったくもってうるわしくない。

　なのに彼はそう言って、マリアージュに微笑んだ。

「挨拶が遅れて申し訳なかった」

「別にご挨拶いただかなくても結構です。……とっとと帰って」

　不機嫌最高潮のせいもあるだろう。男に対するマリアージュの返答はにべもない。

　だが、男は挫くじけなかった。

「君はいつもつれないよね……。一曲お付き合いして欲しい」

「話の前後が繋がっていないわよ。あと、踊らないから」

　この遣り取り、妙に覚えがある。

　具体的にはついさっき目にした。アリシュエルとマリアージュで。

「え、えーっと……？」

　ふたりの関係が読めず、首をかしげたダイに、青年が目を留める。

　彼はぱっと笑顔になった。

「かわいいお嬢さんを連れているね。付き人かな？」

「……そうよ」

　化粧師の女装だと青年に答えれば、不要な興味を引くと考えたのだろう。マリアージュはダイについて、今日の付き添い、と、言葉少なく彼に説明した。

　男はやさしく微笑んでダイの手を取った。その甲に口づけそうな気配を察してダイは総毛立つ。

　硬直するダイに代わって動いたマリアージュが、男の顔の前にたたんだ扇の先を差し込んだ。

「気安くわたしのものに触らないで」

　ダイからぱっと離れた男は諸もろ手てを挙げた。愛おしいものを見るように目を細める。

「その気の強さが好きなんだよね。皆、なぜアリシュエルの方がいいと言うんだろう」

「わたしからしたら、あんたのほうがおかしいわよ」

「僕は真っ当なつもりだけどね」

　彼は苦笑を浮かべて、ダイに改めて一礼した。

「先ほどは失礼いたしました。初めまして、ロディマス・テディウスと申します」

「……初めまして」

　ダイは淑女のように腰を落として頭を垂れた。

　男の名に覚えはないが、テディウスは上級貴族の家名だ。貴族年鑑をさらうとき、覚え損ねたのだろう。

　ロディマスがぱちくりと目を瞬かせる。

「あれ……僕のことがわからない？」

「この子は田舎から出てきたばかりでものを知らないの。わたしが面倒を見なければならないのよ。だから、放っておいて。……どうして、わたしにかまうの」

「だから言ったよね。一曲踊りませんかって」

「いや」

　マリアージュは嫌われてばかりなのではない。

　ややこしい相手に好かれる性質らしい。

「いいの？」

　踊りの誘いをばっさり切ったマリアージュを、ロディマスは面白がるように見た。彼は壁にとんと手を突いて、彼女から逃げ場を奪う。

「マリアージュ……。ここ最近、君は女王選に熱心になったと聞いているよ。なら、僕を利用するべきじゃないかな」

　マリアージュがロディマスを睨む。いまにも殴りつけそうな気配だ。

　ロディマスは微笑んで告げた。

「もっと強したたかになるんだよ。……僕の一票は、重たいだろう？」

「──っ！　わかったわよ！」

　マリアージュが折れた。

　真しんに迫った顔で彼女はダイを振り返る。

「いい？　ここから絶対に動かないで。壁に張り付いていなさい。だれに絡まれても、知らぬ存ぜぬを通して。……わかったわね？」

「は、はい！」

　ダイは首を勢いよく縦に振った。自分とてマリアージュから離れたいわけではないのである。

　嘆息したマリアージュは扇をダイに預けてロディマスと歩き出す。

　ロディマスはにこやかに笑ってマリアージュの手の甲に口づけた。

「無理をして来てよかった。今日の君は格別に美しいよ」

「寝言は寝てから言って」

　マリアージュが淑女の笑顔をたたえて応じる。表情と台詞がまったく嚙み合っていない。

　殺伐とした雰囲気のふたりをはらはら見守っていたダイは、近づく人の気配に気づけなかった。

「──ねぇ、君」

　はい、と、返事をしかけて、驚きに瞠目する。

　いつの間にかダイは幾人もの若い男女に取り囲まれていた。







　マリアージュは踊りが嫌いである。

　音楽を聴いていると足が縺もつれて、男の足をしょっちゅう踏み抜く。練習に付き合うヒースには毎回ため息を吐かれている。

「……それで」

　踊ることに苦心しつつ、マリアージュは尋ねた。

「どうしてここに？　来るって聞いていなかったわよ」

「こっそり来たからね」

　ふふっと笑ってロディマスが答える。

「テディウス家の繋がりで入れてもらったんだ。今日は来るって聞いていたから」

「だれが？」

「もちろん、マリアージュ……あぁ、怖い顔をしないで欲しい。白状する。目当ては君のところの当主代行、ヒース・リヴォートだ。どうしても一度、顔を見てみたくてね」

　マリアージュは首をかしげた。

「……あいつに、会ったことなかったの？」

「そう。まだ機会に恵まれない。僕も、弟も」

「会いたいだけなら、こそこそ来る必要はないでしょう」

「それがねぇ。なんだか、逃げられる気がするんだよね」

「逃げる？　……ヒースが？」

　うん、と、ロディマスは頷いた。マリアージュを半回転させながら、彼はうーんと唸って思案する。

「どう言えばいいんだろう。ほら、彼は君を女王にするために、粉骨砕身、働き蜂のように、方々を飛び回っているんだよね？　なら、会っていないほうがおかしいんじゃないだろうか」

「そう？　だってあんたは……社交ができない決まりじゃない。わたしだってあんたとはなかなか会わないんだから、別に何も変じゃないわよ」

　テディウスの家名を持つものの、この男は上級貴族ではない。女王選の催しに出席できても、招待客にはなれない。何人たりとも彼ら兄弟を招くことならず。できることはただ、女王選の観察に来た彼らを受け入れることだけ。

　マリアージュの発言にロディマスは肩をすくめた。

「そっか。……で、リヴォート氏はこの会場に？」

「来ているわよ。女装を拒んで逃げたわ。いまごろ同じく逃げた殿方と、遊技場にでもいるんじゃないの？」

「会えるかな」

「知らないわよ。っていうか、そろそろいい？　わたし、控え室に戻りたいから」

　曲も終盤に差し掛かっている。マリアージュは壁際に残してきたダイを探した。

　頭に血が上っていたせいか、特に何も考えずダイを大広間まで連れてきてしまったが、失敗だった。

　マリアージュが離れたとたんに、男たちがダイをぎらついた目で見た。馬鹿なのか。今宵は大勢の男が女装している。ダイもそのうちだという可能性を考えないのか。

　考えられなかったのだろう。

　それほどまでに、ダイは完璧な『少女』だった。

　ダイは確かに元からきれいな顔をしている。あのヒースと並んで遜色がない。成長すれば確実に女を誑たらし込む。そう予見させる端正さだった。

　アリシュエルも美人だが、彼女とは方向性が異なる。

　ダイのそれは、妙な危うさを持っている。冷静さが絡めとられるかのような、心の奥が粟あわ立だつ感覚がするのだ。

（待って……）

　踊りながらだと、元いた場所の風景がすぐに流れる。人の見分けがつかない。

　マリアージュはロディマスの腕を指で叩いた。

「ねぇ、ロディマス。あんた、あの子のこと、見つけられる？」

「うん？　君が連れてきていたあの子？　いや……見当たらないけど……？」

（あの馬鹿！）

　思わず胸中で悪態をつく。

　音楽が終わるとすぐさま踊りを切り上げ、マリアージュはダイを急いで探した。







「あなたのような方がいらっしゃっただなんて。どうか一曲、お付き合い願えませんか」

　見知らぬ男がダイの前に膝を突いて踊りを請う。ダイは視線を泳がせた。なんと言って断ればいいのかわからない。

　また別の男が現れて笑い出す。

「つれなくされたな。お前は誘い方が大仰なんだよ。お嬢さん、お名前は？　どうぞ手を──。次の曲は踊りやすいですよ」

「いや、わたしが彼女を先に見つけたのだ……」

「ねぇ、お待ちになって」

　男たちと連れ立っていた少女が目を吊り上げる。

「わたしたちと踊ってくださるはずだったでしょう」

「いや、もちろんそれは……」

「さっき、君たちとは踊っただろう？」

「ところであなた、どこの家のお方なの？　見慣れませんけれど」

　男装した少女がダイを睨め付ける。彼女は最初の男の連れだったようだ。彼の興味を奪ったダイに値踏みするような目を向けてくる。

「まぁまぁ、相手を怯えさせるようなお顔をするものじゃないよ。愛らしいお嬢さんも、どうか落ち着いて……」

　別の集団の男が少女をたしなめた。彼はにこやかに笑って友好を示したつもりだろうが、ダイからすれば獲物を追い詰める猫の顔だ。ダイの逃げ道を塞いでいる。

　それからも次々と声を掛けられた。ダイの容姿への美辞麗句。踊り、あるいは、お茶の勧誘。ある者はあからさまに別室にダイを誘い、そしてその彼に秋しゆう波はを送る娘がすかさず抗議する。

　ダイの周りの空気が、徐々に軋み始める。

　意識がぐらつく。きっと、酒のせいだ。喉を迫り上がる恐怖を上手く自制できない。

　繰り返し耳にしてきた、アスマの忠告がよみがえる。

『ダイ、気をつけるんだよ。なぜならあんたは──』

　天性の娼婦リヴの子だ。

　だれかの手がダイの腕に触れた。

　もう、駄目だった。

（ごめんなさい、マリアージュ様！）

　ダイは小柄な少女を押しのけて、全力でその場から駆け出した。

　背後から静止の声が飛ぶ。挨拶もなく場を去ったダイを咎める声も。だがそれらにかまう余裕はなかった。

　ただただ、恐ろしかった。

　会場を飛び出し、廊下を駆ける。慣れない靴と衣装に足が縺れた。初めは真っ直ぐ、控え室がある棟へ戻ろうとしたのだ。けれども貴族の子女と鉢合わせする都度、悲鳴を上げそうになって道を変えているうちに、自分がいまどこにいるのか、ダイはわからなくなっていた。

　等間隔に扉の並ぶ、人気のない廊下を見回し、ダイは顔を引き攣らせる。

「ど、どこ……ここ」

　完璧に、迷子だった。







（……だめだ。わからない……）

　ダイは方向を探ることを止めて肩を落とした。ミズウィーリ家から見て、自分がどの方向にいるかわかっても、屋敷内部の位置関係が不明のせいで、自分がどちらに向かうべきか、はっきりとしなかった。魔から方角を読めても、それは決して万能ではない。

　ふと掃き出し窓が目に留まって、ダイは廊下を出ることにした。夜闇に沈む外の方が、前庭にしろ中庭にしろ、風に乗って音楽や人のざわめきが聞こえてこないかと思ったのだ。警けい邏らしている兵士にも出会えるかもしれない。そうなれば道案内も請える。

　しかし木立や低木が生い茂る庭に動く影はなく、ダイは庭に続く階段に座って下唇を噛みしめた。

「あー……どうしよう」

　絶対に動くな、と、厳命されていたのに、マリアージュの帰りを待ちきれなかった。

（……逃げたって、思われるかな……）

　マリアージュの目を盗んで、彼女の叱責や非難から逃走したと、見られる可能性はある。

　騙された、と、マリアージュは言った。彼女の発言は否定しない。だが、彼女からそんな風に非難されるとは予想していなかった。

　ダイの秘めごとは生き延びるためのもの。そして花街では秘密を開示された方が、相手から信用されたと喜ぶものだった。マリアージュとはそのあたりの価値観が異なるのだろう。

　あのとき、あのように、見知らぬ男女に絡まれることがなければ、踊りから戻ったマリアージュにすぐ弁解することもできたのに。

「もう、本当にいやだ」

　控え室の姿見を思い出す。

　そこには母に酷似した少女が映り込んでいた。それは花街から出れば、もう呪いではないはずだったのだ。しかしアスマが懸念した通りになりつつある。

　ダイは悔しさに臍ほぞを嚙み、抱えた膝に顔を伏せた。

　それから、どれぐらい経っただろうか。

　かさり、と、土草を踏み分ける音がした。

　続いて、若い男の声。

「……君も無茶をする」

　ダイは弾かれたように顔を上げた。

（だれかいる）

　助けを求められる。

　ダイは立ち上がり、周囲を見回した。

　緑の生い茂る庭は暗いまま。だが、木立の一部の影が際立っていた。ダイの位置からは見えないが、おそらく木を挟んだ向こうに灯りがある。

　浮かび上がる影の向こうから、今度は若い女の声が聞こえた。

「こうでもしなければと思って。騒ぎを起こしては、あとの見張りが厳しくなってしまうし、皆さまにご迷惑が掛かるもの……」

「突然、服を着替えさせられたひとたちは大変だっただろうね」

「楽しんでいらっしゃる方もいます。わたしも、こんな姿をするだけで、見張りの目を誤魔化せる」

（……この声）

　ダイは踏み出しかけていた足をその場に留めた。

　前進せずに横へ移動する。

　木立の向こうに人の背中が垣間見えた。一見、男のようにも見えるが、衣装を男のものに改めただけの若い娘だとダイにはわかった。

　足許に置かれた角灯の灯りに、娘の金の髪が煌めいている。

「もうやめなさい、アリー」

「でも」

「アリシュエル」

　相手の男が決定的な名を口にした。

　ダイは唾を嚥えん下かした。

　この場にいては──……。

（まずい）

　ぱきっ、と、ダイは小枝を踏み折った。

　その音がやけに大きく響いた。

　男女が共に息を詰める。

　ダイは身をひるがえして廊下に駆け戻った。息を切らして廊下を走る。さらに道がわからなくなっていくが、いまは一刻も早くあの場から離れることが先決だった。

　あのふたりがダイの姿を見なかったことを祈るばかりだ。

（……アリシュエル様が、えっと、だれか男のひとと……っていうか、あの、声）

　人を落ち着かせるような響きの、あの男の声。

　聞き覚えがあるような気がする。

「わっ！」

「……っ!?」

　考えごとをしていたことが良くなかったのだろう。

　唐突に目の前に人影が現れて、ダイは蹴け躓つまずいた。前のめりに転倒しかけ、寸でのところで、背後から腰を支えられて踏みとどまる。

　その場に膝からへたり込んだダイの頭上で聞き慣れた男の声が響く。

「……お怪我はございませんでしたか？」

　控え室で別れたきりの、ミズウィーリ家当主代行が、ダイの様子を窺っていた。

「ヒース！」

　支えることをやめて離れる男の手を、ダイは反射的に胸に抱え込んだ。先ほど目にした光景を頭から消し飛ばすほどの安堵が胸のうちを圧倒する。

　ヒースは驚きに目を剥くと、嫌悪感をあらわにしてダイを振り払った。

「失礼ですが、どなたかとお間違えでは？　あなたのようなお方の知人、わたしには……」

「いやいやヒース、待ってください！　わたしです！　わたしですってば！」

　退しりぞく男の衣装の裾を摑んで、ダイは自らを指して訴えた。彼に去って欲しくない。また迷子になる。

　胡う乱ろんな目でダイを眺めていたヒースは、徐々にその顔色を変え、ひどく混乱した様子で後ずさった。

「ダ、ダイ!?　なっ、あっ、そ、は……なんですかその格好は!?」

「ヒースがマリアージュ様にわたしを売ったんじゃないですか！」

「あっ、そ、そうか……いや、待ってください。本当に？　ダイ、なんですか？」

「この期に及んでどうして疑うんですか」

「いえ……あまりにも──別人に見えたので」

　言いながら彼はまだ疑いの目をダイに向けている。

　ダイは嘆息して鬘を取った。短く切り揃えたいつもの髪形があらわになる。

　そこでヒースはダイが本人だと認めたらしかった。ダイの手を引いて立ち上がらせる。

「それで？　あなたはどうしてこんなところにまでひとりで来たんですか？」

「すみません。人に囲まれて怖くなってしまって、逃げたらそのまま……。こんなところにまでっていうことは、ここ、広間から遠いんですか？」

「えぇ。控えの棟から広間を挟んでほぼ真反対にある別棟付近です」

　つまり、自分は目的地に背を向けて走っていたらしい。ダイは鬘を被り直して肩を落とした。

「会えてよかったです……。ところでヒースこそ、ここで何を？」

「あなたを探していたんですよ」

「……わたしを？」

「えぇ」

　ヒースは頷いた。

　彼いわく、ミズウィーリ家からの随行員総出で、姿を消したダイを探していたらしい。招待状を持つおかげで比較的どこでも自由に出歩けるヒースが、ここまで見に来たということだった。

　ダイは下唇を噛みしめた。

「すみません」

　唇を戦慄わななかせ、悄しよう然ぜんとしながら繰り返す。

「本当に、すみません……」

「ダイ……」

　涙を溜めるダイにヒースが眉をひそめた。

「落ち着きなさい。わたしにあなたを責めるつもりは」

「違います」

　ダイは拳を握りしめて訴えた。

「違うんです。情けなくて……。本当に、迷惑を掛けてばかりで」

「迷惑？」

「そうです」

　ダイは首肯した。ミズウィーリ家に来てからの記憶がぐるぐると頭を巡る。

「わたし、今日はちゃんとしたかったんです。……本当に、ずっと、問題を引き起こしてばかりいたから」

　ミズウィーリ家に来てから、ダイはいつでも騒動の種だった。今日ぐらいはそれを返上したかったのだ。

「なのにまた、失敗して、ヒースに迷惑を掛けている……」

「……迷惑ではありません。あなたの監督はわたしの仕事のうちです」

「でもそれは……！　あなたの仕事を増やしているっていうことと、一緒じゃないですか!?　負担になっているって、ことじゃないんですか!?　それでなくとも、貴族の人たちを相手にするって、大変なのに！」

　末席とはいえ、上級貴族の家の正統なる後継者であるマリアージュですら、常に悪意に晒されている。

　ヒースも同じはずだ。ダイは大広間で見た光景を思い出した。彼は侮蔑の眼差しをきれいに往なしていたけれど、社交に赴く折々で、きっと心ない言葉を向けられている。

「わたしは戦いたかったんですよ！　ひとりで戦う、あなたと一緒に戦いたかった！　助けになりたかった！」

　そしてマリアージュとも。

　この女王選の戦力として数えられたかった。守られるばかりではなくて、ふたりを守る存在を目指していた。

「なのに逃げてしまって……迷惑を掛けて……」

　心配には及ばないと言ったのに。

　情けなさに、涙が出る。

　ダイは手のひらで目を覆って俯いた。

　やや置いて、その頭にぽん、と、手が載せられる。

　面おもてを上げたダイにヒースが穏やかな声で告げる。

「そこまで……気負う必要はありません。ダイ、あなたは戦力になっている。……マリアージュ様は文句も言わず、今日の催しにご参加されている。落ち着かれてもいる。それは、これまでになかったことです」

　女王候補が揃う催しのとき、それぞれの派閥から誹ひ謗ぼうを受けるため、マリアージュは理由を付けて欠席したがったし、参加してもすぐに帰りたがった。だが、今回に限ってはそのいずれもない。

「マリアージュ様にそうさせたのは、あなたの化粧だ」

　ダイの顔を覗き込んで、ヒースが力強く断言した。

「……そもそも社交はあなたの専門外です。最初から上手くいくはずがない。化粧師としての仕事をあなたは充分に果たしていた。あなたはよくやっています」

　一度だけ、彼はダイの頭の上で手を弾ませる。

　慣れた手つきだ。よく面倒を見ていたという弟てい妹まいたちに、していたことなのかもしれなかった。

　やさしい声で彼は言う。

「帰りましょう」

「……はい」

　ダイは鼻をすすって頷いた。ヒースがうんと頷いて立ち上がり、踵を返して歩き出した。

　が、ダイは動けない。

　ダイの足音がないことを不審がったらしい。ヒースが振り返る。

「どうしました？」

　ダイは困り切った声で訴えた。

「足が痛いです」







　急に足がじくじく痛み出し、慌てて確認すると、見事な靴擦れを踵かかとに作っていた。方々を走り回っていたせいだろう。

　渋面になるヒースに腕を貸してもらい、ダイは控え室までの道のりをひょこひょこ歩く。目的地に到着したときには疲労困憊。ダイは長椅子にぐったり突っ伏していた。

　見かねたらしいヒースが長椅子の背をべしべし叩く。

「ダイ、起きなさい」

「ハイ、起きます、起き……うぅ」

　起き上がりたい。なのに起き上がれない。頭も身体も砂を詰めたように重い。今すぐ布団の上に転がりたい。長椅子の上でもだもだするダイの様子をしばらく眺め、ヒースが首をかしげる。

「……言動が少しおかしいですね。いつものあなたならすぐに動きそうなのに……失礼」

　ヒースがダイの前に回って片膝を突いた。断りを入れて靴擦れの周りを検め始める。

「少し、腫はれてきていますね。熱が出ているのではありませんか？」

「でしょうか……？」

「とにかくこれは、戻る前に手当てを」

「ヒース」

「なに──」

「いたいです」

　ダイは我慢できずに主張した。踵はじくじく疼くし、あとやっぱり妙に泣きたい。涙ぐんでしまう。

　面を上げたヒースの動きがぴたりと止まる。

　彼は妙な表情を浮かべていた。

　見た目に反した味の食べ物を、飲み下してしまったときのような。

「……ヒース？」

「いえ……すみません」

　ヒースは立ち上がった。

「あなたはここにいてください。わたしはマリアージュ様に報告してきます」

　必要最低限の社交を終えたマリアージュは別室で休憩しているらしい。わかりました、と、ダイが応じると、ヒースは頷き返して部屋を出て行った。

　ダイが着替えに用いた部屋はすでに片付けられていた。荷も一か所にまとめ置かれて、元々ダイが着ていた衣装だけが、等身大の姿見に吊るされている。

（ねむい）

　急速に襲い来るこの激しい眠気は、おそらく疲労のせいだけではない──酒のせいだ。

「────」

　睡魔に抗あらがいきれなかったのか、うとうととしていたらしい。気がつくと時間がやや経過していた。

　ヒースはまだ戻っていないようだ。

　ダイはのろのろ身体を起こした。

（だめだ……起きないと）

　四肢は重いものの、意識の方ははっきりしてきている。ダイはまず服を着替えようと決めた。ただでさえ初めて着る女物の衣装。しかも平服ではなく晩餐服だ。疲れも取れないし、下着は汗を吸っている。服を替えなければ風邪を引く。

　ダイは鬘と装飾品を外して、衣装の帯を解き始めた。







「そう。……わかったわ。手当てが終わったら着替えさせて、ここに連れてきて」

「かしこまりました」

　ヒースが一礼して退室する。

　マリアージュは息を吐いた。椅子の背に力なく重心を預ける。

　傍らで報告を共に聞いていたティティアンナが微笑んだ。

「本当によかったですね、ダイが無事で」

「まったくよ。ひっぱたけないところだったわ」

　自分はダイに動くなと厳命した。急にいなくなられて、どれだけ落ち着かない気分にさせられたことか。

　あとで絶対に懲こらしめる、と、息巻くマリアージュを、ティティアンナが忍び笑う。マリアージュは彼女をぎろりと睨んだ。先からこの侍女は何をにやついているのだ。

「睨まないでください。ダイが無事に戻ってきてくれてほっとしていたんです。心配いたしましたね、マリアージュ様」

「……心配ってなによ。してないわよ。わたしはただ……不安だっただけ」

「不安？」

「そう。……変なのに、捕まっているかもって」

　きれいな女おんな子こどもに必要以上に馴れ馴れしくする輩が世の中にいる。マリアージュはその対象ではなかったが、幼いころのアリシュエルも嫌だと言えないまま、おかしな目をした大人の対応をよくさせられていた。何度か追い払ってやったこともある。

　ダイの顔立ち、いや、あの奇跡めいた造ぞう詣けいそのものが、昔アリシュエルで幾度か目にした危うさを、マリアージュに思い起こさせた。そのことをマリアージュはダイを控え室から連れ出す前に、もっと真剣に憂うれうべきだった。そして連れて出たならロディマスに絡まれようとも、何があっても、放置するべきではなかったのだ。

　臍を噛むマリアージュにティティアンナがやさしく告げる。

「それは不安ではございません。心配というのです」

「どこが違うのよ？」

　マリアージュは苛々しながら詰問した。だがティティアンナは笑うだけだ。

「さて、お茶でも淹れて参りますね。ダイの分も準備いたしますか？」

「それは屋敷に帰ってからにして。……今日はあの子から色々と話を聞かなきゃならないし、早くここを引き払わないといけないわ」

「かしこまりました。ではマリアージュ様の分と、お水だけ用意して、あとは片付けてしまいます」

「そうしてちょうだい」

　同伴したほかの使用人たちは馬車回しで帰宅の準備を進めている。ダイの手当てと着替えが終われば、すぐにでもガートルードを辞去するつもりだ。

「……そうだわ、ティティ。あんたソレを淹れ終わったら、ダイのところに行って。着替えを手伝うって言ってなかった？」

「あっ、そうでした……」

　大変、と、ティティアンナは口元を押さえた。ダイは初めて着る女物に、着替えのときにずいぶんと手間取っていたらしい。脱ぐときもひとりでは困るのではないだろうか。

「……ヒースは何も言ってこなかったけれど、あいつ、ダイのこと知っていたのかしら」

「いえ、たぶん……おわかりではなかったと、思いますが……」

　ヒースは異性に距離を置くところがある。あの顔だから下手に好かれないようにしているのだろう。

　その点、ダイは少年だったし、ヒースと同じくミズウィーリ家の外から来た人間だ。だからあのヒースもやや気を許しているのか、度々ふたりで長く話していることがあると、マリアージュは報告を受けている。

　だがそもそもの前提が、覆ってしまうとしたら。

　マリアージュは頰杖を突いて呻いた。

「わたしより怒ってそうじゃない？　あいつ」







「──……」

　控え室の扉を叩く直前に、ヒースは躊躇ためらいを覚えた。手元の医薬品と手拭いに視線を落とす。

　自分はいったい何をしているのだろう。ここにきて頭をもたげる問いを、ヒースは目を閉じて反はん芻すうする。

　本当に、何をしているのだろう。

　こういったことは従僕か侍女に任せればよかった。そのために連れてきているのだから。

　その一方で、彼らにはすでに仕事を割り振っていて、手が空いている自分が引き受けるべきなのだ、というもっともらしい理由も思い浮かぶ。

　何もおかしくはない。いや──おかしい。

　少しずつ、何かがずれ始めている。

　しかしそれをここで自問しても詮せんないことだ。

　ヒースは扉を軽く叩いた。

「ダイ？　わたしです」

「……ヒース？」

　やや置いて返ってきたダイの声はぼんやりとしていた。先ほどから様子がおかしかったし、やはり怪我から発熱しているのかもしれない。それならガートルード家に医師の手配を依頼する必要がある。

　ヒースは扉を押し開いた。

　ダイが慌てた声を上げる。

「あっ、ちょっと待っ……」

　だが制止は間に合わなかった。

　ヒースは扉を開いた体勢で、ダイを見つめて凍り付いた。

　沈黙が、流れる。

「……えっと」

　ダイが気まずそうに呟く。

　ヒースは我に返って早口で告げた。

「着替えが終わったら、呼んでください。手当てをします」

「……はい」

「あと、マリアージュ様がお呼びです。終わったら移動を」

「わかりました」

「それでは……」

「はい」

　それ以上の言葉が見つからず、ヒースは静かに扉を閉じた。覚束ない足取りでじりじり後退し、突き当たった廊下の壁に背を滑らせて座り込む。

　疲労感がどっと押し寄せて動けない。ヒースは天井を仰いで、目許を覆った。

（見間違い）

　ではない。

　思えば、予兆はあちこちにあったのだ。しかしそれが意識を掠める都度、自分はそれをねじ伏せてきた。

　ねじ伏せざるを得なかった。

　そうでなければ──……。

　とてつもない穴に滑り落ちてしまったかのような、虚脱感。

　ヒースは思わず主おも神かみに嘆いた。







　動揺を押し殺して、ヒースが扉を閉じる。

（これは……わかりました、よね）

　マリアージュにも知られたし、ミズウィーリ家に戻ったあとで、ヒースにも元より説明しなければならなかった。だから、ちょうどよかったのかもしれない。

　ダイは手に握っていた衣服を滑り落とした。

　姿見にゆっくりと歩み寄る。

　子どもと見紛う細い身体だ。だが決定的に異なるのはその線のまろみだった。衣服の着方にも気を払っている平時と違って、さすがに下着一枚の姿となれば他者を欺あざむけない。

　鏡に指先を触れさせる。

　そしてダイは睨み据えた。

　母が死に、いつしか成長途中で止まってしまった。

　子どもでもなければ大人でもない。

　磨き抜かれた鏡面に映り込む。

　ひどくいびつな。

　──少女の、身体を。







　重苦しい空気に満ちた馬車に乗ってミズウィーリに戻る。その間、ダイと向かい合って座るヒースはひと言も発しなかった。

　無事に帰邸したあと、マリアージュはいったん自室へ戻る。湯浴みをして着替えるためだ。ダイたちも一時解散して休憩する。その後は事情説明だ。翌朝に持ち越すことにはならなかった。だれもかれもがくたくただったが、こういったことは一刻も早く知りたいと、マリアージュは声高に主張したし、ダイの体調を気に掛ける一方で、ヒースも同意見だったらしい。ダイも酒が抜けたのか、頭がすっきりしている。手当てを受けた靴擦れも、ほぼ痛まなくなっていた。

　事情説明は各々の身繕いが終わったあと、ヒースの執務室に集まって行うことになった。

「前から華奢だなぁって思ってたんだけどねぇ……」

　ダイの自室の前で合流し、共に本館へ移動しながら、ティティアンナが感嘆の声を上げる。

「なんでなのかな。ダイのこと、女の子だなって思わなかった」

「性別を装う動き方があるんです。あとは、体格ですね。わたし、あまり成長していなくて……。それでどうにかなっていました」

　十を過ぎたころあたりから、ダイの身体は時を止めた。たびたび子どものように見られる理由だ。身長は伸びず、筋肉はおろか脂肪もほとんどつかない。裸になれば子どもではないとわかるが、少女のものといっても違和感がある。この身体に肌着の段階で補正を加えれば男の骨格に近づく。

「ごめんなさい、ティティ。黙っていて」

「わたしはいいの。事情があるんでしょう？　ただ……マリアージュ様やリヴォート様が、ご理解くださるといいね」

　ティティアンナは励ますように言って、それ以上を追及しなかった。

　彼女は今回の説明の場に同席はしない。こまごまとした用事を言いつかったときのために、別室に控えるだけだ。

　茶の支度をするティティアンナと別れて、ダイはヒースの執務室に入った。

　部屋は、思いのほか明るかった。

　遠くに王城を望める窓から、月明かりが差し込んでいる。だがさすがにこれから話し合いを始めるには足りない。ダイは部屋の隅に置かれた燭台に歩み寄った。安息日の前夜にヒースと話し合いをするとき、いつも火を入れている燭台だ。ダイは普段しているように蝋ろう燭そくを立て、燐りん寸すんが見当たらないことに気がついた。

　平時であれば燭台の受け皿に置かれている。なのにいくら周りを漁っても、目的のものは見当たらない。

　室内をぐるぐる回っていると、背後から呆れた声が掛かった。

「なにをしているんですか、あなたは」

　ヒースだった。腕を組んで扉口に背を預けている。表情は冷ややかだった。ダイは彼から目を逸らして弁解した。

「あ、の。……灯りを点けようとしたんですが、燐寸が見当たらなくて……」

「あぁ……。すみません。机の引き出しに入れています。待っていてください」

　ヒースは入室してダイの横をすり抜けた。部屋の奥に鎮座している、執務机の反対側へ回り込む。

　一番上の引き出しを開け、彼はやがて顔を曇らせた。

　ヒースが次々と引き出しを開けていく。

　ダイはそろそろと彼に歩み寄った。

「……見当たらないんですか？」

「えぇ。……おかしいですね。昨日、確かに入れたんですが……。あ」

　心当たりがあったのか。ヒースがにわかに膝を突いて身を屈める。

　急に視界から消えた彼を追い、ダイは机の側面へと移動した。

「……落ちてしまったんですか？」

「書類か何かに押されて、落ちてしまったんでしょう」

　ダイの問いにヒースは答えた。彼は床と引き出しの隙間に手を伸ばしていた。ところが指が入らないらしい。

　やがて彼は諦めた顔で体を起こした。

「これは代わりのものを取ってきたほうが早いですね……」

「場所を代わってもらっていいですか？　わたしがしますよ」

　自分の手の大きさなら、どうにかなるはずだ。

　気安く申し出たダイを、ヒースがじっと見る。ダイは慌てて俯いた。余計な口出しだったのかもしれない。

　ヒースは怒っているのだ。マリアージュと同じように、きっと、だまされたと思っている。

「あの……すみません」

「いいえ。……お願いしても？」

　ヒースがダイに場所を譲る。ダイは急いでその位置に身を伏せた。

　燐寸は簡単に見つかった。手繰り寄せた小箱を拾い上げて、ダイはヒースにかざして見せる。

「取れました」

「……ありがとうございました」

　燐寸の箱を受け取って、ヒースがようやく表情を緩める。

　それだけで、ダイは安堵感に泣きたくなった。

「ダイ？　……どうしました？」

「……あの……」

　ダイは下唇を噛みしめて、呼吸を整えてから謝罪した。

「すみません、でした……」

　ヒースにはまだ謝れていなかった。

　彼の勘違いを正さなかったことを。

　ヒースが緩く首を横に振る。

「わたしも……頭から思い込んでいましたから。あなたは一度も、自分を男だとは言いませんでしたね。……質たださなかったわたしが悪いのです」

　ヒースは淡く笑った。そのまま床に突いたダイの手に視線を落とす。

「わたしは指先を入れるので精いっぱいでした。……わたしが伸べられない場所にも、簡単に手を届かせてしまえるぐらい、あなたの手はわたしのものと違うのに、気づかないとはね」

「……比べてみないと、わからなかったり、しますよね」

　ダイは手のひらをヒースに向けた。他意はない。あえて言うなら、手の小ささを自分自身で再認識するためだった。

　その手にヒースが彼のそれを重ねてきた。

　突然のことにダイはうろたえた。手を引くこともできずに硬直する。

「本当に、全然ちがう」

　ヒースの手は、ひと回りも、ふた回りも、大きかった。

　異なる点はそれだけではない。ダイの手は丸みを帯びているが、ヒースは骨格のはっきりした、力強い、男の手をしていた。

　その骨ばった指が、ゆっくりと、ダイの五指を割っていく。

　手が、組み合わされていく。

「……ヒース？」

　ダイの呼びかけにヒースは答えない。

　彼は目を伏せて、その親指の腹でゆるゆると、ダイの手の甲を撫ぜている。

　押さえつけてはいない。擦るというにも少し違う。

　羽毛で表面を撫でるような、柔い感覚。

　さざめくようなしびれが、じわりと、身体を侵食していく。

「本当に」

　ヒースの唇が、動く。

「どうして、こんなにちいさな手を」

　彼の伏せられていた蒼の双眸が、ゆっくりとダイを捉える。

「男のものだと、思ったのだろう……？」

　男の独白を聞きながら、ダイは知れず息を詰めた。

　改めて思う。

　ヒースは、ひどく、きれいだと。もちろん、容貌も端正だが、なによりも、その眼が。

　透明で底の知れない、静かな蒼。

　その瞳に、捕らえられる。

　うまく、呼吸が、できない。

　ダイは胸苦しさに喘ぎながら目を伏せた。

（くるしい）

　男の手は離れない。その親指が輪郭を確かめるようにダイの手の甲を滑っている。

　彼の手を振り払うことも、逃げることもできなかった。

　ただ、息が詰まる。

　助けて、と、叫びたいような。

　何もかも投げ出して、蹲うずくまりたいような。

　身体の中を駆け巡る、この、奇妙な衝動に──……。

　閉じた瞼の向こうで、男の気配が微かに動く。

　ダイは警戒に身体をこわばらせた。

「ダイ？　いるの？」

　唐突に響いたティティアンナの明るい声に、室内の張り詰めた空気が、あっという間に霧散する。

　茶器の載った台車を押して、彼女は部屋に入ってきた。

「リヴォート様？　えっ、暗っ。どうなさったんですか？　灯りもつけず」

「燐寸を、机の下に落としまして」

　ヒースがダイの手を解放して立ち上がり、ティティアンナに説明した。

「いま、ダイに取ってもらっていました」

「あぁ、そうなんですか」

　ヒースが燭台に歩み寄り、手早く蝋燭に火を点ける。芯の焦げる臭いが微かに漂い、室内が一気に明るくなる。

　ダイも立ち上がり、ヒースを見つめた。

　灯りは灯った。しかし彼は振り向かない。揺らめく蝋燭の炎先を、見つめている。

「ダイ、お茶の支度、手伝ってもらっていい？」

　ティティアンナが応接席の傍にダイを手招く。

　首肯して彼女に駆け寄り、茶器を並べにかかったところで、マリアージュが現れる。

　彼女はあくびを嚙み殺しながら言った。

「準備はできたの？　さっさと説明してもらうわよ。ダイの事情とやらを」







　紅茶を淹れてティティアンナが下がる。

　三人で応接席に着いたあと、ダイはヒースに素性を明かす許しを求めた。すべての理由はダイの生まれ育ちにある。ここを抜いては話せない。

　ヒースが頭痛を堪える顔で許可を出す。

「いいでしょう。もう、どうしようもないですからね」

「ダイの素性？　劇場で働いていたんじゃないの？」

「実は、違うんです」

　ダイは苦笑して告白した。

「劇をしたり、歌を歌ったりっていう場所であることには違いないんですが……。わたしは、花街の出なんです」

「……はな、まち？」

　初めて耳にする単語だったに違いない。たどたどしく繰り返すマリアージュに、ダイは説明を続けた。

「花を鬻ひさぐ……って言っても、わかりませんよね。主に女のひとが男のひとに、身体を売る場所です。たまにわたしが口にしていた、芸妓って呼ばれるひとたちは、劇場で舞台に立つ役者じゃない……。娼婦のことです。わたしは彼女たちに化粧をして、性欲を吐き出しに来た人たちのところへ送り出すことが生業なりわいの顔師でした」

「ヒース」

　マリアージュが猛然と立ち上がってヒースを睨み据える。

「あんた……これ、知ってたの!?」

　マリアージュの声は震えていた。

　怒り出しても仕方がない。彼女は貴族でも格式ある家の、年頃の娘なのだ。自身の化粧師が何人もの娼婦の顔を作ってきた職人だとわかれば、忌避感を抱くものである。

　もちろんです、と、ヒースがマリアージュに肯定を返す。

「彼女が働いていた娼館まで赴きましたから」

「この……！」

　マリアージュはヒースの襟首を掴んで、いまにも叫び出しそうだったが、どうにか堪えたようだった。拳を震わせて、彼女は再び着席する。

　黙ったまま目で続きを促すマリアージュに頷き、ダイは話を続けた。

「わたしは画家の父と、娼婦の母の間に生まれました。となると、本来わたしは娼婦として育つはずだったんです」

「……どうしてよ？」

「マリアージュ様、職人制です」

　ヒースが説明に口を挟んだ。

「この国の特産は芸術です。絵画、詩歌、陶芸、彫刻。そういったものだけではなく、貴金属や革の細工のような工芸も含まれます。ゆえに、この国は他国より、《芸技の国》と呼ばれている。……その名を標ひよう榜ぼうするために、デルリゲイリアの職人は原則、親の、特に母方の職を継ぐ習慣があるのです」

「……だから、ダイも身体を売る人になるはずだったっていうの？　ダイはそれが嫌だったから、逃げるために男のふりをして、化粧をする人になったってわけ？」

「いいえ」

　ダイは首を横に振った。

「もちろん、しんどい仕事ですから、嫌だっていう子はたくさんいます。ただ、わたしは、あそこで娼婦の母を持ったなら自分もそうなる。そういうものだって思っていましたし、芸妓の子たちは、皆、とても尊敬のできる、明るいひとたちでしたから、自分がその一員になれるなら、嫌ではありませんでした。ただ……」

「あなたの、その容姿ですね？」

　言いよどんだダイに代わって、ヒースが正答を言い当てる。

　ダイは紅茶の水面に映った自分の顔を見つめた。

「……わたしの顔は、母にそっくりなんです。さっきも言いましたが、母は娼婦で……それも、花街で、伝説になるような、天性の娼婦でした」

「伝説……？」

「はい。……愛されすぎた、芸妓として」

　大げさに語っているのではない。

　母リヴが全盛期のころ、花街を訪れる客はほぼ、彼女のものだった。彼女は悪気なく、ほかの芸妓の客を盗んだ。そして客はみな母に溺れたのだ。

　芸妓たちは母に憧れて、憎んだ。客は母を奪い合った。芸妓と客の間の諍いさかいも絶えなかった。

「そのうち、殺傷にまで及ぶようになって……本当にひどかったって、皆、言います」

　赤子のように無垢な言動で周囲を魅了し、同時に災厄を振り撒いていく──リヴは魔の公国メイゼンブルを滅ぼしたという傾国の美び姫き、かの滅びの魔女のような女だった。

　それでも母は金を生んだ。母を抱くためだけにひとが押し寄せてくる。娼館はなかなか彼女を手放さず、それをダイの父となる男がアスマと共謀してやや強引に身請けした。

「母が娼婦を辞めても、皆、怖がっていました。……わたしが生まれたからです」

　リヴと酷似した娘が。

　マリアージュが慄りつ然ぜんと呟く。

「母親と同じことを、あんたが起こすって、皆が恐れたの？　……それであんたを、男にしたの？」

「わたしに男の服を最初に着せたのは母でした」

　ダイは自分の手のひらを見た。

　本当に、子どものような手だと思う。

「父の方が先に亡くなって。母は、本当に、父を愛していて。わたしの髪や目の色は、父と同じだから」

　幼いダイを父と同じ男と見み做なそうとした。

　母にとって父は何者にも代えがたい庇護者だった。愛していた。執着していた。失うことに耐えられなかった。

「……わたしが男の子の服を着ているのを見たアスマ……わたしの後見をしてくれているひとが、そのまま、わたしを男として育てることに決めたんです」

　アスマだけではない。

　この大芝居に花街の全員が加担した。

　リヴの娘の存在を、かつての客たちに悟られまいと振る舞った。

「……花街を出なければならなかった、と、いうのは？」

　ダイの説明を遮ってヒースが尋ねる。

「前に言っていたでしょう？　出るように、言われていたと……」

「いまは大丈夫でも、限界が来ますから」

　ダイは胸に手を当てた。そこには微かな膨らみがある。

「花街で生きるにはこれからも性別を偽る必要があります。だからいずれは、そうしなくてもいいように、一人前として仕事を引き受けられる十五の年には、あそこを出るように言われていました。……すみません」

　ダイは襟元の衣服を握りしめた。

「正直に言えば、性別については、だましているって感覚は、ありませんでした。男として扱われている方が、わたしには普通で」

　身を守るためにも男の方が都合がよかった。

　ダイはふたりに頭を下げた。

「その……本当に、すみませんでした」

　ヒースには性別を明らかにしなかった。マリアージュへはさらに出自を謀たばかっていたのだ。

　出て行くように言われてもおかしくはない。

　ダイは頭を垂れたまま、主人の裁決を待った。

　マリアージュがため息交じりに呟く。

「……無理に公にする必要は、ないでしょうよ」

　ダイは面を上げた。マリアージュは頰杖を突いてダイを見ていた。

「今日でわかったけど、女の格好しているあんたは無駄に美形で、疲れるわ。だからいいわよ。そのまんまで……。でも、性別については、ローラには言っておいたほうがいいんじゃないの？」

「キリムとグレインも呼んで、どこまで話を通すか決めておいたほうがよいでしょう。あとあと、それこそ下手な騒ぎになっても困りますから」

　明日にでも話し合いましょう、と、ヒースが言う。

　ダイは困惑しながら、ふたりに問いかけた。

「……あの、わたし……女、だったんですが……」

「は？　えぇ、聞いたわよ」

　マリアージュが呆れた目でダイを見る。何を言っているのかと言わんばかりだ。

「別にわたし、男のあんたが欲しいんじゃないもの。男でも女でもどっちでもいいわよ」

「あと、そもそもわたし、花街の生まれでして」

「そこんとこはいいわ」

「いや、あの、でも、ですね」

「そこの生まれを卑しいとでもあんたは思っているの？」

「……いません」

「ならいいでしょ」

　ダイは継ぐべき言葉を失った。

「いい？　ダイ」

　マリアージュが腕を組んでふんぞり返る。

「わたしは知らされなかったことがいやだったのよ！　こういうことはやめなさい。もうわたしに何かを隠すのはなしにして──二度はないわよ」

　ダイは喉を鳴らして尋ねた。

「わたし……ここにいられるんですか？」

「は？　当たり前でしょなに言ってるの？」

　マリアージュは真っ直ぐにダイを見つめている。

「だいたいねぇ、わたしを騙しただのなんだの言うなら、いまここでしれっとした顔している、こいつの方が重罪だから。ヒース！　あんたのことよ！」

「こちらの思惑がどうであれ、さすがにダイの生まれ育ちを公にしますと、それこそいらぬ憶おく測そくを呼んで厄介ですので」

「って、恥知らずにも堂々とわたしに言う？　あんたって本当クソよね」

「……意味もわからないまま、そのような単語をお使いになるのはおやめください。どこから学ばれるのですか……？」

　ヒースが心底いやそうな顔で訴える。

「罰が欲しいならいつでも顔を平たくつぶしてあげるわよ──それより！」

　ヒースをきれいに無視したマリアージュは、盛大に顔を歪めて自らを指さす。

「この肌をどうにかして！　あんたのおかげで疲れすぎて、がっさがさなんだから！」







　アスマは言った。

『……あんたのその顔は不和を生む。否応なく』

　ヒースが花街を訪れた夜だった。今後を話し合うために、ダイはアスマの書斎で彼女と向き合っていた。そこでアスマは繰り返した。ダイが幼いころから幾度となくした忠告を。

『それでなくとも新しい土地だ。すんなり馴染むのはだれだって難しい。だからなおさら、気をつけなければならないよ。……でも』

　アスマはやさしく微笑んだ。

『あんたがこれまで通り、仕事に真摯であるならば、きっとあんたを受け入れてくれるやつが現れる』

　──自分はそのように祝福されて、花街という揺りかごを出たのだった。







　一羽の鳥が頭上を過る。

　同時に強い風が吹き、ダイの髪を揺らした。

　鳥はその上昇気流に乗り、さらに羽ばたいていった。

　ずいぶんと大きな鳥だ。しばらく眺めていたが、いつまでも東の空に姿が見える。日ごろ目にするとしても、小鳥ばかりだから珍しい。

「渡り鳥かな……よいせっと」

　ダイは足場につま先を掛けて、天井の戸を潜って屋根に出た。

　ミズウィーリ家の屋敷の屋根には道が作られている。魔術調整のような点検に使われる道だ。

　ダイは足を踏み外さないよう慎重に進み、最も見晴らしの良い場所に腰を下ろした。

　時刻は夜明け間近。闇が薄まった空は群青色に染まっている。ダイは部屋から持ち出したものを鞄から出して腹に置き、立てた膝の上で腕を組んで花街を探した。故郷は西の城壁近くで、星のように煌めいていた。

　あたりは静かだった。強風に煽あおられたのも最初だけ。敷地内の木立も沈黙を保っている。

　その静寂を、靴音が割った。

　ダイが来た道を歩いてくる男の姿がある。ダイは驚きに目を瞠った。

「ヒース。どうしたんですか、こんなところで」

「その言葉、そのままそっくり返しますよ。……姿が見えたので、様子を見に来ました」

「……心配を掛けましたか？」

　ダイの隣で立ち止まり、ヒースが肩をすくめる。

「さて、どうでしょうね。……眠れなかった？」

「ん。……そうですね」

　ダイは花街を見つめて頷いた。

「色々なことがありすぎて。たぶん、気が高ぶっているだけだと思うんですが」

　初めての社交に、女装に、主人たちに抱えていた事情の告白までした。こうまで一日に詰め込まなくてもいいだろうと思える濃密さだ。

　一方で、たくさんのものを得た。

「たぶん、うれしいんです。すごく。わたしは、今日からも、ここで働ける」

　自分は確かに求められている。

　そう、実感できる。

「もう、何も偽らなくて、いいんだなって……」

　隠し立てていることは何もない。

　そんな場所を得られるとは思っていなかった。

「……何か問題が起きたら言いなさい」

　ヒースは言った。

「性別ひとつ違うだけで、大事になることもある」

　彼の懸念はもっともである。女であると侮あなどられることは多々ある。屋敷の中でも態度を変える者がいないとも限らない。

　ヒースがあまりに真剣な顔で告げるので、ダイは膝を抱える腕に頰を付けて笑った。

「ヒースはやさしいですねぇ」

「……心労の種が増える前に申告して欲しいだけですよ。わたしをやさしいとか言うのはあなたぐらいでしょう」

「そうですか？」

　多くの人は気分で他人に冷ややかな態度をとる。ヒースはそうではない。彼が他人と距離をとるときは何らかの理由がある。

　ヒースは無意味にやさしいときのほうが多かった。

　屋根の上でひとりぼんやりしていた自分を、遠目に見かけただけで、心配して来てくれる程度には。

　ダイは花街に視線を戻し、ヒースに告げた。

「あなたに、見つけてもらえて、よかった」

　この男が花街で見いだしてくれたから。強く望んでくれたから。

　自分は、ミズウィーリにいる。

　ティティアンナとは仲良くなれたし、ほかの使用人たちとも、少しずつではあるが馴染んでいっている。マリアージュは短気だし、すぐに暴れるのだが、それでもダイには勿もつ体たいないほど良い主人だ。まさか花街の出であることを、容認されるとは思わなかった。

　それから、ヒース。

　彼には守られてばかりだ。

「いつもありがとうございます、ヒース」

　だが、今日のような情けなさは早々に返上したい。

　せめて彼と並び立ち、いつか、守り返せるぐらいになりたかった。

　照れたのかもしれない。彼は困惑の顔で視線を泳がせると、ダイが抱えていたものを指摘した。

「……それは？」

「あぁ……これですか」

　鞄に入れて自室から持参したものをダイは腹と足の間から引き抜いた。手のひら二枚分ほどの大きさの画布である。

　花街を出る間際、アスマから餞せん別べつに受け取った油絵。

「父の絵です」

「……御父上の……？」

「はい」

　ダイは絵の表面に指を滑らせて頷いた。

「わたしの手元に残っている父の絵はこれだけで。……これに父の魂が宿っているわけではないんですけれど。でも、なんとなく、見せたくて。父に。……ここが、いま、わたしが生きている場所だって……」

　絵を撫でる手を止めて、ダイは王都を見渡した。

　ばらを含む花々が生い茂る庭園。生垣を挟んで連なる、貴族の邸宅の赤い屋根。ダイも通り抜けた内壁。薄もやと眠りに包まれる裏街。竈かまどの煙を細く吐き始めた工房街。そして、光またたく、ダイの故郷の花街。

　すべてを一望できる、ミズウィーリの邸宅。

　ここで、いま、わたしは生きている。

　ヒースが遠慮がちに伺いを立てる。

「……その絵を、見せていただいても？」

「いいですよ」

　どうぞ、と、ダイが差し出した絵を、ヒースは恭しく受け取った。

　彼は絵を眺めて呟いた。

「……これは、あなたと……？」

「母です」

　アスマから受け取った絵は、母と赤子の肖像画だった。ダイが生まれたあとすぐに描いたもののようだ。絵の中の母は無垢に微笑んでいた。

　何を思ったのか。ヒースがおもむろに絵をひっくり返す。画布の木枠を注視した彼は、徐々に目を見開いていった。

　そこに刻まれている文字を、ヒースの指がそっと撫でる。

「妻、リヴ、娘……ディアナと。エムル・セトラ。……ディアナ？」

「あぁ、私の、名前です」

　失われてしまった、女としての。

「……そうか」

　絵から目を離してヒースが呻いた。

「あなたの、ダイという名は、この綴つづりの頭の部分を」

「そうです。別読みさせたものですね」

　アスマは絵をずっと秘ひ匿とくしていた。

　絵に記された名が、ダイの性別を明かすものだったから。

　ヒースが再び絵に視線を落として尋ねる。

「……この、エムル、というのは？」

「父の名前です。エムルが名、セトラが姓です。だからわたしの本当の名前は、ディアナ・セトラになります」

　父と母とアスマと、自分しか知らない名。

「もう……だれも、呼ばない名です」

　ダイの問いにヒースが意外そうに尋ねる。

「……アスマも？」

　ダイは苦笑しながら頷いた。

「はい。……わたしに、今の生き方を強いたことへの、アスマなりの、けじめなんじゃないかなって思います」

　父が亡くなり、母も死に、ふたりの親友だったアスマがダイを引き取って後見となった。ダイに性別を偽らせ、最後は花街を出るように強要した。留まりたいというダイの希望を彼女が汲むことは決してなかった。

「化粧師になったのも、アスマの采配でした。画家に弟子入りすると、花街と関係が薄くなって、何かあっても、助けられなくなるからって」

　自身の営む娼館に招いたダイを、アスマは下手に甘やかさなかった。自身とダイとの間の線引きを最後まで貫いた。

「もしかしたら不用意に口にしないようにって意味で、徹底して名前を呼ばなかったのかもしれないんですが、たまにはいいのになって、少し、思っていました」

　父が付けた名だった。ダイの瞳を覗き込んで決めたのだとアスマが言っていた。

　自分に切り捨てていたものがあったとすれば、この名前だ。

　そしてもう二度と、よみがえることはないはずだった。

「ディアナ」

　ふいに名を呼ばれて、ダイは驚きに瞬いた。

　呼ばれるとは思っていなかったからだ。

「ディアナ」

　虚空を眺めて。

「ディアナ」

　音を、舌先で確かめるように。

「……ディアナ」

　繰り返し、ヒースが、ダイの名を呼ぶ。

　ヒースの背後で空が白み始める。

　彼の端正な横顔と蜂蜜色の髪が夜明けの光を孕む。

　やさしく細められた蒼の瞳は、空の色のように澄んでいた。

　──これほどきれいなひとが、わたしの名を呼ぶ。

　ずっと。もうずっと。だれからも忘れられていた名前を。

「不思議な感じです」

　胸の奥に温かさが灯る。

　くすぐったさを覚えて、ダイは彼に笑いかけた。

[image: ]

「その名前を呼んでくれたの、あなたが初めてなんですよ、ヒース」

　これまで多くの人々と出逢ってきた。それでもだれもこの名を呼ばなかった。

　実の母も、育ての女も。

　だれも呼ばなかったのに。

　ヒースがダイを見下ろして息を呑む。

　瞬きすらせず、彼は蒼の双眸に、ダイだけを映した。

「──どちらがいいですか？」

　ヒースが言った。

「ダイと呼ぶのと。ディアナと呼ぶのと」

「え……えっと」

　ダイは困惑して思案した。そのようなこと、考えたこともなかった。

　男の姿と同じようにダイがいまの自分の名だ。急に変えては周囲が混乱するだろう。

　しかし、また忘れられるのは、惜しい。

　せっかく、陽の目を見たのに。

　唸るダイにヒースが噴き出す。

「そんなに真剣に悩まなくとも。……仕事のときはこれまで通り、ダイと呼びますよ。ふたりのときはディアナと呼びましょう」

「……混乱しませんか？」

「あなたが仕事のとき、わたしを敬称付けで呼び、普段は名前で呼ぶのとどこが違う？」

「……そうですね」

　ダイは納得した。確かに自分は彼の名前をその時々で呼び分けているのだ。

　ヒースが絵をダイに差し出す。その絵を引き取って、ダイは顔を伏せた。妙に気恥ずかしい。なぜだ。

「ディアナ」

　ヒースに呼ばれて、ダイは面を上げた。

　仰ぎ見たヒースは陽光のように暖かな、とてもやさしい微笑をたたえていた。

「呼びますよ」

　ヒースがダイに囁く。

「あなたが望むのなら……何度でも」

　偽りのない。

　本当の、名前を。

　ヒースがおもむろに手を差し伸べる。意図がわからずに首をかしげて手を取ったダイを、ヒースは勢いよく引き上げた。夜が明けきる前に、少し眠っておくべきだと彼は言う。

　それもそうだとダイは笑って、先に歩き始めたヒースを追いかけた。
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　いつもどのように自分が化粧をされているのか、客観的に見てみたい。

　わかりやすくいうと、ダイが自分以外のだれかに化粧する姿を観察したい。

　ひと悶着あったガートルード家の夜会から数日後、マリアージュはふとそのように思い立った。

　さっそくダイに化粧を見せろと要求する。彼女の仕事の練習台にはティティアンナがなる。せっかくなのでマリアージュに似合わない色を付けさせ、発色なども見てみたい。

　気晴らしを兼ねたささやかな思い付きに、意外にもヒースが反応を見せた。

「わたしも同席してよろしいですか？」

「……なんで？」

「何となくです」

　彼の食いつき方も意外なら、その理由も謎だった。万事、明確な理由なしには動かないような男が、『何となく』。

　ただ、ダイは彼が引き抜いてきた化粧師だ。その仕事ぶりが気になるのかもしれない。

　マリアージュはヒースに許可を出した。

「いいわよ」

「ありがとうございます」

　そのとき、ヒースが笑った。

　いつものいけ好かない冷笑ではない。まさしく雪解けのように、やさしく笑ってみせたのだ。

　マリアージュは啞然として男を凝ぎよう視しした。

　だがしかし、男の顔からその希少な笑みは、すでに消え去ってしまっていた。







　マリアージュに命じられたダイは、道具をひとつひとつ説明しながら、ティティアンナへの化粧を進めていく。その白い指が羽毛を撫でるかのようにやさしく肌を滑り、その傍から肌は艶つやを増して輝きを帯びる。

　あのように顔に触れられているのか。

　不思議な気持ちだ。けれども悪くはない。胸が妙に温かくなる。

　マリアージュはふと傍らに立つヒースを見上げた。

　彼はダイの仕事ぶりを静かに見守っている。

　そしてその顔はどう見ても、やさしく微笑んでいるのだった。

　そのとき、理解した。

　あぁ、この男は。

（わたしのために、この子ダイを引き抜いたんじゃ、ないのだわ）

　もちろん、マリアージュを女王にするためには《職人》が必要だった。その候補をあれこれ挙げるヒースが面倒で、化粧師にだけマリアージュが頷いたことも確かである。

　けれども、この男がダイを選んだ、本当の理由は。

「ヒース」

　マリアージュの呼びかけに男が振り向く。

　マリアージュは確信をもって問いかけた。

「あんた、ダイの化粧が好きなのね」

　ヒースが瞬いてマリアージュを見返す。

　彼はやや置いて、えぇ、と静かに肯定した。

「美しいでしょう？」

　誇るように、ヒースは囁いた。

　彼は皮肉を付け加えることも忘れない。

「あなたにこの美しさのいくらかでも加われば、色々ましになるかと思いまして」

　腹が立ったが怒鳴ることは控えた。

　ヒースはダイの化粧を観察している。

　ひとつの芸術が生み出される瞬間を見守っている。

　その横顔は不思議なほどに穏やかで、マリアージュは初めて、この男にも可愛らしいところがあるのではないかと、そんなことを思ったのだった。





《終》
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　こんにちは、千せん花鶏あとりです。

　この度は女王の化粧師の二巻目をお手に取ってくださり、誠にありがとうございました。前回、明らかな「続く」で話をぶった切っていたわけですが、ようやく続きを皆さまにお届けすることができました。ウェブ版でいう序幕の折り返しまで来たことになります。ダイとマリアージュとヒースの三人＋ミズウィーリ家の面々が目的をひとつにして頑張り始める。そんな話です。

　ウェブ版との差異ですが、今回はストーリーラインを整理し、三人があれこれ会話するシーンをかなり追記しています。ダイとヒースの会話、ダイとマリアージュの会話、ダイを間に挟んで叶うヒースとマリアージュの会話、お楽しみいただけますと幸いです。

　次回は無自覚にいちゃつくふたりとそれをぬるい目で見守る主人を書きたい……。そんな感じでお会いできたらうれしいです。

　最後に謝辞を。この二巻は一巻の刊行と同様、大勢の方々の応援により、実現したものでした。二巻にゴーサインを出してくださった出版社様、粘り強く、本当に粘り強く本作の刊行にご尽力くださった担当様、美麗な絵で世界を表現してくださった起おき家や一いち子こ先生、家人、本当にありがとうございました。

　また、本作はスクウェア・エニックス社様にてコミカライズいただきました。どんどんぱふぱふ。すごいな。二巻出てなかったのにコミカライズされるって。作画をご担当いただいている綾あや峰みねけう先生をはじめ、関わっていただいている皆さま、本当にありがとうございます。皆さまの大きな一助あってこその二巻刊行となりました。

　そしてなにより、このお話の続刊を強く望み、応援くださった皆さま、本当にありがとうございました。この二巻は間違いなく、皆さま、ひとりひとりのご声援によって生み出されたものです。重ねて厚く御礼申し上げます。

　この女王の化粧師という話が、皆さまのそのご声援にどうか値するものでありますように。
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